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ン
社
長
)
、
紛
タ
イ
ト
l
(
本

社
東
京
、
コ
ー
ガ
ン
社
長
)
‘

サ
ミ
|
工
業
(
本
社
東
京
、

里
見
治
社
長
)
の
ニ
一
者
が
指

定
さ
れ
た
こ
と
が
こ
の
ほ
ど

判
明
し
た
・

指
定
さ
れ
た
.. 
一社
は
川
ラ

ン
ド
の
ゲ

i
ム
コ
l
十

1
に

て
.
セ
ガ
礼
伐
と
タ
イ
ト
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
阿

O
%、
サ
ミ
l

て
業
が
こ

O
%と
い
う
別
人
刊

で
そ
の
速
AW
を
州
当
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
攻
絞

め
と
こ
ろ
こ
れ
以
上
の
、
』
と

は
判
明
し
て
い
な
い
。

な
お
同
ラ
ン
ド
に
放
置
さ

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
内
の
ゲ

l
ム
場
運
営
に

3
社

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

(千
灘
保
浦
安
市
、
側
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
経
営
)
は

来
務
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
急

ピ
ッ
チ
で
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
関
係
者
筋
の
訴

に
よ
る
と
、
附
ラ
ン
ド
内
の

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
の
運
営
に

側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ゼ
ス
(
本
社
東
京
、
ロ
ー
ゼ

れ
は
昨
年
の
五
十
.h
台
中
九

ム
川
公
定

(

昨
年
は
完
走
ゼ

ロ
)
に
比
べ
る
と
、
そ
の
技

最
終
シ
ョ
i
委
員
会

会
期
中
の
取
り
決
め
確
認
し
、

J
A
M
M
A
、
N

A
O、

J
A
P
E
A
の
三
協
会
に
よ

る

(
Y
ヨ
|
委
員
会
」
(
委

員
長
H
中
村
雅
哉
氏

・
胸
ナ

ム
コ
)
で
は
十
月
十
八
日
、

東
京

・
新
宿
の
銀
座
ア
ス
タ

ー
に
て
シ
ョ

l
委
員
会
を
開

き
、
拙掛
川山
田
A

M
シ
ョ

i
に

つ
い
て
の
総
ま
と
め
的
な
報

告
な
ら
び
に
反
省
な
ど
を
行

な
っ
た
.
三
協
会
主
俄
で
の

A

M
シ
ョ
ー
は
今
回
で
最
後

に
な
っ
た
ニ
と
か
ら
、

三
協

れ
る
シ

ョ
l
ラ
イ
ド
(
来
物

総
隊
)
に
つ
い
て
は
、

=
.純

輸
送
機
幽
開

(
本
社
大
阪
、
前

問
先
一
一
社
長
)
が
ピ
|
タ
ー

バ
ン
、
シ
ン
デ
レ
ラ

・
カ
ル

ー
セ
ル
、
ス
タ
l
・
ジ
ェ
ッ

ト
な
ど
ト

一
施
設
の
乗
物
機

の
製
作
を
相
相
当
、
現
筏
山
崎
設

を
巡
め
て
い
る
。

敬
A企h

A 

会
か
ら
な
る
シ
ョ
l
委
員
会

の
会
合
も
こ
れ
が
最
終
的
な

も
の
と
な
っ
た
。

席
上
挨
拶
に
立
っ
た
中
村

シ
ョ
l
委
員
長
は
「
今
回
の

A
M
シ
ョ
l
開
催
に
当
た
っ

て
は
、

G
マ
シ
ン
規
制
な
ど

で
厳
し
い
手
続
き
を
と
っ
た

こ
と
な
ど
種
々
の
箇
難
な
点

も
あ
っ
た
が
、
シ
ョ
l
委
員

な
ら
び
に
関
係
各
位
の
ご
協

力
に
よ
り
、
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
感
謝
の

意
を
袋
し
た
う
え
で
、
米
年

の
A
M
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
は

『
従
米
の
A

M
シ
ョ
ー
の
形

で
は
た
し
て
よ
い
の
か
ど
う

か
と
い
う
検
制
も
含
め
、
と

く
に
米
ぷ
開
催
さ
れ
る
N
A

O
シ
ョ
ー
と
の
関
連
も
あ
る

の
で
、
相
根
本
か
ら
考
え
て
み

た
い
.
ま
た
A
M
シ
ョ
ー
を

開
館
す
る
場
合
は
、
そ
の
会

場
や

B
程
な
ど
も
変
更
さ
れ

る
だ
ろ
う
L

と
述
べ
、
会
場

山
マ
イ
コ
ン
ク
ラ
ブ

・
次
回

慾
同
氏
が
『
N
O
R
I
K
O

|
7
』
で
兄
が
・
・
年
辿
統
制
隅

は
現
介
也
、
都
内
五
ヵ
所
に
つ

い
て
検
討
中
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
。

こ
の
あ
と
第
初
回
A

M
シ

ョ
ー
に
つ
い
て
の
結
果
報
告

が
な
さ
れ
、
進
営
聞
な
ど
に

つ
い
て
反
省
点
を
含
め
筋
合

い
が
行
な
わ
れ
た
。

• 

ロポット展示では空気膜ロポ yト(写真左)やサーカス楽団に人気集中

他
府
の
品
席
巻
に
鎌
い
た
.
準
優

勝
は
附
ク
ラ
ブ

・
上
広
孝
幸

氏
「
T
U
|
3
」
、

三
位
は

日
本
電
子
工
学
院
の
塩
見
正

鵠
氏

「
?
|
サ
|
I
l
A
¥

ま
た
今
野
恵
一
氏
「
M
ー
ー

号
改
」
が
ユ
ニ
ー
ク
な
タ
ッ

チ
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
迷
路
学

習
を
披
露
し
た
こ
と
で
、
ナ

ム
コ

・
中
村
雅
哉
社
長
よ
り

『
ナ
ム

コ
特
別
賞
」
が
贈
ら

れ
た
。

こ
の
ほ
か
T

V
番
組

「
U
P
M
」
の
ス
タ
ッ
フ
グ

ル
ー
プ
が
製
作
し
た
「
C

A

P
I
n
-
Z
」
も
出
場
し
、

見
市
第
問
伎
で
入
賞
し
て
い

る

(同
大
会
は
十

一
月
十
六

日
の
同
番
組
に
て
放
映
さ
れ

る
)。優

勝
し
た
れ
仏
間
氏
は

『ロ

ボ
ッ
ト
作
リ
は
か
じ
リ
つ
い

て
集
中
し
、
患
い
個
所
を
ど

う
改
良
し
て
い
く
か
が
ポ
イ

ン
ト
だ
が
・
時
々
円
が
痛
く

な
る
ほ
ど
熱
中
し
て
し
専

J

と
、
削
貨
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど

を
抱
え
て
絡
し
そ
う
に
諮
っ

-。
''h 

な
お
そ
の
ほ
か
の
競
技
と

ロ
ボ
ッ
ト
展
は
追
っ
て
詳
細
布
。

一
如ヨ-
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畿
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属委書シの
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a--a 
炉
、合舎の後畠

曙

利
五
十
四
年
か
ら
お
昨
年
、
ロ
も
あ
わ
せ
て
聞
か
れ
た
。

ポ
ッ
ト
の
研
究
家
、
愛
好
家
.
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
銭
技
は
、

大
学
の
研
究
家
な
ど
を
は
じ
布
線
や
無
線
で
の
交
い
が
貯

め

一
般
か
ら
募
集
し
た
ロ
ポ
き
れ
な
い
自
立
引
の
マ
イ
コ

ッ
ト
作
品
を
出
品
し
、
そ
れ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
(
タ
テ

・
ヨ
コ

ぞ
れ
の
技
術
成
果
を
綬
い
A
n

二
十
五
勺
以
内
)
を
使
用
し
、

い
、
科
学
技
術
へ
の
理
解
を
一
船
寸
八
今
、
お
き
五
勺
の
迷

「mM
全
国
ロ
ボ
ッ
ト
大
会
』
人
と
昨
年
を
下
回
っ
た
が
、
深
め
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
路
の
隅
か
ら
中
央
部
に
到
途

と
と
も
に
「
第
三
回
全
日
本
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
大
会
に
は
閲
儲
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
す
る
時
間
を
競
う
も
の
で
、

マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
大
会
」
が

昨
年
同
様
の
観
客
が
詰
め
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
マ
イ
ク
ロ
マ
制
限
時
間
の
十
五
分
以
内
な

十
月
二
十
九
日
か
ら
十

一
月

け
大
変
な
人
気
を
博
し
た
。
ウ
ス
大
会
と
姉
妹
提
携
を
結
ら
何
度
で
も
銚
戦
で
き
る
。

七
日
ま
で
の
十
日
間
、東
京
・

た
だ
各
線
ロ
ボ
ッ
ト
展
示
に
ん
で
ス
タ
ー

ト

し

た

全

日

本

決
勝
大
会
は
十
月
三
十

一

北
の
森
に
あ
る
科
学
技
術
館
つ
い
て
は
、
今
年
と
く
に
各
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
大
会
は
‘
目
、

ニ
自
の
予
選
を
通
過
し

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
地
の
百
貸
出
柏
な
ど
で
展
開
さ
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
、
参
た
ロ
ボ
ッ
ト
二
十
四
台
の
う

こ
れ
は
科
学
技
術
館
主
催
、
れ
た
み
ロ
ボ
ッ
ト
梢
Y
と
は
加
者
も
年
々
嶋
え
好
評
を
得
ち

一
台
欠
場
で
二
十
三
台
に

側
ナ
ム
コ
の
全
面
協
力
に
よ
ぽ
同
じ
も
の
が
出
品
さ
れ
た
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
期
間
中
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
な
お

り
開
か
れ
た
も
の
で
、
同
館
た
め
か
、
い
ま
ひ
と
つ
盛
り
に
『
マ
イ
ク
ロ
キ
ャ

ッ
ト
L

M

同
競
技
の
全
参
加
台
数
は
百

で
の
毎
年
恒
例
の
川

ma--
入

上

が

り
に
欠
け
た
よ
う
だ
。
「
ス
テ
ッ
プ
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
」
六
十
五
台
、
う
ち
百
台
が
出

場
右
は
期
間
中
約
六
万
五
下

令
国
ロ
ボ
ッ
ト
大
会
は
附

「自
由
淡
役
」
の
為
抽
胤
役
会
走
し
こ
卜
閉
ム
口
い
か
完
走
。
ニ

i
l

i

-

-

i

i

i

 



で
あ
る
。
当
庁
は
米
閣
の
判

例
な
ど
を
参
考
に
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
参
加
す
る
「
プ
レ
イ

ヤ
ー
介
入
型
の
映
像
」
と
い

う
考
、え
か
た
を
技
恕
し
、
朝
刊

論
付
け
る
作
業
も
行
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
務
作
物
で
あ

る
か
ど
、7
か
は
裁
判
所
の
判

断
に
よ
る
わ
け
で
あ
り
、
当

庁
と
し
て
は
立
場
上
怠
見
を

述
べ
る
場
合
は
あ
る
が
、
最

終
的
判
断
を
下
す
こ
と
は
で

冬
ぜ
介
。
ぃ

。

中
村
会
長
は
若
作
権
滋
で

の
懇
談
の
あ
と
、
浩
一
凶
諜
-t
k

の
案
内
で
文
化
庁

・
佐
野
文

一
郎
長
官
と
も
面
談
す
る
機

会
を
得
て
、
長
官
か
ら
ビ
デ

( 2 ) 

作
権
の
問
題
点

(セガ社鋼ベ)

レ
ー
ベ
ル

奏

者

演

傾
位

名

繭

全日本地区:10月9日-10月22日の 2週間

ビ
デ
オ

ゲ

l
ム

閉じ (JAMMA中村会長

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

ん堂帯
情

借
廿

み
ゆ
き

千

春
ひ
ろ
み

中 一 沢 あ

み
問

研風
森

明

樹島

待

つ
6
番
自
の
ユ

・
ウ
・
ウ

・
ツ

す
み
れ

S
e
p
t
e
m
b
e
r
L
o
v
e
 

少

女

A

ダ
ン
ス
は
う
ま
く
踊
れ
な
い

償

恋

慕

拶

の

旅

人

哀
愁
の
カ
サ
プ
ラ
ン
カ

夏

を

あ

き

ら

め

て

け

ん

か

を

や

め

て

わ

I 

J
U
L
I
E
 

エ

ピ

y

ク

リ

プ

リ

ー
ズ

キ

ャ

ニ

オ

ン

ア
l
ド
パ
ー
ク

N
H
K
が

2 

10 

3 

T

V
ポ
ー
カ
ー
と
ば
く
を

報
じ
た

N
H

K
総
合
テ
レ
ビ

の

「
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
9

時
」
が
、
今
度
は
T

V
ゲ
ー

ム
機
の
著
作
絡
を
と
り
あ
げ

話
題
と
な
っ
た
。
放
映
さ
れ

た
の
は
十
月
十
八
日
、
同
喬

組
の
タ
イ
ト
ル
は
「
マ
イ
コ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
コ
ピ
ー

戦
争
」
と
い
う
も
の
。

誉
総
で
は
T

V
ゲ
|
ム
機

の
無
断
コ
ピ
|
同
聞
が
ど
の
よ

う
に
出
回
っ
て
い
る
か
と
い

う
現
状
か
ら
、
こ
れ
は
ゲ
ー

ム
の
頭
脳
と
も
む
う
べ
き
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
そ
っ
く
リ
コ
ピ

ー
さ
れ
る
こ
と
が
原
因
に
主

っ
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
。

そ
し
て
市
級
さ
れ
て
い
る
R

O
M
ラ
イ
タ
ー
で
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
納
め
て
い
る

R
O
M

か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
移
し
か

え
ら
れ
る
よ
う
す
を
明
示
し

た
。
そ
の
上
で
コ
ピ
|
業
者

の晶
一一
一

い
ぶ
ん
(
コ
ピ
ー
の
安

い
器
械
が
あ
る
か
ら
こ
そ
桁

当
ロ
ケ
に
も
回
ゼ
る
な
ど
)

を
紹
介
す
る

一
方
、
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ

ン
工
業
協

会

(J
A
M
M
A
)
中
村
雅

銭
会
長
の
、
コ
ピ
|
排
除
を

進
め
る
立
場
か
ら
「
コ
ピ
ー

す
る
と
い
う
淡
み
の
行
為
が

通
用
す
る
社
会
と
い
う
の
は

と
て
も
問
題
の
あ
る
社
会
で

は
な
い
か
」
と
、
コ
ピ
ー
か

ら
の
保
穏
で
設
も
適
切
と
忠

わ
れ
る
T
V
ゲ
l
ム
著
作
織

を
推
進
す
る
姿
勢
が
紹
介
さ

L
:
。

i
v
a吋

'
J・

附
品
骨
組
は
T
V
ゲ
l
ム
の

著
作
権
を
論
じ
る
に
あ
た
り‘

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

-
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
文
芸
著
作
物
と
の
考

え
を
強
測
す
る
あ
ま
り
、
視

聴
覚
務
作
物

(映
画
な
ど
)

と
し
て
の
著
作
織
を
や
や
無

視
し
て
巡
め
た
き
ら
い
が
あ

る
。
し
か
む
晶
骨
組
内
に
品
目
vt場

し
た
文
化
庁
著
作
品
靴
制
酬
の
吉

岡
淡
課
長
が

「絵
は
人
間
が

克
て
す
ぐ
わ
か
る
状
態
だ
が
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

-
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
場
合
は
そ
の
ま
ま
人

間
が
見
て
判
断
で
き
な
い
』

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

-
ブ
ロ

第三線郵便物詑PiJ

ジュークボックスによる

ベストヒット

4 

高

5 

i河研郷松中

6 

ス

/ 

グ
ラ
ム
の
著
作
権
を
否
定
す

る
意
味
に
も
と
れ
る
肱
北
京
が

紛
介
さ
れ
、
番
組
と
し
て
は

氾
号
の
緩
列
の
コ
ピ
ー
は
ど

う
m
附
設
さ
れ
る
か

l

!
と
い

う
間
組
提
起
で
終
っ
た
。

7 

中
に
絡
仙
刑
さ
れ
て
い
る
状
態

で
は
通
苅
の
人
が
そ
の
ま
ま

読
み
と
れ
な
い
こ
と
は
、
レ

コ
ー
ド
盤
や
録
音
テ
|
プ
か

ら
そ
の
ま
ま
聞
け
な
い
の
と

同
じ
こ
と
で
あ
リ
、
な
に
む

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

-
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
著
作
品
椛
保
議
と
い
う

従
来
か
ら
の
文
化
庁
の
考
え

を
変
更
し
た
わ
け
で
は
な
い

ー
ー
と
し
た、
?
え
で
、
次
の

よ
う
な
談
話
を
行
な
っ
た
。

1
1
1
1

コ
、/
M
」
ユ
i
'
O
/
i
，
.

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
権
は
保

議
さ
れ
る
と
の
広
場
で
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
判
例
が
な
い
。

T
V
ゲ
ー
ム
が
映
阿
の
着
付

物
か
ど
う
か
に
つ
い
て
.
当

庁
は
映
附
の
著
作
物
だ
と
胤制

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が

否
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

具
体
的
な
争
い
に
つ
い
て
は

裁
判
所
が
判
断
す
べ
き
も
の

C
B
S
ソ
ニ
ー

キ

ャ

ニ

オ

ン

コ
ロ
ム
ピ
ア

8 

ナ
オ
コ

奈
保
子

9 

A 
1:1 
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②
定
検
報
告
書
提
出
に
関

す
る
手
数
料
お
よ
び
指
導
料

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
関

東
と
関
西
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

が
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
今

回
よ
う
や
く
次
の
よ
う
に
統

一
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
検
査

関
係
団
体
に
支
払
う
定
検
手

数
料
の

一
件
ニ
千
五
百
円
に
、

J
A
P
E
A
の
指
導
料
と
し

て
会
員
は

一
件
千
五
百
円
、

非
会
員
は
二
千
五
百
肉
を
加

え
、
合
計
で
会
員
は
四
千
円
、

非
会
員
は
五
千
円
と
な
っ
た
。

こ
の
新
し
い
手
数
料
は
日
本

遊
闘
地
協
会
と
交
渉
し
了
解

が
得
ら
れ
次
第
、
災
泊
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

③
七
月
の
総
会
で
承
認
さ

れ
た
五
十
七
年
度
収
支
予
算

の
う
ち
、
関
西
支
部
の
予
算

築
が
求
佐
支
部
長
よ
り
提
出

さ
れ
た
が
、
そ
の
予
算
総
額

が
大
き
過
ぎ
る
た
め
再
検
討

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
関
西
支
部
の
交
付
金
に
つ

い
て
は
今
後
、
毎
月
領
収
設

を
付
け
て
精
算
す
る
こ
と
で
、

そ
の
経
連
内
容
を
明
硲
に
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

④
山
国
三
郎
会
長
に
よ
り
、

対
外
的
な
閣
か
ら
末
依
関
西

支
部
長
を
悶
協
会
の
専
務
理

事
に
し
て
は
ど
う
か
と
の
発

言
が
あ
っ
た
が
、
賛
否
両
論

が
出
て
ま
と
ま
ら
ず
、
こ
の

件
に
つ
い
て
は
祭
淡
を
避
け

(
3
め
ん
下
段
に
続
く
)

オ
ゲ

1
ム
増
作
権
保
織
を
進

め
て
い
る

J
A
M
M
A
に
対

し
、
激
励
を
受
け
て
い
る
。

な
お
関
西
支
部
に
関
速
す
る

審
議
事
項
が
多
く
あ
る
こ
と

か
ら
、
米
佐
喜

一
関
西
支
部

長
(
鮒
J
R
E
)
も
出
席
し

て
い
る
。
会
議
の
主
な
内
谷

は
次
の
と
お
り
。

①
七
月
の
総
会
お
よ
び
現

事
会
で
副
会
長
に
互
巡
さ
れ

た
岡
本
氏
が

「社
内
事
情
お

よ
び

一
身
上
の
都
合
」
に
よ

リ
辞
意
を
一表
明
し
た
た
め
(
当

日
は
代
理
人
が
出
席
)
、
そ

の
代
わ
り
と
し
て
互
選
に
よ

り
大
倉
氏
が
刷
会
長
に
選
ば

れ
承
認
さ
れ
た
。
な
お
大
倉

新
聞
会
長
の
任
期
は
、
他
の

役
員
の
任
期
{
二
年
)
満
了

時
ま
で
と
さ
れ
た
。

作?
権iz 
f呆喜

文
化
序
を
訪
れ

を
確
認

P
E
A
第
山
田
理
事
会
の
続
報

乗
物
部
会
を
検
討

『
ニ
ュ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
9

時
」
で
の
文
化
庁

・
官
邸
課

長
の
発
言
に
闘
し
、
T

V
ゲ

ー
ム
の
者
作
品
特
硲
立
を
進
め

て
い
る

J
A
M
M
A
と
し
て

は

「不
十
分
す
ぎ
、
誤
解
を

招
く
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
の

観
点
か
ら
、

十
月
二
十
二
日

に
中
村
会
長
が
文
化
・h
文
化

滞
著
作
権
謀
を
一訪
問
し
、

吉

田
課
長
ら
と
T
V
ゲ
l
ム
の

脊
作
権
に
闘
す
る
怒
淡
を
行

な
っ
た
。

こ
の
席
で
、
吉
田
課
長
は

}
般
総
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
記
号
の
田
和
山
内
や

R
O
M
の

ゲームマシン

全
日
本
道
関
ぬ
設
協
会
(
本

部
米
京
、
山
凶
三
郎
会
一長、

J
A
P
E
A
)
で
は
七
月
二

十
九
日
、
神
戸
市
の
神
戸
国

際
会
議
場
に
て
第
寸
田
畑
仕
事

会
を
闘
い
た
が

(本
紙

m
w

号
に
て

一
部
既
報
)
、
=
一ヵ

月
余
り
た
っ
て
よ
う
や
く
悶

理
事
会
の
議
事
録
が
会
員
に

送
ら
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
岡
本
自
国
明

刷
会
長
(
明
晶
特
殊
法
業
側
)

の
辞
意
に
よ
り
大
倉
治
理
事

(
大
倉
産
業
紛
)
が
新
制
会

長
に
就
任
し
た
ほ
か
、
五
十

七
年
度
事
業
計
副
を
進
め
る

う
え
で
の
問
題
点
な
ど
に
つ

い
て
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

第20回AMショー会場・ナムコの小間にて{左から翁へ〉ナムコ・アメリカ社ウッド副社長、ア

タリ社ポール副社長、ナムコ・中村社長、アタリ社カサール会長、ナムコアメリカ社・中島栓D:

側
ナ
ム
コ
(
本
社
東
京
、

中
村
雅
哉
社
長
)
で
は
こ
の

ほ
ど
、
同
包
丁
V
ゲ
|
ム
機

「ポ
i
ル
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」

に
関
し
て
米
国
ア
タ
リ
社
(本

社
カ
リ
。フ
庁
ル
ニ
ア
州
サ
ニ

ー
ベ
ー
ル
、
カ
サ
|
ル
会
長
)

に
、
同

「
ス
ー
パ
ー

・
パ
y

ク
マ
ン
」
に
関
し
米
同
ミ
ッ

ド
ウ
エ

|
社
(
本
社
イ
リ
ノ

イ
州
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
パ
|
夕
、

マ
ロ
フ
ス
キ
l
社
長
)
に
、

そ
れ
ぞ
れ
製
造
許
諸
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

問
機
種
の
許
諾
は
と
も
に

八
月
に
合
意
が
な
さ
れ
た
も

の
で
、
訴
諾
内
内
合
は
「
ポ
ー

ル
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
L

に
つ
い

て
は
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陵
お

よ
び
欧
州
全
域
の
市
場
に
関

し
独
占
的
、

「
ス
ー
パ
ー

-

パ
ッ
ク
マ
ン
」
は
南
北
ア
メ

リ
カ
大
陸
市
場
に
独
占
的
、

っ
て
い
る
。

欧
州
の
数
ヵ
図
の
市
場
に
関

し
非
独
占
的
販
売
桜
、
と
な

ドウェイ社 に

リ社に許諾

は

セ
ン
チ
ュ

日
本
で
は
コ
ナ
ミ
側
か
ら
十

|
ラ
イ
ン
社
(
本
社
ア
リ
ゾ

一
月
中
旬
に
発
売
さ
れ
る
予
ナ
州
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
市
、
ジ

定
。
問
機
は
空
中
戦
を
テ
l
ョ
l

・
ヨ
ー
ク
省
長
)
に
こ

?
と
し
た
も
の
で
、
全
部
で
の
ほ
ど
製
造
許
諾
し
た
こ
と

五
パ
タ
ー
ン
あ
る
。
第

一
パ
を
明
ら
か
に
し
た
。

タ
ー
ン
は

一
九

一
O
年
と
い
許
諾
内
容
は
米
臨
と
カ
ナ

う
設
定
で
後
楽
機
と
の
空
中
ダ
の
ニ
ヵ
図
の
市
場
に
関
し

戦
を
展
開
し
、
パ
タ
ー
ン
を
て
の
独
占
的
製
造
、
販
売
機

追
う
ご
と
に
年
代
が
進
み
、
と
な
っ
て
い
る
。
ベ
ン
チ
ャ

第
五
パ
タ
ー
ン
は
こ

O
O
一

|
ラ
イ
ン
径
は
シ
カ
ゴ
で
関

年
で

U
F
O
と
の
戦
い
に
な
悩
さ
れ
る

A
M
O
A
シ
ョ
ー

る
と
い
う
ゲ
|
ム
。

で
、
同
社
小
聞
か
ら
同
T

V

ゲ
ー
ム
機
を
出
品
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

な
お
シ
グ
マ
に
よ
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
ラ
イ
ン
社
へ
の
製
造

併
諾
は
、

「
ス
パ
イ
ダ
|
」

に
次
い
で
こ
れ
が
二
度
目
と

な
る
。

「ポール・ポジション」

リ
に
許
諾

「スーパー・パックマン」はミッ

圏

内

で

は

十

一
月

中

旬

発

売

の

予

定

第202号

コ
ナ
ミ
工
業
側

(本
社
大

阪、

上
月
島民
正
社
長
)
で
は

十
月
下
旬
、
同
社
T

V
ゲ
ー

ム
機
「
タ
イ
ム

・
パ
イ
ロ
ッ

ト
」
に
関
し
て
、
米
側
セ
ン

チ
ュ
リ
|
利

(本
社
フ
ロ
リ

ダ
州
ハ
イ
ア
レ
i
、
ア
l
ノ

ル
ド

・
カ
ミ
ン
コ
ウ
社
長
)

に
製
造
許
諾
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

許
諾
内
科
は
、
北
ア
メ
リ

カ
出
場
に
関
し
て
の
独
内
的

製
造
、
販
先
機
と
な
っ
て
い

。

'
A
V
 

な
お

「
タ
イ
ム

・
パ
イ
ロ

ッ
ト
」
は
シ
カ
ブ
の

A
M
O

A
シ
ョ
l

〈十

一
月
イ
八
日

か
ら
三
日
間
)
に
て
同
社
小

聞
か
ら
発
表
さ
れ
る
も
の
で

1982~手12 月 1 日

アタ

ナムコ

「ポ
ン
ポ
コ
」

シ
グ
マ
の

γ
Vゲ
l
ム

ベ
ン
チ
ャ
ー

U
に
許
諾

側
、
ン
グ
マ
(
本
社
東
京
、

真
鍋
勝
紀
社
長
)
で
は
同
社

T

V
ゲ

|
ム
機
「
ポ
ン
ポ
コ
」

に
関
し
て
、

米
国
ベ
ン
チ
ャ

@ 

e; 

• 

• • 

• 

• 

• 

N
A
O北
海
道
支
部
(
支

部
長
H
三
井
良
治
氏

・
三
井

遊
図
企
画
鮒
)
で
は
去
る
九

月
十
八
日
、
札
幌
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ォ
ー
タ
ニ
に
て
九
月

例
会
を
開
い
た
。

は
来
春
三
月
十
六
日
と
十
七
そ
の
後
出
展
料
を
二
月

五

日

こ

れ

は

N
A
O会
員
の
は

日
の
二
日
間
、
新
翁
の
超
高
ま
で
に
払
込
め
ば
よ
い
。
か
に
、

N
A
O
に
加
入
し
て

層
ビ
ル
街
に
さ
き
ほ
ど
完
成
展
示
会
の
開
催
時
間
は
三
い
な
い
道
内
の
オ
ペ
レ
ー
タ

し
た
『
新
宿

N
S
ピ
ル
」
地
月
十
六
日
は
午
前
十
時
か
ら
ー
ら
に
も
参
加
を
呼
び
か
け

下

一
階
の
展
示
ホ
l
ル
に
て
、
午
後
五
時
ま
で
、
十
七
日
は
る
と
と
も
に
、
道
警
察
本
部

「
楽
し
い
娯
楽

・
正
し
い
速
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
や
補
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
ゲ

営
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
で
で
、
出
展
物
の
搬
入
は
十

|
ム
場
関
係
の
担
当
者
を
招

て
開
催
さ
れ
る
。

開
催
要
領
五
日
午
後
三
時
頃
か
ら
、
搬
い
て
闘
か
れ
た
も
の
で
、
主

な
ど
は
ほ
ぼ
昨
年
と
問
機
で
出
は
十
七
日
展
示
会
終
了
後

と

し

て

N
A
O会
員
と
非
会
わ
れ
る
と
し
て
、
そ
の
取
締

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
午
後
四
時
十
五
分
か
ら
そ
れ
員
と
の
慾
貌
を
深
め
る
会
合
り
の
方
法
は
ゲ

1
ム
結
呆
に

総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
も
開
ぞ
れ
始
め
ら
れ
る
。
小
間
の
と
な
っ
た
。
出
席
し
た
業
者
応
じ
た
換
金
行
為
は
も
ち
ろ

期
中
に
閲
か
れ
る
。
基
礎
装
飾
は
主
催
者
側
の
統
は
同
支
部
会
員
七
社
、
非
会
ん
の
こ
と
、
機
械
に
紙
幣
を

一
地
工
と
し
、
会
場
の
照
明
員
九
社
、
メ
ー
カ
ー
五
社
(
セ
投
入
し
た
段
階
で
も
現
行
犯

前

回

同

様

「

と

ば

く

に

使

用

さ

れ

が
明
る
い
た
め
各
小
関
に
け
ガ
柱
、
タ
イ
ト
l
、
ナ
ム
コ
、
と
し
て
逮
捕
、
つ
ま
り
紙
幣

や

す

い

機

械

」

は

出

品

で

き

な

い

い

光
灯
の
取
付
け
は
し
な
い
。
任
天
堂
、

1
本
物
産
)
の
計
器
刷
機
付
の
機
械
は
す
べ
て

入
場
料
は

一
般
が
千
円
、

N

二

十

一

日

社

。

悼

拍
捕
問
機
械
と
み
な
す
と
述
べ

説
明
会
当
日
か
ら
一
月
二
十

A
O
会

員

立

会

費

一

口

こ

っ

た

。

ま

た

補

場

セ

ン

タ

ー
の

i
、

l

道
警
も
指
導
に

日
ま
で
の
附
に
所
定
の
申
込
き
二
名
無
料
品
展
社
は

一

沢

悶

氏
は
、
ゲ
|
ム
場
へ
の

沓
に
て

N
A
O事
務
局
に
曲
中

小
倒
に
つ
き
二
枚
の
通
行
証
例
会
で
は
道
管
採
本
部
防
小
中
学
生
の
入
場
は
好
ま
し

込
む
。
そ
し
て
一
月
二
十
四
が
発
行
さ
れ
る

ご

小
閑
増
犯
課
長
補
佐
の
木
下
氏
、
札
く
な
い
と
見
解
を
述
べ
る
と

日
に
第
二
回
実
行
委
員
会
を
す
ご
と
に

一
枚
追
加
)
。
ま

i
3
3
3
E
3
3
3
3
3
3
3
3
2
t
t
i
t
i
-
t
g
i
t
i

聞
き
、
出
展
炎
格
審
査
や
展
た
こ
れ
と
は
別
に

N
A
O
会
長
を
内
田
博
会
長
と
し
、
実
(
側
三
栄
商
会
)
、
伊
東
芳
(
鮒
友
、
栄
)
、

示
場
所
の
決
定
な
ど
が
行
な
貝
と
出
国
間
社
に
は
優
待
券
(
一

行
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
は
次
雄
氏
(
側
三
共
)
、
小
島
幸
〈
事
務
局
}。

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
枚
五
百
円
)
も
発
行
さ
れ
る
。
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

也
氏
(
昭
和
逃
鴎
鮒
)
、
山
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
の
最
終

爽
行
委
員
長

H
宮
原
久
常
本
隆
司
氏
(
中
央
娯
楽
鮒
)
、
的
な
打
合
わ
せ
は
、

二
月
八

務
理
事
、
実
行
委
員
H
辻
本
加
茂
飛
智
男
氏
(
嗣
聞
東
術
開
閉
自
に
聞
く
予
定
の
第
三
回
笑

愈
三
氏
(
ア
イ
レ
ム
鮒
)
、
楽
)
、
森
本
・
登
氏

(鮒
カ
ワ

行
委
員
会
で
行
な
わ
れ
る
。

真
鍋
勝
紀
氏
{
側
シ
グ
マ
)
、

ク
ス
)
、
駒
井
修
氏
(
側
シ
な
お
同
日
に
は

N
A
O
理
事

彬
村
宮
田
久
氏
(胸
水
野
尚
会
)
、
グ
マ
)
、
粕
信
幸
氏
(
側
新
会
も
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な

添
原
忠
氏
(
朝
日
エ
ン
ジ
ニ
日
本
企
画
)
、
加
隊
克
彦
氏

っ
て
い
る
。

ア
リ
ン
グ
側
)
吉
川
正
明
氏
(
鮒
ニ

チ
レ
)
、
林
符
逸
氏

税
青
少
年
補
滋
セ
ン
タ
ー
主

査
の
沢
問
氏
に
よ
る
務
淡
が

中
心
と
な
り
、
講
演
後
若
干

の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
道
警
の
木
下
氏
は

G
マ
シ
ン
問
題
に
触
れ
、
十

一
月
に
は
全
国
一
斉
に
強
力

な
G
7
シ
ン
取
締
り
が
行
な

と
も
に
、
い
き
な
り
ゲ
|
ム

場
に
入
っ
て
管
理
者
の
断
り

も
な
く
青
少
年
に
注
窓
を
与

え
る
よ
う
な
こ
と
は
、
今
後

差
し
控
え
た
い
と
諮
っ
た
。

こ
の
会
議
で
は

N
A
O
会

員
と
非
会
員
と
の
窓
見
交
換

な
ど
は
ほ
と
ん
ど

な

く

も

性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
日

ご
ろ
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
へ
の
感

謝
の
意
味
も
含
め
、
ま
た
社

会
へ
の
還
元
の
ひ
と
つ
と
し

て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
も
行
な
う

な
ど
を
趣
旨
に
、
向
社
、
支
催

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
と
北
海

道
テ
レ
ビ
放
送
の
後
援
、
N

を
発
表

要

N
A
O
 

シ
ョ

l

(
叩
月
7
日
)

凶
年
度
第

1
回
実
行
委

NAO北海道支部の9月例会(9月18日)のようす

何
一

日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

紘
一
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(N
A

劇
一
O
)
で
は
、
昨
年
に
絞
き
N

諸
一
A
O主
催
に
よ
る
第
二
固
め

第
一
展
示
会
「

1
9
8
3年
N
A

一
0
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

・
エ

一
キ
ス
ポ
」
の
開
催
要
領
を
、

一十
月
七
日
、
東
京

・
憶
が
関

一
ピ
ル
に
て
闘
か
れ
た
第
一
回

一笑
行
委
員
会
で
ま
と
め
、
こ

の
ほ
ど
明
ら
か
に
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
悶
シ
ョ
ー

N
A
O
北
海
道
支
部
が
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
後
援
で

ロ
月

4
Bに
T
V
機
大
会

つ
ば
ら
木
下
、
沢
聞
の
両
氏

と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の
町
筋
合

い
に
終
始
し
た
が
、

N
A
O

の
健
全
娯
楽
推
進
の
姿
勢
に

つ
い
て
は
、
非
会
員
ら
の
理

解
を
得
た
も
ょ
う
。

な
お
会
談
侠
了
後
、
夕
食

会
で
矢
作
仁
志
氏
(
紛

A
B

C
商
会
)
が
、
「
第
二
回
全

選
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
大
会
」
の

企
画
策
を
発
表
。
そ
れ
に
よ

る
と
T
V
ゲ
ー
ム
機
の
健
全

A
O
な
ど
の
協
力
の
形
で
関

か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
出

席
者
の
賛
同
を
得
た
。
開
催

日
は
十
二
月
四
日
、
会
場
は

札
制
慨
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
、
使

用
機
槌
は
ナ
ム
コ
「
デ
ィ
グ

ダ
グ
』
の
予
定
。
な
お
岡
大

会
は
昨
年
、
日
刊
ス
ポ
ー
ツ

主
催
、

A
B
C
商
会
後
援
で

第

-
聞
が
聞
か
れ
て
い
る
。
い
と
い
う
要
望
が
道
内
の
業
は
会
巡
の
業
者
を
集
め
た
親

こ
の
ほ
か
矢
作
氏
は
、
会
者
か
ら
同
氏
に
寄
せ
ら
れ
て
険
会
の
よ
う
な
も
の
を
作
り

道
の
業
者
を
結
集
し
て
ほ
し
い
る
こ
と
か
ら
、
ゆ
く
ゆ
く
た
い
と
誇
っ
て
い

る
。

5
2
2
2
2
E
a
-
-
a
4
3
3
3
3
3
5
6
3
3
1
1
f
d
1
4
2
3
3
v
S
3
E
G
A
d
t
i
t
F
E
t
i
d
-
4
1
4
d
 

務
局
の
電
話
番
号
を
表
記
し

(
2め
ん
下
段
か
ら
の
続
き
)
作
っ
た
ら
ど
う
か
と
の
提
案

て
い
る
。
大
き
さ
は

B
2判
。
話
合
い
に
よ
る
合
意
を
得
た
が
、
小
宮
正
美
恕
事
(
鮒
小

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
三
万
枚
印
う
え
で
次
の
機
会
に
検
討
す
笛
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
)
と

制
さ
れ
て
お
り
、
喫
茶
業
界
る
、
と
い
う
こ
と
で
保
穏
と
大
会
副
会
長
の
両
氏
か
ら
出

の
会
喫
速
や
飲
食
底
業
界
の
な
っ
た
。

さ
れ
、
こ
の
両
氏
と
加
古
時
繁

会
飲
速
な
ど
同
開
述
業
界
に
腐

⑤
同
協
会
に
は
現
谷
三
委

-
理
事
(
加
藤
鋲
金
工
業
)

け
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
協
力
員
会
(
シ
ョ
l
、
技
術
、
ォ
の
三
氏
に
よ
り
岡
部
会
発
足

を
依
脳
相
す
る
ほ
か
、

J
A
M

ペ
レ
l
タ
|
)
が
あ
る
が
、
を
図
る
べ
く
、
そ
の
具
体
案

A
、
N
A
O
両
協
会
会
員
を
こ
の
ほ
か
小
型
乗
物
機
関
係
が
繰
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

通
じ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
業
者
の
活
動
の
基
礎
と
な
る
こ
の
ほ
か
⑥
各
理
事
の
漫

鮎
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「小
型
(
乗
物
)
総
会
L

を
事
会
出
席
の
た
め
の
費
用
は

こ
の
ほ
か
同
会
合
で
は
G

l

i

l

l
l

i
-
-
-
|

従
来
通
り
自
己
負
担
と
な
り
、

マ
シ
ン
排
除
の
キ
ャ
ン
ベ

ー

と
な
ど
が
硲
認
さ
れ
て
い
る
。
②
刷
会
長
の
山
悶
俊
失
氏
(
東

ン
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
①
(
こ
れ
に
つ
い
て
、
問
問
委
洋
娯
楽
機
鮒
)
が
就
任
し
て

新
宿
な
ど
磁
り
場
の
ゲ
i
ム
員
長
は

J
A
M
M
A
に
対
し
い
る
刷
日
本
列
降
機
安
全
セ

相
場
に
同
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
十
一
月
二
日
付
で
「
G
マ

シ

ン

タ

ー
の
理
事
は
、
同
湖
一
事

も
ら
う
と
と
も
に
、
各
地
域
ン
撲
滅
運
動
に
伴
う
お
願
い
」

の
任
期
総
了
ま
で
前
会
長
に

の
ミ
ニ
コ
ミ
総
な
ど
に
こ
の

白と
し
て
文
沓
で
申
し
入
れ
を
そ
の
ま
ま
務
め
て
も
ら
う
こ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
採
り
上
げ
行
な
っ
た
)。

と
で
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
③

て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
る
。
ま
た
最
近
、
子
ど
も
周
ポ

同
協
会
に
届
出
の
代
表
者
が

②
も
し
G
マ

シ
ン
を
製
造
す

|
カ
l
ゲ
l
ム
機
が
シ
ン
グ
次
の
よ
う
に
変
更
と
な
り
、

る
メ
ー
カ
ー
が
J
A
M
M
A

ル
ロ
ケ
を
中
心
に
出
回
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
象
刊
附
さ
れ
た
。
日

会
員
の
中
に
い
た
ら
、
そ
の
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
本
娯
楽
機
側
H
遠
藤
栄
氏
(
代

メ
ー
カ
ー
に
対
し
退
会
勧
告
こ
れ
に
つ
い
て
は
問
委
員
会
表
取
締
役
副
社
長
)
、
三
絡

な
り
除
名
処
分
を
す
る
よ
う
で
対
策
を
考
え
る
こ
と
に
な
輸
送
機
紛
H
木
内

一
之
氏
{
取

J
A
M
M
A
に

申

入

れ

る

こ

っ

た

。

締

役

第

三
営
業
部
長
)。

ン
一

出
一般
対
象
は
国
内
外
の
ア

〆
一

ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
取

3
一
塁
帝
京
、
、
昨
年
同
様
「
賭

一可一
博
と
し
て
使
用
さ
れ
る
お
そ

ム
一

れ
の
あ
る
機
械
等
」
は
出
品

J
-
で
き
ず
、
そ
の
判
断
は
シ
ョ

一一l
委
員
会
に
よ
る
と
さ
れ
て

高
一

い
る
。
会
場
計
画
は
新
宿
N

J

」
S
ビ
ル
地
下
一
階
会
フ
ロ
ア

一
を
使
用
し
、
展
示
蘭
積
は
大

一
展
示
ホ
|
ル
子
八
百
九
平
方

-
H
川
、
中
展
示
ホ
l
ル
七
百
十

一
六
平
方

μ
の
計
二
千
五
百
二

一十
五
平
方

μ
(百
八
十
四
小

一間
)
。

小
展
示
ホ
|
ル

(百

一十
一
平
方
H

川
)
は
事
務
局
お

-
一よ
ぴ
休
憩
室
、
ロ

ビ
!
(
二

円一一
百
七
十
六
平
方
幻
)
は
イ
ン

o一
フ
方
メ
l
シ
ョ

ン
や
ド
リ
ン

抱
一
ク
コ
ー
ナ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
あ

宮一一
て
ら
れ
る
。
一
小
聞
は
ニ

・

日
一
七
幻
×
ニ

・
七
幻
で
、
一
社

けい一
最
大
十
四
小
閉
ま
で
を
限
度

引
一
と
し
て
申
込
み
を
受
付
け
る
。

汁
一
出
展
料
は
小
間
当
た
り
十
五

山
一
万
円
(
小
関
内
に
柱
が
あ
る

8
一場
合
は
相
応
の
割
引
き
が
あ

ゆ一

る
)
。
申
込
み
+刀
法
に
つ
い

一
て
は、

十
二
月
二
十
二
日
に

幻

一
同
ピ
ル
(
予
定
)
に
て
悶
シ

(

一
ヲ
|
説
明
会
が
行
な
わ
れ
、

太
国
良
三
氏

ロ
月

m日
N
A
O
シ
ョ

l
説
明
会

申
込
み
締
切
1
月
初
日
な
ど
解
説

N
A
O
総
会
は
十
六
日
午
祉
は
一

社
に
つ
き
一
名
が
招

後
二
時
半
か
ら
四
時
半
ま
で
、
体
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

慾
親
会
は
同
日
午
後
五
時
半
る
。
こ
れ
ら
の
収
支
予
算
は

か
ら
七
時
半
ま
で
、
そ
れ
ぞ
二
千
八
百
七
十
凶
万
問
と
し

れ
同
ピ
ル
に
て
聞
か
れ
る
。
て
、
同
笑
行
委
員
会
に
て
ゑ

な
お
態
相
刷
会
は

一
名
一
万
問
認
さ
れ
た
。

の
会
費
が
必
要
だ
が
、
出
展
推
進
体
制
は
シ
ョ
l
委
員

除
名
を
勧
告

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
野
球
の

審
判
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
女

性
が
「
現
金
ポ
ー
カ
ー
ゲ
ー

ム
」
機
を
足
で
跨
み
つ
ぶ
し

て

『
ア
ウ
ト
/
」
と
審
判
し

て
い
る
も
の
で
、
「
ゲ
l
ム

を
行
な
っ
て
現
金
を
受
け
と

る
こ
と
は
吋
官
閉
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
マ
シ
ン
な

ど
に
よ
る
不
正
遊
戯
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
」
「
キ
|

プ

・
ザ

・
ル
ー
ル
」
と
明
記

し

J
A
M
M
A
N
A
O

そ
し
て
問
委
員
会
の
名
を
入

れ
た
う
え
、

J
A
M
M
A
事

と
ば
く
機

メ
ー
カ
ー

一戸

一川

ら
……
附

J
A
M
M
A
、
N
A
O
両

=轟
AF

刈

協

会
に
よ
る
「
G
マ

シ
ン
対

特

策
特
別
合
同
委
員
会
」
(
委

側

員
長
H
問
問
和
生
氏

・
側
ユ

O

ニ
パ
l
サ
ル
)
で
は
、
さ
き

N

の
第
六
問
委
員
会
(
八
月
三

川

十

一
日
}
に
て
G
マ
シ
ン
撲

州

滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
用
ポ
ス
タ

川

ー
の
原
案
を
決
定
し
た
が
、

A

M
シ
ョ
ー

ま

で

に

ポ

ス

タ

ー

は

作

成

同
ポ
ス
タ
ー
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
第
初
回
A
M
シ
ョ

|
会

場
お
よ
び
各
出
展
社
小
聞
に

掲
示
さ
れ
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
展
開
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
十
月
十
五
日
、東
京
・

霞
が
関
ビ
ル
で
聞
か
れ
た
第

七
回
会
合
に
て
掛
川
々
検
討
が

行
な
わ
九
た
。

、
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-背景iまジャングルの中。左上に捕えられたドンキーコングが‘おりの中にいます。

画画

現
在
予
選
は
既
に
ニ
阿
(
第

一
回
七
月
十
八
円
、

第
二
回

九
月
十
九

n
)終
了
し
、
各

応
六
名
、
計
三
十
名
の
決
勝

進
出
品
引
が
決
定
し
て
お
り
、

卜

一
月
4
-
Ll

一
円
に
閃
か
れ

る
第
一
白
川
予
巡
に
で
後
り
卜

行
名
の
決
勝
進
出
告
が
巡
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

予
選
川
似
山
は
ピ
ン
ゴ
イ
ン

「
サ
プ
ナ
l
ド」
『
ミ
ラ
ノ
」

「
池
袋
」
「
渋
谷
」
『
品
川

町川崎
」
の
五
的
。
参
加
資
絡

は
十
八
議
以
k
の
m刀
女
で
、

参
加
貨
は
無
料
。
参
加
者
全

。
子
ど
も
用
G
機
。

て
い
る
。
こ
の
行
政
側
の
考
ど
も
用
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
は
構

え
な
り
努
力
は
そ
れ
な
り
に
わ
な
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま

評
価
で
き
る
。
そ
う
し
た
行
り
、

製
造
、
販
売
、
取
扱
い

政
指
潟
と
N
A
O
の
立
場
は
、
し
て
よ
ろ
し
い
ー
ー
と
い
う

真
向
う
か
ら
対
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

N
A
O
は
こ

よ
う
に
見
え
る
。

の

「

排
除
基
準
」
を
、
同
協

ま
ず
J
A
M
M
A
「賭
博

会
正
会
只
の

「
経
営
指
針
」

機
械
の
排
除
の
為
の
基
・
地
中
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
線
用
し
て

左下のスタート位置にジュニアが現われ、つるを伝わってよへ行き、

JI後にドンキーコングの手足の誌を外すキーを取ります。

乙のゲームのストーリ一弘、先行m
rドンキーコンクンの続編として

事信耳草されています。

員
に
参
加
賞
が
用
意
さ
れ
、

決
勝
大
会
で
の
入
賞
者
に
は

ビ
デ
オ
ヂ
ッ
キ
や
デ
ィ
ス
ク

コ
ン
ポ
、
マ
イ
コ
ン
な
ど
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

な
お
全
日
本
ビ
ン
ゴ
協
会

で
は
五
十
六
年
九
月
以
来
、

ピ
ン
プ
の
P
R
の
え
め
の
「
ビ

ン
ゴ

7
7ノ
」
を
毎
月
後
行

し
、
無
料
配
布
し
で
い
る
。

新
日
本
企
画

(S
N
K
)
グ
ル
ー
プ

本
社
ビ
ル
ヘ
移
転

米
国
ロ
ス
に
も
子
会
社
設
立

刷
新
日
本
企
部
問
{
本
社
大

阪
、
川
崎
英
士
同
社
長
)
で
は

か
ね
て
よ
り
建
設
を
進
め
て

• 

まさしくジ‘ユニアの仇討ちで‘す。
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き
た
「
新
英
実
業
ピ
ル
」
の

峻
工
に
伴
な
い
、
向
ピ
ル
へ

移
転
し
、
卜

一
月

8

日
よ
り

階
建
て
で
延
床
商
積
千
四
百

平
方
H
M

。
問
工
場
は
千
歳
空

港
に
臨
接
す
る
千
歳
臨
空
工

業
団
地
に
あ
る
た
め
、
近
い

将
来
、
自
民
輸
可
能
な
郡
白
酬
の

生
産
工
場
と
し
て
繁
備
し
て

い
く
計
画
で
あ
る
。
な
お
同

工
業
団
地
は
工
場
建
設
用
地

だ
が
、
同
社
工
場
が
民
間
で

初
め
て
の
も
の
。

佐
伯
工
場
も
遊
戯
機
械
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
主
目
的
と

し
て
強
験
さ
れ
た
も
の
で
、

+
月
八
日
に
綾
工
式
を
行
な

っ
た
が
、
設
備
な
ど
の
光
市
民

を
図
っ
た
う
、
え
で
米
総
・
引
に

業
務
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い

る
・
敷
地
部
臨
制
約
・
万
五
千

平
方
H

刷
、
山
崎
物
は
鉄
骨
ニ
附

怨
て
で
延
床
而
縦
約
・
一
千
五

百
平
方

μ.

な
お
同
社
は
こ
の
ニ
工
場

の
新
設
に
よ
り
、
従
来
の
茨

木
工
場
、
九
州
工
場
、
中
国

工
場
、
南
関
工
場
、
成
問
工

場
と
合
わ
せ
る
と
計
七
つ
の

工
場
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
新
工
場
の
所
在
地
な
ど

は
次
の
と
お
り
。

千
歳
工
場
H
千
歳
市
泉
沢

一
O
O七
番
三
十
三
、
千
歳

臨
空
工
業
団
地
、

8
0
一
二

三
ニ
|
八
|
ニ
ニ
八
八
。

佐
伯
工
場

H
広
島
県
佐
伯

部
佐
伯
町
浅
原
字
迫
ノ
谷
三

三
こ
の
で

8
0
八
二
九
七

|
二
|
二
ハ
三

0
.

アップライトヲイプ

側
シ
グ
マ
{
本
社
東
京
、

を
趣
旨
に
、
昨
年
か
ら
毎
年

真
鍋
勝
紀
社
長
)
運
営
の
ピ
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

ン
ゴ
ゲ
l
ム
場
チ
ェ
ー
ン
「
ピ
も
の
で
、
今
回
が
二
回
目
。

ン
ゴ
イ
ン
」
で
は
、
現
在
「第
綬
技
は
「
ビ
ン
ゴ
イ
ン
L

二
回
全
日
本
ピ
ン
ゴ
チ

T
ン
五
倍
に
て
指
定
の
ビ
ン
ゴ
機
明
畠
特
殊
産
業
側

(
本
社
既
に
百
機
緩
以
上
導
入
し
て

ピ
オ
ン
大
会
」
の
予
選
が
聞
に
よ
り
得
点
を
絞
う
予
選
を
大
阪
、
岡
本
昌
明
社
長
)
で
い
る
北
海
道
地
区
の
遊
戯
施

か
れ
て

い

る

。

三

回

行

な

い

、

毎

回

各

庖

で

は

、

大

型

遊
戯
機
械
の
メ
ン
設
に
関
す
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

こ
れ
は
同
社
が
設
立
し
た
上
位
三
名
、
会
庖
で
計
四
十
テ
ナ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
工
を
行
な
う
た
め
、

一
応
十
月

「
全
日
本
ピ
ン
ゴ
協
会
」
(
事
五
名
の
決
勝
大
会
出
場
者
を
場
を
、
北
海
道
千
歳
市
と
広
下
旬
に
操
業
開
始
し
た
が
、

務
局
同
社
内
、
同
会
長
}
主
選
ぶ
。
決
勝
大
会
は
十
二
月
島
県
佐
伯
郡
に
こ
の
ほ
ど
完
な
お
設
備
や
人
員
面
で
の
拡

催
に
よ
り
、
健
全
鋲
築
と
し
十
九
日
、
「
ピ
ン
ゴ
イ
ン
渋

成

さ

せ

た

。

光

を

図

り

、

本

格

的

な

操

業

で
の
ビ
ン
ゴ
を
ア
ピ
ー
ル
し
谷
」
に
で
開
催
さ
れ
、
入
賞
千
歳
工
坊
は
六
月
一
日
の
は
来
務
頃
に
な
る
見
込
み
.

「
ビ
ン
プ
イ
ン
」
の
イ
メ
i

h
引
に
は
荻
躍
中
賞
品
が
贈
ら
れ
起
工
式
以
来
池
殺
が
進
め
ら
工
場
動
部
地
面
積
は
約
七
千
九

ジ

ア

γ

プ

を

図

る

こ

と

な

ど

る

。

れ

て

き

た

も

の

で

、

同

社

が

百

平

方

μ
、
建
物
は
鉄
骨
ニ

一-一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一-一一一一一一一一-一一一一一-一一-一一一一一一-一一一一一一一一一
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N
A
O
は
全
陶
の
オ
ペ
レ
行
政
側
は
子
ど
も
に
射
幸
は
『
1
の

ω」
で
『
た
だ
し
い
る
.
し
か
も
N
A
Oは、

ー
タ
ー
の
何
分
の
一
か
の
声
性
の
あ
る
ゲ
|
ム
機
で
ゲ

l

z
J供
用
遊
戯
機
で
三
卜
円
以
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
場
に
関
す
る

を
代
開
放
し
て
、
子
ど
も
用
ギ
ム
を
さ
せ
な
い
よ
う
指
摘
時
し
下
の
総
聞
の
も
の
を
除
外
す
「
運
営
器
撤
」
の
前
文
で
‘

ヤ
ン
プ
ル
マ
シ
ン
に
つ
い
て
て
き
て
お
り
、
ま
た
射
品
宇
佐
る
」
と
あ
り
、
投
入
さ
れ
る
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
睡
眠
を
定
義
す

は
っ
き
り
し
た
見
解
を
示
す
が
あ
る
だ
け
で
な
く
賂
博
性
硬
貨
な
い
し
メ
ダ
ル
が
三
十
る
の
に
「

(
子
ど
も
周
の
単

べ
き
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
が
強
い
と
な
る
と
子
ど
も
か
円

(一

度
か
、

一
ゲ
|
ム
に
純
な
ゲ

l
ム
機
械
を
除
く
ご

つ
い
て
本
紙
は
、

N
A
O
が
ら
必
ら
ず
遠
ざ
け
る
べ
き
だ
か
、
一

回
賭
け
る
の
に
か
わ
と
響
い
て
い
る
・
要
は
‘
子

そ
う
し
な
い
限
り
繰
り
返
し
と
の
立
場
を
従
来
か
ら
と
っ
か
ら
な
い
)
以
下
な
ら
、
子
ど
も
周
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
綾
な

主

張

す

る

こ

と

に

な

る

の

で

、

ら

「

運

営

基

準

」
の
対
象
外

こ
の
点
は
読
者
の
ご

T
解

を

と

い

う

わ

け

だ

。

「

単

純

な

」

得
て
お
き
た
い
と
思
う

。

は

、
丁
か
半
か
に
路
け
る
と

普
通
に
解
釈
す
れ
ば
、
現

い
う
ゲ

l
ム
内
容
の
単
純
き

在
N
A
O
が

と

っ

て

い

る

立

も

意

味

し

て

い

る

と

は

言

一
い

場
は
、
大
入
用
の

ギ

ャ

ン

プ

た

く

も

な

い

が

、
そ
う
と
も

ル
機
は

(
N
A
O
の

「

遂

営

と

れ

る

。

禁
治
」
と

J
A
M
M
A
の

「

排

い

ず

れ

に

せ

よ

子

ど

も

用

除
基
準
L

に

適

合

し

な

い

限

ギ

ャ

ン

ブ

ル

機

に

つ

い
て
、

り
)
よ
く
な
い
が
、
子
ど
も

N
A
O
は
説
明
す
べ
き
だ
ろ

周

ギ

ャ

ン

ブ

ル

機

な

ら

よ

ろ

う

。
P
T
A
問
題
は
そ
の
後

し

い

ー

そ

の

よ

う

で

あ

る

・

さ

れ

る

こ

と

な

の

だ

・

明
畠
が
メ
ン
テ
用
に

2
工
場

北
海

広

テーブルヲイブ

03 (254) 1647 

06 (245) 4155 

TEL 

TEL 
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販
売
部
告
二
五
六

i
O三
七

て

外
国
都
合
二
五
六

l
o

三
七
八
、
経
理
部
合
二
五
六

ー
O
三

七

九

。

揃

サ

ン

シ

ョ

l
レ
ジ
ャ
ー

商
品
セ
ン
ヂ

i
H千
楽
悶
m
H札
幌
市
南
区
澄
川
四
条
一

船
橋
市
二
子
阿
五
八
二
、
告

の
六
十
の
十
二
、
滋
川
ピ
ル
、

O
凶
七
一
二

l
三
六
|
六

一

-
g
(
O
一
二
八
二
三
|
五

0
。

五
品

O
、
黒
田
元
三
社
長
。

ー
ー

i
l
i
l
i-
-ー

ωオ
ル
カ
H
東
京
都
新
宿
泊

‘
，
‘
h
F

・
4

、

，

.
l
r
v
ミ
ル

区
凶
新
桁
ニ
の
凶
の

一
、
新

し
l
-
」
入
二
、

ヘ
ア
イ
J

王
定
μ商
J

E
T
-
E
R
r
-
A
一

一

E
員

立

志

ん

街

S
ピ
ル
、

宮
三
四
五
I

L
L
-割
引
l
r
r
L
F

f

レ
ム
』
ロ
ロ
昨
晦

ι

4

、、
3

-ノ

E
z
a
，
、

，4
l
m
E刈

一
九
O
一
、
岡
本
栄
社
長
@

J
A
M
M
A
第

8
回
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
で

剛
朝
日
交
官
問
H
神
戸
市
長

m
K北
町
二
の
一
の
三
、
北

J
A
M
M
A
第
八
回
ゴ
ル
地
中
優
勝
H
必
健
次
郎
氏
(
側

池
ピ
ル
、

合

(
O七
八
)
五

フ
コ
ン
ペ
が
十
月
ト
五
目
、
エ
ス
コ
貿
易
)
、
三
位
H
松

七

七

l
八
五
三
五
、
七
九
二

滋
賀
県
の
ジ
ャ
パ
ン
エ

l
ス
川
浩
之
氏

(
臼
邦
産
業
側
)
、
五
、
長
尾
絞

一
社
長
。

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
閃
か
れ
、
ベ
ス
グ
ロ
賞
H
里
見
治
氏
{
サ
脚
サ
ン

・
ピ
イ

・
プ
イ
H

辻
本
選
三
氏
(
ア
イ
レ
ム
側
)
ミ
|
工
業
側
)
、
ド
ラ
コ
ン
兵
廊
県
西
宮
市
津
門
大
筒
町

が

優

勝

し

た

。

賞

H
段
為
森
氏
(
凶
棚
ア
ポ
ロ
)
四
の
三
、

宮

(
O七
九
八
)

今
回
は
悶
コ
ン
ペ
で
は
初
土
口
昆
健
蔵
氏
(
繍
ト
|
ケ
ン
)
、

三
六
|
ニ
O
ニ
O
、
細
谷
笠

め
て
関
西
で
関
か
れ
た
た
め
、
ニ
ア
ピ
ン
賞
H
段
為
森
氏
、
社
長
。

関
西
の
メ
ン
バ
ー
が
多
数
参
藤
原
忠
氏
(
朝
日
エ
ン
ジ
ュ

l
i
l
l
1
1
1
1
1
1
1

加
し
大
い
に
気
を
吐
い
た
。
ア
リ
ン
グ
紛
)
、
佐
原
茂
雄

(

法

人

に

改

組

}

参
加
人
員
は
中
村
会
長
以
下
氏
(
伺
)
、
椎
名
問
弘
氏
(
束

記
努
二
十
五
名
で
、
絶
好
の
洋
娯
楽
機
山
側
)。

側
オ
l
ル
レ
ジ
ャ
ー
(
旧
・

ゴ
ル
フ
日
初
の
中
、
午
前
九
な
お
次
回
の
第
九
回
ゴ
ル
オ
l
ル
レ
ジ
ャ
ー
札
幌
)
目

時
四
十
二
分
己
ア
ウ
ト
コ

1

7
コ
ン
ペ
は
卜
二
月
二
十
三
札
幌
市
南
区
澄
川
開
条

一
の

ス
の
ス
タ
ト
を
切
っ
た
・
日
、
横
浜
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
六
十
の
十
二
、
澄
川
ピ
ル
、

辻
本
氏
が
優
勝
し
た
ほ
か
部
に
て
聞
か
れ
る
予
定
と
な

含

(
O
一
二
八
二
三

l
O

入
賞
者
は
次
の
と
お
リ
.

っ

て

い

る

。

三

三

一

O
、
以
悶
元
で
一
社
長
。

業
務
を
開
始
し
た
。
ま
た
米

-
二
。
脚
S
N
K
コ
i
ポ
レ

同
に
子
会
社
を
設
立
し
、
同

l
シ
ヨ
ン

H
S
三
九
六
l
七

時
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
こ
と

二
七
一
。

も
明
ら

か

に

し

た

。

ま

え

同

社

で

は

米

国

ロ

サ

新
H
本
企
闘
に
は
同
系
列
ン
ゼ
ル
ス
に
子
会
社
「
S
N

の
会
社
と
し
て
、
一
年
前
に

K
エ
レ
タ
ト
ロ
ニ
ク
ス

U
S

川
州
立
し
た
ゲ
l
ム
ソ

フ
ト
附

A
社
」
(
川
崎
常
究
者
会
長
、

発
の
た
め
の
仰
S
N
K
コ
l

保
水
字
仁
社
長
)
を
こ
の
ほ

ポ
レ
l
シ
ヨ
ン
(
同
社
長
)
、
ど
設
立
、
十

一
月

一
一H
よ
り

新
炎
兆
於
ピ
ル
の
所
訂
省
で
業
務
を
開
始
し
た
。
新
日
本

あ
る
新
英
実
業
側

(
川
崎
反
金
銅
で
は
約
一
似
行
営
業
部
及

川
社
長
)
が
あ
る
。

A
r阿
波
が
常
務
に
円
昨
絡
し
て
お
り
、

主
し
た
新
茶
実
業
ピ
ル
に
は

S
N
K
コ
ー
ポ
レ
l
シ
ヨ
ン

こ
れ
ら
新
日
本
企
伺
グ
ル
!
の
中
島
問
問
常
務
、
米
国
子
会

プ
が
人
っ
た
こ
と
に
な
る
。
社
の
保
木
孝
仁
社
長
と
も
そ

同
ピ
ル
は
新
大
阪
駅
に
近
く
れ
ぞ
れ
の
業
務
分
野
を
担
当

新
御
堂
筋
沿
い
に
あ
り
、
地
し
て
い
る
。
な
お
米
因
子
会

下
-
階
、
地
上
五
階
の
建
物
。
社
の
所
在
地
な
ど
は
次
の
と

所
夜
地
な
ど
は
次
の
と
お
り
。
お
り
。

ω
Z
穴

何
一0
2
5
・

大
阪
市
淀
川
区
東
三
国
六

=一
口帥

0
0
♀
・・

ω
C品

ω・

丁
目
一
の
四
十
五
。
刷
新
日

一〈
2
7
E
p
m
F
:

↓2
2
3
・

本
企
画

H
S
三

九

六

|

一

占

ハ

の
〉

由
c
g
m
c・m・-〉
・

販
宮:1:'

ヲ己

本
部 。

雲カず-
f柔タ
ど 4・-統

テ
ー
カ
ン
、

側
テ
|
カ
ン
(
本
社
東
京
、
り
。

柿
原
孝
社
長
)
で
は
十

・
月

版

光

本

部

H
東
京
郎
千
代

八
日
付
で
、
版
先
制
凶
な
ど
三
田
区
神
関
東
絞
下
町
四
一

、

倒
川
を
新
た
に
統
合
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
を
点
以

・
神

川

μ
移
似
し
た
。
ま
た
そ
れ

に
作
い
世
間
円
削
セ
ン
タ
ー
を
千

叫
冊
以
船
級
市
に
開
放
し
た。

こ
れ
は
同
社
業
務
の
拡
張

に
伴
な
う
も
の
で
、
ま
ず
販

売
部
、
外
国
郎
、
経
州
都
を

版
光
本
部
に
統
合
、
こ
れ
を

移
伝
し
た
。
ま
た
従
来
販
売

部
で
行
な

っ
て
い
た
商
品
の

出
入
荷
業
務
に
つ

い
て
は
、

総
統
市
の
悶
社
工
局
内
に
新

設
し
た
尚
品
セ
ン
タ
ー
に
で

集
中
管
還
が
行
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
な
お
本
社
で

は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
担

当
の
営
業
部
、
商
品
の
開
発

郎
円
で
あ
る
企
画
開
発
部
の

一
一
部
門
が
、
従
来
ど
お
り
業

務
を
続
け
て
い
る
.
飯
完
本

郷
な
ら
び
に
商
品
セ
ン
ヲ
ー

の
所
花
地
な
ど
は
次
の
と
お

• • 

径の占い.もピックυf
・a匝にさ生年月日耳~*ンと
押すだけ。

通'障のゲーム鎗にt:tべ
安定した高いインカムが
得られます。

大
レ
協

理
事
長

的
場
氏
辞
任

急
拠
、

峯
氏
が
引
継
ぎ
を
検
討

大
阪
レ
ジ
ャ

ー
機
株
刷
で
同
氏
が
十
月
八
日
に
由
民
知
と

は
さ
き
ほ
ど
的
場
昭

一
氏
(刷附

し
て
辞
窓
を
袋
明
し
た
た
め

ベ
ン
ド
ジ
ャ
パ
ン
)
が
m
w
m
次
の
卿
州
市
P
廷
が
決
ま
る
ま
で

伎
に
就
任
し
た
ば
か
り
だ
が
、
前
理
併
授
の
議
久
氏
(
議
興

業
制
)
が
お
面
倒
事
長
と
し

て
峨
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た

(
追
っ
て
詳
報
)
。

加
賀
電
子
山
側

・
北
陸
営
業

所
H
金
沢
市
束
力
町
二
の
一

八

O
、
告

(
O七
六
二
}
九

一
|
七
五
一
て
縁
木
外
茂

久
所
長
。

東京(03)438-0698 天-1¥&(06)943 2512 
名古屋((62)鈍3曲"禍鱒t092)n2・，...，鼠祉(0・)'.0.3321

体式会 It

'_-告r-_"
TOKEN 

緩衝とf冨殺をZ寄るメダルメーカー

営
業
所
開
殺

事
務
所
移
転

、

• • 

、~~eぷ
ユノユ

• • 

結設会社
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宇
宙
船
内

を
イ
メ
ー
ジ

し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ
i
ム

場
「
ゲ
|
ム

ス
ペ
ー
ス

・

ミ
ラ
イ
ヤ
」

が
、
八
月
二

十
九
日
、
東

京
・
相
聞
闘
で

オ
ー
プ

ン
し

お
越
を
呼
ん

で
い
る
。

こ
の
ミ
ラ

イ
ヤ
は
側
ナ

ム
コ
(
本
社

東
京
、
中
村

雑
緩
社
長
)

の
巡
営
に
よ

る
ゲ
l
ム

山

崎

で、

国
鉄
、

東
急
目
減
綴
・

池
上
仙
輔
の
掛
川

問
駅
前
、
丸

井
百
貨
脂
が

キ
l
テ
ナ
ン

ト
で
入
っ
て

い
る
第
一
一
般

鰯
ピ
ル
の
地

下
に
あ
る
。

現
在
と
未
来
と
を
結
び
つ

け
る
の
が
ミ
ラ
イ
ヤ
と
い
う

設
定
で
、
応
内
全
体
が
宇
宙

船
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
を
忠
わ

せ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
な

っ
て
お
り
、
S
F的
な
ム

ー

ド
が
あ
ふ
れ
た
未
来
派
感
覚

の
ゲ
i
ム
場
、だ
。
同
社
で
は

「プ
レ
イ
ヤ
ー
が
応
内
に
入

っ
た
途
端
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
を
起
こ
す
よ
う
な
効
泉
を

狽
っ
た
」
と
し
て
お
り
、
般

か
に
従
来
の
ゲ
l
ム
場
と
は

途
っ
た
印
象
を
来
場
者
に
与

え
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
う
い

う
全
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
各
所
に
い

ろ
い
ろ
な
工
失
が
加
え
ら
れ

て
お
り
、
フ
ロ
ア
中
央
部
に

設
費
さ
れ
た
『
モ
ニ
タ
ー
タ

ワ
l
」
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
や
特

製
ボ
デ
ィ
ソ
ニ
ッ
ク
を
奴
用

一フ色司、、

可ー• 
SF感覚のユニークなゲーム場

• 

痘
効
架
は
大
き
い
。
同
社
で

は
こ
れ
を
「
マ
ザ
|
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
」
と
呼
ん
で
お
り
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
操

作
し
て
い
る
が
、
街
頭
の
ロ

ボ
ッ
ト
の
モ
ニ
タ
ー
も
問
機

に
銀
作
し
て
い
る
。

へ
y
ド
ホ
ン
を
採
用
し
て

い
る
の
は
テ
ー
ブ
ル
型
T
V

ゲ
l
ム
機
五
台
で
、
ボ
リ
ュ

ー
ム
も
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
内
自

に
絢
鐙
で
き
る
。
こ
れ
は
テ

ス
ト
的
に
没
鈍
し
た
も
の
だ

そ
う
だ
が
、
他
の
背
に
気
を

と
ら
れ
ず
プ
レ
イ
に
集
中
で

き
る
た
め
、
好
評
を
得
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
ボ
デ
ィ
ソ

ニ
ッ
ク
採
用
の

T
V
ゲ
i
ム

機
が
ニ
ム
口
(
現
夜

「ポ
l
ル

ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
と
「
ギ
ャ

ラ

ガ
」
に
セ
ッ
ト
)
あ
る
。
こ

れ
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
一
放
の
碕

サ
イ
ド
に
ス
ピ
ー
カ
ー
が
あ

り
、
背
中
の
加
分
で
低

1

品H
を

振
動
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
も

蒲田駅前で側ナムコが運営

，、:

し
た

T
V
ゲ
l
ム
機
、
テ
ー

ブ
ル
刑
d
T
V
ゲ
ー
ム
機
の
側

而
に
備
え
ら
れ
た
つ
い
立
て

な
ど
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が

様
り
込
ま
れ
て
い
る
。

同
社
で
は
ミ
ラ
イ
ヤ
の
オ

ー
プ
ン
に
先
立
っ
て
、
新
聞

に
折
込
み
広
血
H

を
出
し
た
り
、

各
所
に
同
胞
の

P
R
ポ
ス
タ

ー
を

m
-析し
、
街
頭
に
で
ペ

ナ
ン
ト
や
7

7
チ
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
の
販
促
用
品
を
配

布
す
る
な
ど
、
強
力
な
宣
伝

活
動
を
展
開
、
そ
し
て
オ
ー

プ
ン
当
初
は
米
応
者
に
抽
選

で
ゲ
i
ム
ウ
ォ
ッ
チ
ル
乞
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
同
府
へ
し
続
け
て
お
り
、
佐
官
阪
市
の
中

の
カ
の
入
れ
よ
う
を
示
し
た
。

心
は
同
底
の
す
ぐ
近
く
に
あ

そ
の
効
を
奏
し
て
か
、
闘
病
る
日
本
電
子
工
学
院
の
写
生

以
来
若
者
た
ち
で
活
況
を
塁
た
ち
だ
と
い
う
。

高
額
に
設
置
の
T
V
モエ
9
1
付
き
ロ
ボ
ッ
ト
が
若
者
の
気
奇
引
き
、

S

F
約
デ
ザ
イ
ン
の
照
明
ボ
ッ
ク
ス
が
地
下
の
ゲ
l
ム
場
ま
で
穆
導
す
る

独
自
の

ボ
デ
ィ
ソ
ニ ッ

ド
ホ
ン
や

ツ
ク
導
入

~ 

さ
で
問
庖
は
地
下
で
の
述
し
、
凶
頭
前
を
巡
る
人
々
の

山
富
で
人
口
も
狭
い
こ
と
か
ら
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。
そ
し

骨
骨
を
地
下
に
誘
引
す
る
た
め
で
地
下
へ
は
エ
ス
カ
レ
l
タ

の
工
失
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ー
か
階
段
を
利
用
す
る
が
、

入
口
の
底
頭
部
分
の
壁
面
に
、
そ
の
通
路
の
墜
に
は
応
一
知
の

宇
宙
船
の
操
縦
席
に
あ
る
計
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た
赤
い
照

怒
奴
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
大

明
ボ
ッ
ク
ス
が
地
下
ま
で
走

き
な
パ
、
不
ル
が
あ
り
、
こ

れ

り

、
容
に
あ
る
稀
の
期
待
感

で
悶
ゲ
l
ム
場
の
イ
メ
ー
ジ

を

持
た
せ
て
府
内
に
一
必
導
す

を
ま
、
ず
ア
ピ
ー
ル
。
さ

ら

に

る
。

T
V
モ
ニ
タ
ー
付
き
の
ス
テ

応
内
は

S
F
的
な
ム

ー
ド

ン
レ
ス
製
ロ
ボ
ッ
ト
を
設
慌
を
山山
す
た
め
す
べ
て
問
機
照

フ
ロ
ア
中
央
部
に
設
け
ら
れ
た
伺
庖
の
シ
ン
ボ
ル

『モ
ニタ
ー
タ
ワ
l
』

で
は
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
や
V
T
R
に
よ
る
映
画
な
ど
を
披
検

• • 
の
で
、
ゲ
i
ム
展
開
に
合
わ

せ
て
迫
力
が
傍
憎
す
る
。

こ
の
ほ
か
テ
ー
ブ
ル
型
T

V
ゲ
l
ム
機
が
四
角
い
フ
ロ

ア
の
中
で
斜
め
に
レ
イ
ア
ウ

ト
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
同
社
は
「
不
経
済
だ
が
、

商
白
さ
を
姐
っ
て
み
た
」
と

し
て
い
る
。
テ
ー
ブ
ル
州
弁
は

二
、
一
六
台
ず
つ
が

一
ブ
ロ
ッ

ク
を
椛
成
し
、
そ
の
両
端
に

は
プ

γ
ク
エ
ン
ド
タ
イ
プ
の

つ
い
立
で
が
あ
り
、
出
慨
械
と

つ
い
立
て
と
が
苛
い
に
同
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
テ
ー

ブ
ル
裂
を
並
べ
る
こ
と
に
よ

る
月
並
み
な
イ
メ
ー
ジ
を

F

新
。
ま
た
電
、
源
コ
i
ド
が
外

部
か
ら
-
一
切
見
え
な
い
こ
と

も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
、
こ
れ

は
埋
込
み
式
コ
ン
セ
ン
ト
を

同
病
の
設
局
段
階
で
採
期
し

た
こ
と
と
、
ゲ
ー
ム
機
伺
+
し

の
接
続
を
上
手
に
し
て
あ
る

こ
と
に
よ
る
。

同
ゲ

l
ム
場
皮
切
り
に

新
感
覚
の

目世!I司

府
内
フ
ロ
ア
而
績
は
約
百

六

O
平
方
灯
、
設
置
機
械
は

テ
ー
ブ
ル
州
品
T
V
ゲ

|
ム
機

-
一十
八
台
を
中
心
に
、
ラ
パ

タ
イ
プ
T
V
ゲ
l
ム
機
七
台

(す
べ
て
麻
盆
ゲ
l
ム
)
、

ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
刑
常
i
V
ゲ
ー

ム
機
三
台
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト

担
T
V
ゲ
l
ム
機
一二円
、
そ

ボディーソ=ック採用のTVゲーム織。座席よ舗

の両側にスピーカー、背中部分は音に応じて撮動

. 

ロ

ケ
展
開
'̂-.. 

の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
二
台
、

計
四
十
一
一
台
で
す
べ
て
最
新

明
が
な
さ
れ
、
そ
の
た
め
T

V
ゲ
l
ム
機
へ
の
直
接
反
射

が
な
く
、
プ
レ
イ
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
が
、
全
体
の
川
崎
…

皮
は
市
〈
庖
内
が
明
る
い
渉

開
気
に
保
た
れ
て
い
る
。
階
寝

商
に
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
内
装

材
に
仙
は
わ
れ
る
カ
イ
ダ
y
ク

と
い
う
合
成
樹
脂
、
お
よ
び

ス
テ
ン
レ
ス
の
綴
が
相
官
り
め

ぐ
ら
さ
れ
、

-投
側
に
設
尽
の

け
い
光
灯
の
附
明
か
り
が
そ
の

板
の
す
き
間
か
ら
も
れ
、
宇

宙
船
内
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く

し
て
い
る
。
天
井
は
地
下
へ

お
り
る
通
路
に
あ
る
の
と
同

じ
照
明
ボ
ッ
ク
ス
が
走
り
、

床
は
で
こ
ぼ
こ
の
あ
る

P
タ

イ
ル
を
敷
き
、
令
体
を
白
と

灰
色
で
統
一
。

時
内
に
入
っ
て
ま
ず
自
に

つ
く
の
は
、
フ
ロ
ア
中
央
部

の仲仕
上
部
に
設
置
さ
れ
た
モ

ニ
タ
ー
タ
ワ

l
。
こ
れ
は
お

勺

T
V
モ
ニ
タ
ー
が
四
つ
、

開
方
向
に
向
け
て
取
り
付
け

ら
れ
、
ニ
つ
の
モ
ニ

タ
ー
が

一
対
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ

ス
ク
と
V

T
R
に
よ
り
、
映
画
や
ロ
Y

7
バ
ン
ド
漏
出
荷
、
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト
な
ど
を
映
し
て
い
る
ほ

か
、
一
般
テ
レ
ビ
放
送
も
流

せ
る
。
同
社
で
は
『
映
す
内

容
に
よ
っ
て
底
内
の
ぷ
閥
気

、
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
」
と
一
一
吉
田

う
ほ
ど
、
こ
の
タ
ワ
i
の
殺

• 

• 

機
師
慨
を
導
入
し
て
い
る
。

岡
山
岨
で
は
プ
レ
イ
し
な
く

て
も
待
合
わ
せ
や
休
憩
の
場

所
と
し
て
も
フ
ロ
ア
を
提
供

し
て
お
り
、
テ
ー
ブ
ル
と
イ

ス
を
備
え
た
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
。
同
コ
ー
ナ
ー
で
は
お
し

ぼ
り
や

7
y
チ
、
テ
ィ

γ
シ

ユ
な
ど
門
由
に
使
用
で
き
、

モ
ニ
タ
ー
を
円
ん
な
、
が
ら
く
つ

--河
TVゲーム織に緩続されたへッドホンをつけてプレイに熱中する若者たち。音量は

自由に鋼節可能。プレイするゲーム奮だけが間二えるので集中で串、得点もアップ

ろ
げ
る
。
ま
た
プ
レ
イ
ヤ
ー

に
は
時
間
帯
を
設
定
し
て
ド

リ
ン
ク
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
し

て
い
る
。

な
お
同
社
で
は
こ
の
タ
イ

プ
の
ゲ
l
ム
場
を
今
後
展
開

し
て
い
く
も
よ
う
で
、
新
宿

の
ロ
ケ
「
ニ
ュ

ー
ス
タ
l
」

も
近
々

S
F感
覚
に
火
山
村
え

を
す
べ
く
検
討
中
と
い
う
。

-・瞬竃V

入
口
(
写
真
中
央
部
}
か
ら
癌
内
に
入
っ
た
部
骨

の
よ
う
す
。
写
真
左
緒
に

『そ
Z
9
1
9
ワ
i
』

テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
l
ム
機
の
レ
イ
ア
ウ
ト
お
よ

び
つ
い
立
て
、
壁
画
畿
曲
師
年
ど
は
独
特
の
も
の
だ

オトの繁栄
• 

-・・・・・人に代って働<機械・.. . 唾診CDINilutoTIMER

空とぶ風船販売機

お底のイメージ

チェンジに/

670wx745DX 

1675 H (，，) 

イプ福山
コミカルな水鉄砲を/

760wx650DX 

1800 H (，，) 

• 

，静

.綿菓子会自動販売機

衛生的で安全性も抜書宇

760WX650 DX 1800H(") 

倒防

‘0岨."

• • 
コインオートタイマー・コインパルスマシン

-コインマオートタイマー I箆

100円- 1牧、 2枝、 3線用

50円一1級、 2絞周

10円一 1l院、 2牧、 S被用

時間一 1骨-2時間

.;S!・ノ? ス TST-S型.

W型 TST型.T K型

・コイン，勺レスマシン TP-70豊臣
100円一I牧、 2綾、3紋用

50同一1i宜、 2被用

10円-1枚、 2敬、 3般用

パネル式コインパルスマシン
FP-AS型 (100円用)

摸音発声装置マイナ TG型

-ボイス;t{."クスvS -211、従来凶難どっ

たエレクトロニクスによる?干戸発1'.を谷島

に尖現した.磁気テープ、メカユズム等を

-I:/JI司いない.(古級住め高いローコストの

'i1l子式背戸発生総です.

・当社では燃単11声I!けでな〈、ユーザーの

，必要とする汗声をI!BU.¥;に作りmす体制を鍛

えておけます.

マイクロコンビューター

音声発声器 (VS・2)

特長

(1)小存皆同メモリーで!~時JlIJ町'ì'rJN発叫が“I能な、パーコール

方式保則。

(2)\'ilTJ分併機を用いて、短時t:ll ・ 低価怖で音1~rノ壬 'J ーを作成.
(3)8純類的資問をスイ γチで通訳出来ます.

(4)0.7W(I，H:)のスピーヵ-tH力指子付.

(5);1'ーディオ出力指 (.(OdS)から外部アンプに接続可能。

電子メロディ -6M型 (6幽入り)

調ド 栓〒041品館市西結摂町589書地124
..軍営曜箭:干1ω 東京都新宿区新宿4.2.23

アーバン新宿ピルB館宮03(353) 7845 
京都営県所 〒611京都府宇治市大久保町井ノ尻54ft0774( 41) 7157 

官0138(刊)1155 

ョミ舎社半田機械• • 抹式会批東廷自重力電機惑をすさ所
干531大阪市大淀区大淀cp3・5-15 ft(06)458-5237 

係自院背 ((司)

オー トパイ 昔、 スポーツカー育、 SLIr、アメリカンバ

トロール官、パトサイレ ン脊、救急車音.機関銃育、U
F.Q、カ司ヲ品 目}ー皆、ウミキリ昔、電車昔、字凶i育、

t高司書昔、メ ロディ 一、ヘリヨブ7-ffo
被その他国路範闘において研究制作します.

ノモ 'J-1 Cに記憶した 6~IIの盈諮メロデ4 ーを選前ス
イッチにより任Eに演奏することができます.
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p 

、つ
だ
。「ゲ

ー
ム
イ
ン

・
キ
ャ
ッ

ス
ル
」
は
今
年
二
月
、
巡
営

が
そ
れ
ま
で
の
鮒
シ
グ
7

か

ら
鮒
テ
ッ
ク
に
な
っ
た
。
同

応
は
約
六
十
坪
の
フ
ロ
ア
に

テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
l
ム
機

五
J
I

一
台
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

型
T

V
ゲ
|
ム
機
、
フ
リ
y

パ

l
、
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド

機
そ
れ
ぞ
れ
凶
台
、
計
六
十

数
台
を
訟
訟
。
山
内
応
H
K
は

「
飾
ら
ず
に
明
る
く
と
い
う

の
が
盾
づ
く
り
の
方
針
で
.

1982年12月1日

|データ '，Ij!'fO;'

NW
に
銀
出
校
八
丁
と
呼
ば
れ

て
い
る
東
京

・
銀
座
は
、
度

以
十
七
年
に
徳
川
円
相
府
が
銀

貨
幣
品
開
泣
の
銀
座
役
所
を
震

い
た
の
が
そ
の
名
の
始
ま
り

で
.
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
東
点
の
中
心
地

と
し
て
栄
え
、
以
米
日
本
の

流
行
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
あ
や
か
つ
て
令
間
約

五
百
ヵ
所
の
肺訴
議
衡
に
，
銀

座
。
が
出
現
し
た
。
現
在
は

小
山
穴
巡
り
.
酬
明
海
通
り
、
外

城
通
り
と
い
う
三
本
の
大
泊

り
を
中
心
に
、
総
湖
高
い
ト

y

プ
ク
ラ
ス
の
山
間
病
街
を
形

成。

こ
れ
ら
の
大
通
り
が
銀

座
の
者
の
綴
と
す
れ
ば
.
小

料
即
一円盤
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
す

し
尿
な
ど
が
粁
を
遊
べ
る
み

ゆ
き
泌
リ
、
並
木
通
り
、

凶

一h
祷
街
、
す
ず
ら
ん
通
り
な

ど
は
裂
の
飢
と
言
、え
、
そ
れ

に
い
杭
〈
多
く
の
裂
通
り
に
は

飲
み
箆
や
ス
ナ
ッ

ク
な
ど
が

数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
ひ
し
め

き
合
い

、
官
説
泌
り
は
大
通
リ

に
比
べ

る
と
判
明
し
み
や
す
い

骨
骨
閤
気
が
あ
る
。
銀
座
は
そ

の
滋
味
で
あ
る
縫
の
冷
た
さ

と
泌
か
さ
が
同
出
し
た
街
で

あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
若
者
た

ち
の
心
を
く
す
ぐ
る
も
の
を

持
っ
て
お
り
、
銀
座
を
散
歩

す
る

N

銀
プ
-
7
b
族
で
終
日

大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

。
'o 臼

本
体
制
は
縦
長
八
年
に
徳

川
家
康
が
械
の
T
t
而
玄
関
と

し
て

「
日
本
橋
」
を
か
け
、

五
街
道
の
相
時
点
に
し
、
日
本

の
中
心
に
当
た
る
燃
と
し
た

の
が
始
ま
リ
で
、
日
本
の
交

通
の
原
点
。

ご
ね
江
戸
H
本

総
七
つ
立
ち

:
:
」
と
歌
わ

れ
、
午
前
凶
時
頃
か
ら
大
名

行
列
、
魚
河
岸
む
ど
の
人
校

み
で
賑
わ
っ
た
と
い
・
つ
。
現

ぷ
の
日
本
紙
は
証
券
会
批
や

銀
行
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
が
並

ぶ
繭
築
地
区
で
あ
り
、
午
前

九
時
間
明
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

を
中
心
に
活
気
を
見
せ
る
。

き
て
ゲ

l
ム
場
だ
が
、
軒

数
は
こ
こ
数
年
ほ
と
ん
ど
変

上の写真は Fゲーふファンヂジア ・ポニーaの入口部会{左)と肉庖内にて、アンチックポスヲーをズラリと掲示した格調高い雰囲気

ン
グ
ラ
コ
ー
ナ
ー
に
な
り、

刊
本
橋
地
区
で
ト

印刷
の
ゲ
ー

ム
場
が
矧
腐
し
て
い
る
。
銀

座
の
ゲ
ー
ム
場
は
や
は
り
高

級
な
イ
メ
ー
ジ
の
腕
づ
く
り

を
し
て
い
る
が
、

-
見
の
容

は
少
な
く
ほ
と
ん
ど
が
治
巡

存
。
日
本
橋
の
ほ
う
は
装
飾

に
こ
っ
た
腐
は
な
い
が
、官
骨

は
や
は
り
常
連
容
が
多
い
。

ま
た
百
貨
脂
の

Mm上
に
あ
る

ゲ
i
ム
コ

ー
ナ
ー
は
、
ゲ
ー

ム
機
と
乗
物
機
を
そ
れ
叫
ぞ
れ

二
十
台
前
後
設
同
車
し
た
小
規

模
の
応
が
ほ
と
ん
ど
で
、
地

味
な
選
営
を
続
け
て

い
る
よ

上の写真は Fゲームイン・キャッスルJの
庖内のようすで、シッ クなムードで親しま
れている。下の写真は問庖の山内昭康畏

わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
銀
座

地
区
で
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム

場
が

一
軒
、
T

V
ポ
ー
カ
ー

の
み
ト
台
ほ
ど
設
議
し
た
ア

• • 

夜
の
ほ
う
が
少
な
い

が
、
夜

ム

機

三

十
数
台
を
放
置
。
ァ

げ
ゅ

の
容
は
会
の
容
に
比
べ
三
倍

l
ケ
l
ド
ゲ

1
ム
機
と
メ
ダ

ヲ
L

蜘
門

く
ら
い
多
く
ゲ
|
ム
代

を

佼

ル

ゲ

l
ム
機
を
は
っ
き
リ
区

制
創

っ
て
く
れ
る
の
で
、
夜
の
ほ
別
し
、
入
口
の
階
段
部
分
に

伽
川

う
が
効
率
は
よ
い
」
と
話
る
。
て
地
下
に
は
子
ど
も
が
入
ら

は
寸

ま
た
向
庖
長
は

「
遊
び
の
原
ぬ
よ
う
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し

か
り

点
は
子
ど
も
に
あ
る
が
、
子
て
い
る
。
装
飾
は
全
体
に
シ

ス-フ
一げ寸

ど
も
相
手
に
ゲ

l
ム
機
を
遂
ッ
ク
で
落
ち
つ

い
た
ア
ン
チ

酌
都

営
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
機
ッ
ク
ム

l
ド
に
ま
と
め
ら
れ
、

酌

uk

械
の
サ
イ
ク
ル
が
一
知
く
な
る
。
墜
に
は
海
外
の
古
い
ポ
ス
タ

J
W

や
は
り
ゲ
|
ム
場
は
大
人
を

ー
が
木
製
の
額
に
入
れ
ら
れ

汁

h

相
手
に
し
な
い
と
、
安
定
し

ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
る
な
ど
、

暗
に

た
巡
営
は
望
め
な
い
と
開
ゅう
。
絡
調
高
い
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ

同
↓

そ
の
意
味
で
当
応
は
ホ
ワ
イ
て

い
る
。
中
山
鹿
長
は
「
と

一
ロ

ト
カ
ラ
ー
を
主
な
対
象
と
し
に
か
く
清
潔
さ
を
心
が
け
、

色
刷

て
巡
話
し
て
い
る
た
め
、
新

気
持
ち
よ
く
プ
レ
イ
で
き
る

必
池

機
滋
の
導
入
に
は
そ
う
気
を
ょ
う
配
慮
し
て
い
る
た
め
か
、

」日間

使

っ
て
い
な
い。

各
機
績
と

女
性
の
常
迷
容
も
価
唱
え
て
き

判
明

も

一
定
の
売
上
げ
を
長
期
間
た
」
と
語
る
。

↓
吋

保
っ
て

い
る
」
と
安
定
し
た

「

ジ

ヤ
ツ
ク
&
ベ
テ
ィ
」

h

運
営
を
強
制
州
す
る
。

は

網
目
、栄
リ

l
ス
の
遂
営
で
、

「
ゲ
l
今

ァ
ン
タ
ジ
ア
・

同
社
は
コ
ア
ラ
ン
ド
テ
ク
ノ

ポ
ニ

l
」
は
中
二
階
と
地
下
ロ

ジ
l
鮒
(
旧
笠
栄
産
業
側
)

そ
れ
ぞ
れ
約
三
十
坪
で
の
巡

の
リ

l
ス
部
門
を
分
離
し
ニ

営
で
、
中
二
階
は
テ
ー
ブ
ル

年
前
に
設
立
、
同
宿
名
の
ゲ

型
T
V
ゲ
l
ム
機
約
三
十
台
、
i
ム
場
チ
ェ
ー
ン
を
東
京
地

コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
型
T

V
ゲ

|

区

で

展
開
し
て
い
る
。
岡
市
的

気
脇
市
に
入
れ
る
よ
う
な
雰
間

気
に
し
て
い
る
。
こ
の
た
め

女
性
客
も
多
く
、
年
寄
り
の

人
が
ゲ

l
ム
は
し
な
く
て
も

長
い
ゲ
!
ム
機
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

休
怨
に
入
っ
て
く
る
ほ
ど
悩
ム
機
四
台
、
フ
リ
ッ

パ

|
ニ

広
い
層
に
級
し
ま
れ
て
い
る
。
省
、
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機

一
日
平
灼
約
八
百
人
の
米
応
数
台
、
地
下
は
ス
ロ

ッ
ト
マ

者
が
あ
り
、
う
ち
二
割
ほ
ど
ン
ン
を
中
心
に
?
、
不
|
プ
ッ

が
一
見
答
。
客
数
は
経
よ
り

ン
ャ
ー
な
ど
の
メ
ダ
ル
ゲ

i

は

一
階
と
二
階
各
約
二
十
坪

で
の
迷
営
で
、
テ
ー
ブ

ル
型

T

V
ゲ
|
ム
機
凶
十
三
台
と

コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
裂
T

V
ゲ
ー

ム
機
三
台
を
設
置
し
た
T

V

ワールドゲーム銀座 中央区銀座2.6・3、宮

564・2026、本主1=臨時東京キ?ビ;:tート (ft40
4 '3056) 
総震プレイランド 銀座3・8・1、低鹿屋上、

包 567・12判、本柱=臼本娯凝機紛 (ft402・7
311 ) 
ゲームファンタジ戸・ボ=一 銀座5.5.旬、

ft571'0678、本従=紛シクマ (ft496・5221)
ゲームイン・キヤツスル 銀座6・8・7、受淘

むビル、 ft571・7342、本主1=鰍テック(宮40
5・6710)
総袋屋プレイランド 銀座6・10・9、ft572・11
竹〈内線6831)、本車1=綴興業腕(宮831ヴ7
37) 
ジヤ、')1'7&ベティ銀座 銀座8・5.2、合571・0
214、本幸1=僻目白栄りース〈官官424・67・2111) 
ゲームコーナー・ ナムコ 日本縫2.1.旬、粉

屋ピ}I"j坦下2倍、 ft281.90臥本柱=紛ナム

コ (宮736.12竹〉
高島寝ゲームコーナー 包本僑2.4・h ft211 
.4111、本従=仰山田商会(宮咽6・632.1051)
ゲームスボ、yト 八E重洲1.5.旬、 ft275・3097

$な=側タイトー (ft264・8611)
ラスベガス 八w:洲3・6・2、宮275・39筒、
従=山復興宗本書I臨時 〈まま433・6ω1)
タイマルスカイランド 千代田区苅m内1・9.

1， ft212・8011(内線2996)、本社=環京レ

ジザ一機敏旬 〈宮0427.43. 4931) 

本

‘ q 一

右の写真は『ジャック&ベティ銀座』の2
階フロアのようすで、 TV麻雀被告中心に
後置。上の写真は問底の向島賢三后長

[;J己~民国凶ω 
-ミッドウェ一社製品

・基板修E呈・パリ 一社全製品

のパーツも取扱い中です
D~~I 'Ot~'呂ロプ回タタさり⑫設羽島世

フ
リ
ッ
パ

!
四
台
、
そ
の
他

ア
ー
ケ
ー
ド
機
を
含
め
計
三

十
七
台
を
設
置
。
通
り
に
箇

し
た
側
が
裕
子
状
の
窓
、
そ

の
反
対
側
は
銃
張
り
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
庖
内
は
犬
変

明
る
い
。
そ
し
て
床
に
は
濃

赤
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
敷
か

れ
て
お
り
、
明
る
さ
の
中
に

も
上
回
聞
き
が
減
っ
て
い
る
。

向
庖
の
客
層
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
と
若
い
ア
ベ
ソ
ク
が
中
心

と
い
、
っ
。

日
本
輸
に
あ
る

「
ゲ
|
ム

コ
ー
ナ
ー

・
ナ
ム
コ
」
は
柳

庭
ピ
ル
地
下
二
階
で
の
運
営

で
、
地
下
鉄
日
本
紙
駅
に
通

じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

ゲ
ー
ム
場
。
二
階
は
テ
ー
ブ

ル
型
の
み
で
、
T

V
麻
雀
ゲ

ー
ム
機
を
中
心
に
設
録
。
向

島
市拍
長
は

「極
端
で
は
な
い

が
、
売
上
げ
が
昨
年
に
比
べ

る
と
今
年
は
少
し
下
回
っ
て

い
る
。
し
か
し
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
多
い
当
応
で
は
、
T

V

麻
雀
機
が
意
外
と
線
強
い
人

気
を
保
ち
付
税
け
て
い
る
た
め
、

二
階
を
麻
雀
ゲ

l
ム
中
心
と

し
滞
ち
着
い
た
雰
閤
気
の
中

で
ゆ
っ
く
り
栄
し
ん
で
も
ら

っ
て
い
る
』
と
詰
る
。

「ワ
ー
ル
ド
ゲ

i
ム
銀
座
」

は
約
三
寸
呼
の
細
長
い
フ
ロ

ア
に
、
テ
ー
ブ
ル
裂
T

V
ゲ

ー
ム
機
ご
十
七
台
、
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
型
と
コ
ッ
ク
ピ
y
ト

裂
の
T
V
ゲ
|
ム
機
各
二
台、

• • 

-ウッドベッカーの:&撃を
かわし、早くウッドの家

を建て直してゆくコミカ

ル怠二ユーゲーム/

ROLLERTRON CORPORA 

東京都新宿区西早稲田2-20-1 H(03)204-0469側

Telex 2324581 ROLLER‘J 

株式，司~ ~邑 ad--gl.-dZ ROLLERTRON OSAKA CORPORATION 
εfI) czム.. ラ歪1'，2二lT/X 71，施7 大阪市東i却 11区東中島1-12-33tt(06)325-3843側

会社、型空喧喧暫喧f事塑塑~，，~啄 12.33. I・cho附向8shinakajima:.

株式
会社

ー砂

SPEAK EASY 

スピークイージー

貴重新フリッn-

株式会社パリー・ジャパン
東京都渋谷区道玄坂 l丁目 14-9 (ソシアル道玄板ピル)

PHONE 0 3 (4 7 6) 5 9 8 I 干 150

DIXIELAHD 

6カードピンコ

の最高傑作

デキシーランド

販売代111吉募集中

GIAHT JACKPOT 

ジャイアジト
ジャッタポット
日本で初登場/
(オーソドックスな

スロットマシン)

電子園鑓採用

最高6枚鑓け

費量高1万校べイ戸ウト

• 
タルゲーム織の設置逮営につきましては 『〆ダルゲーム場運営基準』舎守ってと使用下さい
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予グ少

1
J
1
J
「
J

• • 
ザ ー ムマシン

地
下
二
階
で
運
営
す
る

『
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

・
ナ
ム
コ
』
の
鹿
内
の

よ
う
す
。
会
社
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
よ
〈
利
用
さ
れ

τい
る

約
ゐ
」
』
坪
の
フ
ロ
ア
に
テ
ー

ブ
ル
型

T
V
ゲ
l
ム
機
約
凶

十
台
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
型

T

V
ゲ
|
ム
機
コ一
台
、
フ
リ
y

パ
|
七
台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ

ー
ド
出
慨
を
含
め
計
五
十
数
台

を
設
遣
。
応
内
に
は
飾
裟
ら

し
い
も
の
が
な
く
索
朴
な
感

じ
だ
が
、
天
井
か
ら
数
本
た

れ
下
が
っ
た
一%
減
コ
ー
ド
に

造
花
が白
川
よ
く
巻
き
つ
け
ら

れ
て
い
る
の
が
印
象
的
。
遊

間
底
長
は
「
中骨
は
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
ば
か
リ
む
の
で
、
絞
ら

が
好
む
麻
雀
や
ゴ
ル
フ
な
ど

を
内
容
と
し
た

T
V
機
の
売

上
げ
が
よ
い
。

T
V
麻
雀
機

や
T
V
ゴ
ル
フ
機
は
導
入
以

米
、
安
定
し
た
人
気
が
あ
り
、

会
図
的
に
ヒ
ッ

ト
し
て
い
る

よ
う
な
機
援
を
放
置
し
て
も

そ
う
大
し
て
売
上
げ
は
伸
び

な
い
。
だ
か
ら
可
も
な
く
不

可
も
な
い
巡
営
が
続
い
て
い

る
」
と
語
る
。

「
ゲ

|
ム
ス
ポ
ッ
ト
」
は

パ
チ
ン
コ
病
の
一
階
で
運
営

し
て
お
り
、
約
三
十
何
の
フ

<< • 
-
ム
機
四
十
三
台
、
乗
物
機

二
十
ニ
ムロ
(
う
ち
十
台
が
バ

ッ
テ
リ
ー
ヵ

l
)
を
設
置
。

逐
営
に
当
た
る
東
京
レ
ジ
ャ

ー
機
器
嗣
仰
の
小
莱
社
長
は
「こ

こ
は
草
地
は
よ
い
が
、

屋
上

に
来
る
通
路
が
わ
か
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
の
で
不
利
』

と
誇
る
。
し
か
し
さ
す
が
日

本
の
中
心
、
東
京
駅
の
上
だ

け
あ
っ
て
、
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
沖
縄
ま
で
全
国
各
地

か
ら
向
腐
に
訪
れ
る
と
い
う
。

そ
れ
だ
け
に
同
氏
は
、
機
械

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
は
余
念

が
な
い
よ
う
だ
。

日
本
体制
官
向
島
屋
の
口
昆
上
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
は
、
定
鐙
型

乗
物
機
二
十
台
と
テ
ン
ト抑
制

り
の
中
に
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
機
約
二
十
台
を
訟
議
。
年

闘
を
通
じ
て
最
も
活
況
を
呈

す
る
の
は
‘
五
月
か
ら
七
月

に
か
け
て
の
気
絞
め
よ
い
時

左の写真は東京駅の大丸屋」巳 rダイマル

スカイラン ~J 、下の写真は同庖奇道営

する東京レジャー機器の小栗f曹司社長

勘』苧

ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ

ー
ム
機
ニ
ト
λ
台
、
コ
y

ク

ピ
y
ト
型

T
V
ゲ
l
ム
機

一

台
、
フ
リ
ッ
パ
ー
一
玄
口
を
談

事向
。
同
宿
の
大
砂
氏
は

「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
が
客
岡
山
の
中
心

-、

だ
が
、
近
所
の
山
問
先
人
も
多

い
。
客
数
は
今
年
に
入
っ
て

減
る
傾
向
に
あ
り
、
昨
年
の

三
分
の
こ
ぐ
ら
い
の
答
の
入

り
に
な
っ
て
い
る
」
と
符
る
。

桁
内
は
照
度
が
低
い
が
、
同

氏
は
「
も
っ
と
明
る
く
し
た

い
の
だ
が
、
オ
ー
ナ
ー
と
の

関
係
で
難
し
い
聞
が
あ
る
」

と
一号一一闘う
。

コ
フ
ス
ベ
ガ
ス
」
は
今
年

一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
的
で
、

一階
が
ゲ

l
ム
喫
茶
に
な
っ

て
い
る
。
約
ニ
十
五
坪
の
フ

ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
型

T
V
ゲ

ー
ム
機
一一
十
七
台
、
そ
の
他

ア
ー
ケ
ー
ド
機
二
台
を
ぎ
っ

し
り
と
設
置
し
て

い
る
。
中

見
川
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は

「と

く
に
位
休
み
に
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
が
多
く
来
て
活
気
づ
く
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、
け
つ
こ
う

効
率
の
よ
い
運
営
を
絞
け
て

い
る
」
と
認
る
。

こ
の
ほ
か
百
貨
腕
の
屋
上

に
も
ゲ

l
ム
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り、

東
京
駅
ピ
ル
の
大
丸
庭

上
で
運
営
す
る

「
ダ
イ
マ
ル

ス
カ
イ
ラ
ン
ド
」
は
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
型

T
V
ゲ
1
ム
機
を

中
心
と
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

! 
パチン コ底の 2絡にある rヂ-.b.スポット sの1苫内にて。少し底内照度が低い

が、地元で商売をしている人たちによく利用事れτいる という

期
だ
と
い
う
。
運
営
に
当
た

っ
て
い

る
の
は
、
内
航
陽
興
業

• P 

~ 

今2手初めにオープンしたTVゲーム場 FラスベガスJ の底内にて。積極的な新機

種場入で若者たちに人気がある。同庖2J曹はTVゲーム機約10台妓置の喫茶庖

仰
の
山
聞
社
長
個
人
の
名
幾

同
社
前
身
の
山
悶
商
会
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
山
聞
社

長
と
オ
ー
ナ
ー
と
の
古
く
か

ら
の
関
係
で
、
そ
う
な
っ
て

い
る
と
の

、」と
。

松
屈
の
屋
上

「プ
レ
イ
ラ

ン
ド
」
は
日
本
娯
楽
機
刷
酬
の

運
営
で
、
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
機
二
十

一
台
、
乗
物
機
十

台
を
設
申
一
品
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
こ
こ

一
年
以
内
に
発
表
さ

れ
た
新
作
で
あ
る
。
中
型
一応

長
は

「
こ
れ
ま
で
機
械
に
よ

る
事
故
は
一

件
も
な
い
が
、

フ
ロ

ア
に
あ
る
段
差
で
滑
っ

た
子
ど
も
が
い
る
の
で
、
そ

の
出
…に
も
気
宇
従
っ
て
い
る
」

と
殺
る
。
主
お
同
社
は
こ
の

ほ
か
四
郎
引
の
百
貨
広
屋
上

ロ

ケ
を
展
開
し
て
い
る
。

松
坂
口血
の
屋
上
に
あ
る
「プ

レ
イ
ラ
ン
ド
」
は
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ

l
ム
機
三
十
二
台
、
乗

物
機
十
七
台
を
設
鐙
。
同
ロ

ケ
を
迷
営
す
る
絞
興
業
側
は
、

松
坂
屋
を
退
職
し
た
人
た
ち

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、

.}
の
ほ
か
上
野
の
松
坂
口庄
の

屋
上
に
あ
る
ロ
ケ
も
遂
営
し

て
い
る
。
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で
は
あ
っ
た
が
、
白
ら
の
体
こ
そ
、
と
つ
と
つ
と
し
た
認
丸
物
、
日
劇
地
下
遊
戯
臥
局
、

-
そ
の
他
関
述
団
体
に
関
す

験
が
そ
の
ま
ま
業
界
の
ぼ
巾
入
り
口
が
・
婦
人
の
胸
を
う
つ
昭
和
十
年
浅
草
国
際
刷
局
、
る
功
績

と
化
し
て
い
る
潟
一
の

J
柴

た

の

だ

。

江

東

楽

天

地

、

な

ど

令

図

的

昭

和

問

十

八

年

よ

り

財

団

法

ば
銅
山
川
お
の
胸
を
う
つ
に
は
そ
う
し
た
・
出
掛
川
怖
に
お
い
て
、
に
進
出
。
速
く
は
満
州
ハ
ル
人
日
本
列
除
機
安
全
セ
ン
タ

充
分
す

g
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
枚
均
は
泌
総
が
生
き
で
き
た
ピ
ン
に
も
遊
戯
均
を
投
け
た
。

l
醐
也
事
と
し
て
、
遊
戯
施
設

合
ぴ
ょ
う
ぷ
を
品
川
に
剛
山
似
し
人
生
と
、
そ
の
時
代
を
知
・
句
①
葉
狩
の
品
m
M
棋
に
寄
与
し
た
の
険
代
制
度
の
普
及
指
将
お

た
而
伶
ら
で
J
.
つ

述

雌

は

、

ね

ば

な

ら

な

い

。

功

績

よ

ぴ

検

査

以

徹

、
総
的
巡
行

れ旬
H
H

・
a
-
h卜
J

に
も
渦
え
泌
総
の
人
生
に
触
れ
る
前
昭
和
ト
六
年
子
供
の
染
物
機
管
段
落
則
市
の
策
定
に
協
会
を

な
い
小
柄
ど
。
し
か
し
品
川
筋
に
、
こ
こ
で
彼
が
叙
燃
に
歪
械
の
安
全
を
鉱
保
す
る
た
め
代
炎
し
て
尽
力
し
て
い
る
。

奇
ピ
ン
と
伸
ば
し
た
溌
勢
は
、
る
ま
で
の
功
紛
に
つ
い
て
は
州
符
祭
げ
の
術
ぷ
を
受
け
て
凶
ん
ま
た
昭
利
附
十
八
年
東
京
郎

明
治
一
二
十
-
一
年
生
ま
れ
を
叫切

っ
て
お
き
た
い
。
少
し
H
H
〈
夜
遊
同
地
協
会
を
組
織
、
副
外
除
後
安
全
協
晴
刷
会
開
引
と

じ
さ
せ
な
い
。
九
な
み
に
巾
!

な
る
が
、
叙
微
に
際
し
て
通
会
長
任
務
/
昭
和
・
二
十
四
年
し
て
遊
戯
施
設
の
定
則
検
明日

時
七
十
八
歳
の
高
齢
で
あ
る
。
点
刊
行
に
従
山
さ
れ
た
資
料
に

H
本
遊
間
施
設
協
会
設
立
、
報
告
の
励
行
、
定
期
検
査
資

川
l
テ
ィ
出
席
者
の
一
人
が
よ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
副
会
長
に
選
任
さ
れ
る
/
昭
防
問
者
の
指
導
な
ど
に
参
幽
。

「

底

上

の

遠

藤

さ

ん

が

随

分

あ

る

。

和

四

十

六

年

日

本

遊

倒

施

設

な

お

昭

和

刊

附
卜
八
年
に
は
、

大
き
く
見
え
ま
し
た
」
と
語

・
遊
戯
施
設
関
係
役
員
と
し
協
会
に
改
名
/
昭
和
四
ト
八
建
築
事
業
に
多
大
の
貢
献
を

っ
て
い
る
が
、

こ

れ

も

業

界

て

の

功

綴

年

娯

楽

機

械

の
関
係
業
者
の
し
た
功
績
に
よ
り
建
設
大
陸

来
ひ
ん
と
し
て
伝
尽
の
浅
の
廃
史
と
と
も
に
生
き
て
き
①
白
本
の
娯
楽
機
械
の
発
展
全
国
的
組
織
全
日
本
遊
間
協
の
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

背
中
支
底
長

・
中
後
知
H

失

取

締

た

一
人
の
人
間
の
出
席
、
形
が
の
基
礎
を
築
い
た
功
績
会
が
誕
生
し
、
初
代
会
長
に

役
や
日
本
昇
降
機
安
全
セ
ン
大
き
く
作
閉
し
て
の
も
の
で
大
正
十

一
年
わ
が
国
初
の
ゼ
就
任
。

タ
l
・
稗
凶
治
理
事
長
、
金
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
“
小
さ
な
ン
マ
イ
式
自
動
販
売
機
の
考

・
娯
楽
機
械
の
技
術
開
発
に

日
本
遊
関
協
会

・
山
田
三
郎
巨
人
"
を
感
じ
き
せ
る
も
の
出
来
、
そ
れ
の
応
用
で
茶
チ

・

貢
献
し
た
功
績

副
会
長
(
名
称
、
肩
書
な
ど
だ
っ
た
。

飲
料
水
の
自
動
販
売
機
の
開
児
童
娯
楽
用
'
豆
自
動
卓
の
縫

い

ず

れ

も

五

十

て

年

当

時

)

発

/

昭

和

凶

年

ド

イ

ツ

製

立

進

袋

諸

/

ロ

ケ

ッ

ト

飛

行

機

会
ど
が
祝
鮮
を
述
べ
た
後
、

履

歴

書

外

の

功

績

体

写
真
姐
紙
装
誼
『
の
ぞ
き
型
同
転
遊
具
の
安
全
袋
澄
/

途
泌
嘉

一
が
唆
上
に
立
っ
た
。

写
兵
』
を
ヒ
ン
ト
に
『
自
動
娯
策

m凶
転
展
望
事
の
各
ゴ

ハ
木
は
、
そ
の
時
哨
一
戸
を
耳
に
述
綴
姦
-
の
飢
伐
会
で
の
式
木
川
』
『
力
次
し
機
』
を
ン
ド
ラ
の
自
転
袋
詰
/
モ
ー

す
る
ま
で
も
な
く
「
オ
ヤ
ジ
、
凶
阪
を
込
め
と
係
修
は
、
時

州
姥

(
円
本
に
お
け
る
劫
初
タ
|
仕
後
け
に
よ
る
実
体
鏡

あ
が
っ
て
い
る
な
」
と
感
じ
聞
に
し
て
f

一
分
も
あ
っ
と
だ
の
州制
山
副
総
け討
の
機
械
化
に
成
の
向
動
変
出
間
後
政
/
実
体
鏡

た

と

い

う

。

ろ

う

か

。

し

か

し

、

そ

の

功

)

/

川

町
利
六
年
・
は
れ
唱
、
問
フ
ィ
ル
ム
伶

-
|
こ
の
た
び
の
栄
符
は
、
J
・
h

叫
に

u
aは
ど
れ
だ
け

ば
内
助
巾
を
附
然
、
浅
川
和
総

・
鎗
山
山
鍛
興
に
尽
し
た
功
績

似
ひ
と
り
の
も
の
で
は
な
く
、

の
忽
い
を
込
め
て
い
た
の
か
。
凶
行
貸
出
納
に
設
ほ
し
、
・
ト
〈
業
界
沿
い
白
参
の

ε舗
で
あ
る

業
界
に
た
ず
さ
わ
る
揖
H
H
附
す

お
そ
・
句
〈
息
子
の
栄
に
も
俄
遊
戯
坊
を
雄
投
。
わ
が
川
初
日
本
限
海
機
株
式
会
社
を
通

ベ
で
の
も
の
で
あ
り
、
円
頃
し
計
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
の

ω.内
遊
戯
場
と
な
る
/
そ
じ
て
、
主
と
し
て
東
南
ア
ジ

の
何
回
悼
の
努
力
が
公
に
必
め
た
に
違
い
な
い
。
い
い
か
え
の
後
、
附
初
七
年
大
阪
高
島

7
K
H
.曲
に
子
供
胤
乗
物
機
を

ら
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
れ
ば
、
日
葉
を
出
ま
ら
せ
た
服
、
浅
お
佐
や
し
き
、
照
和
愉
出
。
娘
議
後
械
の
海
外
紛

弘
た
ち
の
業
界
は
余
暇
時
代
忽
い
は
向
か
、
瞬
時
に
し
て
、
八
年
上
駒
山
松
隔
制
度
、
新
宿
伊
山
山
に
つ
い
て

H
本
劫
初
と
岡
崎

を
迎
え
て
、
将
来
に
大
き
な
そ
の
腕
に
去
来
し
た
も
の
は
勢
外
出
上
、
開
利
九
年
ボ
係
わ
れ
る
。

可
能
性
を
も
っ
て
お
り
ま
す
何
だ
っ
た
の
か

。

I
剖

-

が
、
産
業
と
し
て
成
合
一
し
た
お
そ
ら
く
遠
藤
は
、
自
己
揮

z，
一

の
は
比
較
的
選
く
、
若
い
業
の
人
生
と
不
可
分
の
存
在
で

t
'
一

界
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
若
い
あ
る
、
い
や
自
分
の
人
坐
そ

'

t

業
界
が
、
い
よ
い
よ
一
人
前
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
ア
ミ

-

の
産
業
と
し
て
、
今
後
の
発
ュ

l
ズ
メ
ン
ト
業
界
が
、
今

展
を
約
束
さ
れ
た
と
い
う
こ
回
の
叙
勲
に
よ
っ
て
社
会
的

は
、
こ
う
し
た
場
所
に
お
け
と
に
も
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
に
認
知
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

る
ス
ピ
ー
チ
や
挨
妙
に
慣
れ
す
。
私
自
身
は
、
こ
の
感
激
に
大
き
な
感
慨
を
党
え
て
い

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
を
忘
れ
ず
、
さ
ら
に
ア
ミ
ュ
た
に
違
い
な
い
。

か
い
つ
も
と
巡
っ
て
い
た
。

ー
ズ
メ
ン
ト
産
業
に
バ
、
す
党
最
早
そ
こ
で
は
言
"栄
だ
け

緊
張
、
幽
門帯
問
、
動
娘
、
感
動
、

情
で
ご

E
い
ま
す
の
で
、

A
，
が
也
思
昧
を
待
つ
の
で
は
な
い
。

そ
れ
ら
が
}
体
と
な
っ
て
胸
後
と
も
品
目
帥
悼
の
ご
協
力
を
あ
錦
町
旬
、
沈
黙
に
こ
そ
述
雌
の

の
中
を
駈
け
め
ぐ
っ
て
い
た
お
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す

l
l
万
感
の
忽
い
が
込
め
ら
れ
て

の

で

あ

る

。

と

つ

と

つ

と

し

た

必

り

U

い
た
は
ず
で
あ
る
。
ど
か
ら

品~ "喧備制物It"r

遠
藤
嘉

一

は
じ
め
に

連載

① 

と
日
本
の
娯
楽
機
産
業
の
歩
み

っ
た
。祝

賀
会
は
厳
衡
な
中
に
も

華
や
い
だ
ぷ
囲
気
の
中
で
行

な
わ
れ
た
。
列
席
者
の
表
情

は
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
菜

料
に
数
多
い
被
硲
パ

ー
テ
ィ

や
宴
仰
で
は
滅
多
に
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
す
が
す
が
し

さ
に
湖
ち
あ
ふ
れ
で
い
た
。

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
述
総

点

-
だ
け
が
例
外
だ
っ
た
。

全
日
本
逃
凶
協
会
会
長
会
ど

細
川
つ
か
の
製
織
に
あ
る
泌
・

い
。
彼
自
身
、
叙
動
…
の
篠
威

や
栄
誉
を
穫
と
し
め
る
つ
も

り
は
毛
頭
な
い
が
、
で
き
る

こ
と
な
ら
内
紛
で
質
素
に
披

露
を
済
ま
せ
た
か
っ
た
。

そ
う
い
っ
た
事
怖
か
ら
推

祭
し
て
、
『
河
川
崎
藤
お
一
叙
耐
即
日

祝
賀
会
』
は
、
息
チ
の
述
岨
牒

栄
(
日
本
副
制
策
機
副
社
長
}

を
は
じ
め
と
す
る

M
Uれ
ス
デ

業
界
の

H

小
さ
な
巨
人
H

ン〆
-

昭
如
刊
五
十
一
年
六
月
.
一l

寸.一
目
、
東
京

・
丸
/
内
の
東
京

一可一
会
館
に
お
い
て
、
ア
ミ
ュ

l

j
A
一ズ
メ
ン
ト
業
界
に
と
っ
て
記

4
一念
す
べ
き
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が

一
一行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
全
日

丙
一
本
逃
同
協
会

(
当
時
)
の
会

J
.一
燥
を
務
め
る
迫
必
必
.
の
剣
山

一丘
符
双
光
地
口
市
』
交
う
を

一祝
う
も
の
で
、
各
界
の

G
力

一身
お
よ
そ
一
一
百
丘
卜
名
を
初

一
い
て
、

H-本
酬
明
期
用
機
株
式
会

一社
が
主
協
し
た
も
の
。

一

述
藤
嘉
一
が
社
長
で
あ
る

一
日
本
線
楽
地
慨
が
、
そ
の
ト
ッ

L
'

一プ
の
叙
黙
を
祝
う
と
い
・
7
の

2
一も
お
か
し
な
こ
と
だ
が
、
業

畑
一
界
あ
げ
て
の
叙
動
…
披
露
の
要

紘
一
舗
や
、
遠
藤
嘉
一
の
「
叙
動
…

一は
、
業
界
に
た
ず
さ
わ
る
凪
白

川

一線
す
べ
て
の
も
の
で
あ
る
」

月

一と
い
う
考
え
方
に
袋
づ
い
て

2
一附
随
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

引
一

し
か
し
、
遠
藤
蕩
-
は
元

2
一よ
り
派
手
な
こ
と
や
晴
れ
が

ゆ
一
ま
し
い
こ
と
が
緩
い
な
骨
骨

十
一

で
あ
る
。
本
音
を
い
え
ば
、

一自
分
の
叙
黙
を
祝
う
パ

i
テ

一
ィ
な
ど
お
こ
が
ま
し
く
て
級

一極
的
に
や
る
気
に
は
な
れ
な

• • 
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-，，E
、

したございま一ご来場ありがとう第20回AMショ

ツ
フ
が
嘉
-
を
説
得
し
、
ま

た
業
界
初
の
栄
持
を
こ
ぞ
っ

て
祝
い
た
い
と
い
う
業
界
人

の
熱
意
が
務

7
を
動
か
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
窓
昧
で

日
本
酬
明
察
機
、
業
界
合
わ
せ

て
の
極
め
て
自
然
な
形
で
の

祝
賀
会
が
実
脱
し
た
の
で
あ

:チビツコパトカー】l

BSシリーズ(バッテリーカー)

L1.200、W600
H600-1.200，65切

BS-P 

【チビツ云瓦三E

【チビツコ[，:)1 】目
BS-L 

BS-S 

( チビツコクーベ E

孟山山

一

口

一
コ
-

y
-

ピ

一

チ

一 BS-R 

BS-G 

葉

狩

哲

(
題
字

・
逮
慾
姦
二

叙勲決定の載に笑顔を見宅金る遠藤嘉一(昭和52年幽吻)

の
功
績
を
緩
列
し
て
み
る
と
、

あ
の
小
さ
な
体
錨
の
ど
こ
に

恐
る
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
と
鴛
か
ざ
る

を
得
な
い
。
ま
さ
に

H

小
さ

な
巨
人
H

と
よ
ぶ
べ
き
所
以

が
そ
こ
に
あ
る
。

日
本
州制
別
問
機
本
社
の
社
長

室
に
は
、
叙
勲
祝
賀
会
の
席

上、

日
本
州
制
別
刷
機
械
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
協
同
組
合
よ
り
贈
ら

れ
た
約
像
画
が
飾
ら
れ
て
あ

る
。
ま
た
金
円
本
遊
同
協
会

料
室
の
掛
触
は
、
肉
宅
出
陣
ノ

閑
に
か
け
ら
れ
で
あ
る
。
そ

れ
ら
を
背
に
し
な
が
ら
、
遠

山蹄
お
一
は
時
に
は
銭
舌
す
ぎ

る
く
ら
い
鋭
舌
に
、
ま
と
あ

る
時
は
沈
黙
の
重
さ
を
思
い

以
上
の
資
料
は
、
い
わ
ば
知
ら
せ
る
く
ら
い
寡
黙
に
、

叙
黙
用
の
履
歴
替
で
あ
る
。

八
十
三
年
の
人
生
を
語
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
は
事
実
で
く
れ
た
。

は
あ
る
が
す
べ
て
で
は
な
い
。

本・一摘
は
遠
藤
嘉

一
の
人
生

そ
こ
に
は
、
述
藤
泌
一
の
人

を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

と
な
り
を
語
る
上
で
不
可

欠

業

界
そ
の
も
の
の
既
史
を
浮

の
功
績
、
そ
れ
も
現
径
の
業

き
ぼ
り
に
し
、
明
日
の
ア
ミ

界
の
発
泌
を
支
え
て
き
た
ぷ
ュ

l
ズ
メ
ン
ト
・
援
業
の
発
展

大
の
功
労
が
欠
山
治
し
て
い
る
。
に
結
び
つ
け
る
の
が
目
的
で

そ
れ
は
昭
如
仙

一卜
五
年
に
あ
る
。
賑
々
し
く
述
戯
涼
一

改
正
さ
れ
た
以
後
機
械
の
物
の
人
生
を
曾
き
つ
ら
ね
る
こ

品
税
撤
泌
運
動
で
あ
る
。
こ
と
は
本
な
で
は
な
い
。
そ
れ

れ
は
、
向
の
地
策
に
皮
刈
す
は
、
述
柑
服
務

一
と
て
同
じ
だ

る
と
い
う
前
総
か
ら
叙
期
間

述
泌
が
、
中l
β
の
取
材
中

の
資
料
い
は
人
れ
る
こ
と
は
込
み
を
附
騰
し
て
い
た
の
は

で
き
な
い
も
の
だ
。
し
か
し
そ
の
せ
い
で
あ
る
。
取
材
に

今

H
の
業
界
を
成
き
し
め
た
応
じ
た
の
は
、
本
総
が
い
さ

最
大
の
功
績
と
よ
ぶ
べ
き
も
さ
か
で
も
業
界
全
体
の
発
展

の

で

あ

る

。

に

寄

与

す

る

な

ら

ば

l
!と

私
財
を
投
じ
、
い
う
彼
の
熱
い
岡
山
い
が
そ
う

あ
る
い
は
寄
附
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

を
募
っ

て

そ

の

い

ま

我
々
は
、
日
本
の
7

一
部
免
税
を
実
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
産
業
を
輿

現
さ
せ
た
遠
藤

こ

し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ァ
プ
を

は
、
さ
ら
に
全

発
揮
し
な
が
ら
縦
償
無
尽
に

面
撤
廃
へ
の
巡

業

界

を
か
け
め
ぐ
っ
て
行
っ

動
を
続
け
、
遂
た
一
人
の
男
の
、
ま
さ
に
ド

に
昭
和
三
十
七

ラ
?
と
も
よ
ぶ
べ
き
人
坐
を

年
娯
楽
機
械
の
忠
則
見
ょ
う
と
し
て
い
る
。

物
品
税
撤
廃
を

(
文
中
、
す
べ
て
敬
称
は
略

実
現
さ
せ
て
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
え

る

。

本

文

に

伎

期

し

た

資

料

、
引

こ
う
し
と
泌

問
文
献
は
ま
と
め
て
完
結
時

雌
泌
.
の
数
々
に
炎
起
す
る
も
の
で
あ
る
)

〈
よ
)
奪
や
か
な
遠
賀
高
一
叙
船
祝

賀
会
会
渇

(
左
)
昭
和
五
+
二
年
四
月
二
十
九

日
付
の
舘
働
決
定
置
書

平素1;1格別のおヲi立を賜リ厚くお礼申しょげます。

さて、事字社では第20回アミュ ーズメントマシンショ ー

に「ラノ'J カラー佼体を出品し、ご好評を賜っておリま

すが、 rラl'" J 笹体 1;1事~;f.土が独自に研究、開発 、 製品化

したオ')ジナル商品で、昨年11月以来、事字社にて販売し

ているものでございます。

従って、これらの商品を弊祉の許可なしに、無断て¥

模倣、またはこれに類似する商品と して製造、販売、改

造、輸出する等の行為は:き匠;去、商標法に抵触し弊祉の

正当な機;f'1をf受容することになりま すので、これ らの行

為の住いよう 、十分ご配慮を生五時員、、申 しょげます。

万一、これらの行為があった場合は、弊ヰ土l止、断固た

る悠度で対処する所存でございますのでここにお知らせ

放します。

昭和57年11月

• 

.. 

• 

• 

1ス 】目

机条式乗物

4人乗り(大人2、子供2)

附附営業所

Jli1X本 社

〒618

ブ
刊

川崎市中原区今井上町50番 地
電話 044 (722) 6 1 4 1 (代)

京都府乙訓郡大山崎町銭回 2番地
電話 075 (962) 5 6 1 3 (代)

東京都港区芝 5 丁目 31 番 17 ~ま

畠ュ
a::::I 

SB-M3 

ホ株式会社
本社工場

園
KDUシリーズcuターン式棄物)

1. 900x 2 .800 
H1.150-1.850、150旬、 2人祭り

KDU-L :シやトルトレイン】l

CシャトJレパト力一】

:シャトルヘl司|

KDU-P 

KDU-H 

• • 
東京都千代田区神田東松下町41番地

株式会社 テーカン
代表取締役柿原修人

ジョイスティック
〈新素材ジ工ラコン採用)

ししーア

三和エレクトロニクス株式会社
.~..島区東池袋 1 丁目特番10~ 25山京ピル1002.鼠 (03)982-8166・テレックス 2723073 
媛る銀特 八千代信用金庫裏地袋支底普通ロ庭 0052063

‘. d 

ー

ー~
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..". 

二j

シ
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ピアノタッチ操作盤

スビーカー上部取付

板鳳:18-
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色 .オレンジ

ブルー
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暗黒の異次元空間へ発進/

次々と出現すぎ敵を撃破してマザーシップにアタック

• • 
ZAXXON fαces the super.challenge! 

r 体r 

・包材・;(-，ゐ 噂潟.
Sega's New Space Game 

スロットル・レバーで宇宙船の

スピー ド・コントロールも自由自在

パースベクティブ効果を初めて採用した
百奇異のスペース・ビデオゲーム

宇宙カフ。セル'

あ
の
ザ
ク
ソ
ン
が
新
た
な
敵
懇
星
に
侵
入
/

ま
す
ま
す
面
白
く
な
っ
た
痛
快
な

ス
ペ

ー
ス
・
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム

セガ・ズーム・ 909

暗黒の異次元空間へ発進F
次々と出現する敵を撃破してマザーシップにアタックy

パースベクティブ効果を採用した初のスペース・ビデオゲーム

~"...'...';o~少ヅシシシシシシシ

. 

コックピット、アップライトの 2~イプカイあります。

‘ as盟問時3• Panic in F旬、guinLand! 

Squash the Pesky SNO・BEEswith iωbloks 

¥ 
的 SEGt.I

Afαntastic 3・scenespαce 9αme 

お盾の雰囲気づくり

TVゲームの
A 

お子さまに人気のあるロボットを

形ど'った全く新しい雀体です。

モニターが内蔵されています。

既存の基板で自由に交換できる

システムです。自が光りますので

お子さまの注意をひきつけます。

a
u

j
j内

υ

S
K
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テムを全世界に供輯L続けていますo

Still the L伺 derin the World wide 
Distributi∞of theNe¥総stin Leisure System 
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仕毛嫌
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音声出力ー …M ・......MAX.2W(禽量は可宜できます}

後掴紛a良川・..，・ 6 ・“ 人間的動$(通無司会参符速度において}

輯知抽出有拍車.. 直線IOIC:て‘ .

使用調・m ー ヨ~1*噛知韓共t二車内{水や直射白光カ喧鎗当ら机崎断}
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 rID nL?⑨~Q~ 日@自
壮感.1Fあふれ出るメダル

SEGA NEW DISPENSER 
庖舗の省力化に安心してお使い頂ける

セガ・ニュー・ディスベンサー
• • 

IIlt瞬創・"III均剛 剛

〈メダルはじさ〉と〈メダル落し〉の

スリルと面白さが同時に味わえる、業

界待望の大型メダルゲーム。新登場.ゲ

干 108東京都港区三回3-5・16 TELEX J27181 

TEL 03(455)6511(犬代表)

〒140東京都品川区東品川4-13-4月島倉庫6F
TEL 03(472)6ω5(代表)

干556大 阪市浪速区元町2・12-24・106
TEL 06(647)4455(代

〒464名 古 屋市千種区今池4-1-11錯回ピル

TEL 052(732)2611 (代

ヨ竪}

ヰ土

大 阪 営 難 所

名古屋営雪量所

• 

セ
ガ
・
両
替
機

一
台
で
両
替
と
メ
ダ
ル
貸
出
し
が
で
き
る
雛
界
初
の

多
目
的
型
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

l

ご
好
静
に
応
え
て
更
に
充
実
し
た
機
能
で
登
場

パ
ズ
ル
感
覚
を
採
り
入
れ
た
愉
快
な

ビ
デ
オ
ゲ
l
ム

セガ・タック・スキャン

飛
行
編
隊
で
敵
を
次
々
と
撃
破
/

破
壊
さ
れ
て
も
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
再
び
出
撃

3
つ
の
戦
闘
シ
l
ン
が
楽
し
め
る

カ
ラ
l
-
X
Y
モ
ニ
タ
ー
方
式
の

ス
ペ
ー
ス
・
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム

。
。
O
K
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プ
レ
ビ
ュ
ー
」
は
ニ
ヵ
所
、

家
庭
用
は
マ
ッ
テ
ル
社
に
許
エ
キ
シ
デ
ィ
社
は
新
製
品
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
ミ

そ
れ
ぞ
れ
著
名
な
会
社
に
よ
諾
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
「
ワ
1
リ
l
・
パ
キ
ッ
ト
」
ユ
l
ズ
メ
ン
ト
機
で
は
、
ィ

っ

て

聞

か

れ

で

い

ま

す

。

〔

十

す

。

の

試

作

品

を

出

品

し

白ま
し
た
。
タ
リ
ア
の
ザ
ツ
カ
リ
ア
社
の

月
六
日
と
七
日
〕
ア
ソ
シ
エ
同
社
と
小
川同
を
同
じ
く
し
こ
れ
は
ス
キ
l
ポ
l
ル
の
よ
最
新
フ
リ
ッ
パ
-
l

「
サ
ッ
カ

ー
テ
ッ
ド

・
レ
ジ
ャ
ー
社
は
で
い
る
の
は
、
同
じ
く
ロ
ア
・
う
に
、
ボ
i
ル
を
こ
ろ
が
し
回
l
・
キ
ン
グ
」
が
山
山
回
問
さ
れ

カ
ナ
l
ド
ホ
テ
ル
で
、
ま
た
ナ
ド
セ
ン
氏
の
会
社
で
あ
る
さ
せ
る
も
の
で
す
が
、
ポ
l

て
い
ま
し
た
。
ザ
ツ
カ
リ
ア

ル
ツ
フ
7
l

&
デ
ィ
ス
社
は
ス
カ
ン
ド
マ
チ
ッ
ク
社
で
す
。
ル
の
動
き
を
抑
制
す
る
レ
パ
社
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
触

ウ
エ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

・
ホ
テ
こ
こ
で
は
、
ゲ
ー
ム
を
簡
単
ー
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

ル
で
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ビ
ュ

ー

に
交
換
す
る
こ
と
の
で
き
る
は
由
民
い
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
す
、
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
大

を
開
き
ま
し
た
が
、
商
会
場

「フ
レ
キ
シ
ゲ
l
ム
」
キ
ャ
機
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
の
メ
ー
カ
ー
の
ひ
と
つ
で
す
。

は
そ
う
綴
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ピ

ネ
ン
ト
が
、
同
社
の
経
営
同
社
は
T
V
ゲ
l
ム
機
「
ぺ
ま
た
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
1
社
の
T

ほ
と
ん
ど
の
人
は
同
会
場
と
担
当
者
イ
ア
ン

・
ジ
ャ
ミ
ソ
ッ
パ
l
E
」
「
マ
ウ
ス
ト
ラ

V
ゲ
l
ム
機
「
ト
ロ
ン
」
と

も
行
き
ま
す
。
ン
氏
と
と
も
に
強
御
さ
れ
て
ッ
プ
」
も
出
品
し
ま
し
た
。
「
キ
ッ
ク
7
ン
」
も
出
品
さ

ル
ッ
フ
7
l

&
デ
ィ
ス
社
い
ま
し
た
。
な
お
私
は
そ
の
う
ち
ア
イ
ル
れ
、
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

の
プ
レ
ビ
ュ
ー
で
、
私
は
ユ
こ
の
す
ぐ
そ
ば
に
エ
レ
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
記
事
を
送
サ
プ
エ
レ
ク
ト
ロ
社
は
、

l
ロ
デ
コ
社
の
小
問
で
縮
図

ト
ロ
コ
イ
ン
社
の
小
聞
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
エ
キ
ギ
ャ

ン
ブ
ル
マ
シ
ン
の
新
シ

秀
男
氏
に
会
う
こ
と
、
が
で
き
り
ま
し
た
。
同
社
は
日
本
と
シ
デ
ィ
社
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
リ
l
ズ
を
出
品
し
ま
し
た
が
、

ま
し
た
。
ュ
i
ロ
デ
コ
社
は
関
係
の
あ
る
も
う
ひ
と
つ
の
工
場
に
つ
い
て
触
れ
る
予
定
そ
れ
は
非
常
に
簡
単
に
交
換

英
国
で
最
近
設
立
さ
れ
た
会
英
国
企
業
で
、
臼
本
の
ユ

ニ

で

す

。

で

き

る

ゲ

l

ム

交

換

シ

ス

テ

社
で
、
主
に
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
パ
l
サ
ル
と
親
衡
な
関
係
を
こ
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
の
ホ
ス
ム
を
備
え
た
も
の
で
す
。
十

ロ
ア

・
ナ
ド
セ
ン
氏
が
所
有
地
問
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
ト
会
社
で
あ
る
ル
ツ
フ
ァ
l
週
間
ほ
ど
の
附
附
で
、
こ
の

し
て

い
ま
す
。
同
社
は
デ

l

東
京
シ

ョ
ー
で
大
成
功
を
収
&
デ
ィ
ス
社
は
、
最
新
の
人

T
V
ギ
ャ
ン
ブ
ル
マ
シ
ン
の

タ
イ
ー
ス
ト
祉
の
製
品
を
ヨ
め
た
「
ミ
ス
タ
ー・

ド
ゥ
」
気
ゲ
l
ム
と
い
く
つ
か
の
新
交
換
用
ゲ
l
ム
は
次
々
と
出

l
ロ
ッ
パ
で
取
扱
い
、
組
立
が
出
品
さ
れ
、
さ
ら
に
人
気
製
品
と
を
並
べ
立
て
て
い
ま
で
来
る
よ
う
で
す
。

て
、
供
給
す
る
こ
と
を
回
的
を
獲
得
し
ま
し
た
。
も
う
ひ
し
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
の
昨
年
の
春
、
北
ア
イ
ル
ラ

に
作
ら
れ
ま
し
た
。
組
立
て
と
つ
の
成
功
は
「
ス
ペ
ー
ス

「ジ
ャ
ウ
ス
ト
」
は
注
目
の
ン
ド
の
あ
る
会
社
が
ダ
ブ
リ

は
来
年
一
月
聞
か
れ
る
A
T

レ
ー
ダ
ー」

で
し
た
。
ェ
レ
的
と
な
り
、
同
級
に
「
プ
ル
ン
で
聞
か
れ
た
シ
ョ
ー
で
T

E
ま
で
に
は
開
始
さ
れ
る
だ
ク
ト
ロ
コ
イ
ン
社
の
ジ
ョ
ン

i
・
プ
リ
ン
ト
」
や
セ
ガ
社
V
競
馬
ゲ
l
ム
を
発
表
し
ま

内
向
け
で
す
が
生
産
が
開
始
ろ
う
、
と
福
岡
氏
は
言
い
、

ス
タ
l
ジ
デ
ス
社
長
は
、
他
「
サ
フ
ロ
ッ
ク
3
D
」
も
注
し
た
。
こ
の
ゲ
i
ム
機

「マ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ロ
ン
「
私
た
ち
の
事
業
が
始
ま
つ
社
の
ゲ
ー
ム
出
慨
を
コ
ピ
ー
せ
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
ム
」
は
次
第

ド
ン
プ
レ
ビ
ュ
ー
」
は
、
メ
た
こ
と
を
こ
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
ず
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
か
ら
待
こ
の
ル
7
7
7
1
&
デ
イ
に
ヒ
ッ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

l
ヵ
ー
が
閑
散
期
で
あ
る
冬
で
示
し
た
こ
と
に
な
る
」
と
諸
を
受
け
で
数
多
く
製
造
し
ス

・
プ
レ
ピ
ユ
ー
で
は
も
っ
今
で
は
業
界
の

一
員
と
な
っ

の
工
場
の
た
め
に
注
文
を
貯
結
っ
て
い
ま
す
。
彼
は

一
年
で
き
ま
し
た
。
彼
の
「
ユ
ニ
と
多
く
の
会
社
が
さ
ま
ざ
ま
た
こ
の
メ
ー
カ
ー
は
、
ピ
デ

え
て
お
き
た
い
た
め
、
ロ
ン
ほ
ど
英
国
に
い
る
予
定
で
、
ゲ
ー
ム
」
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
な
タ
イ
プ
の
ゲ
l
ム
機
な
ど
オ

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー・

シ

ド
ン
の
ホ
テ
ル
で
小
さ
な
プ
ユ
l
ロ
デ
コ
社
の
業
務
が
円
現
在
最
も
人
気
の
あ
る
T
V
を
出
品
し
ま
し
た
が
、
紙
数
ス
テ
ム
社
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ラ
イ
ペ
l
ト
シ

ョ
ー
を
聞
き
、
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
手
伝
ゲ
|
ム
が
入
れ
ら
れ
、
山
山
口
聞
の
都
合
で
省
略
さ
せ
て
い
た
ド
で
オ
ペ
レ
l
卜
、

デ
ィ
ス

業
界
の
人
び
と
を
招
い
た
の
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
小
聞
き
れ
ま
し
た
。
問
機
に
出
品
だ
き
ま
す
。

卜
リ
ピ

ュ
l
ト
し
て
お
り
、

が
始
ま
り
で
す
。
に
出
品
さ
れ
た
の
は
デ
コ
の
さ
れ
た
も
の
に
、
さ
ま
ざ
ま
ア
ソ
シ
エ
|
テ
ッ
ド

・
レ
英
国
の
あ
る
ア
ー
ケ
ー
ド
で

こ
の
ア
イ
デ
ア
は
大
成
功
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
V
ゲ
l
ム
「
パ
な
法
制
度
に
対
応
さ
せ
た
形
ジ
ャ
l
社
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
は
も
例
外
的
に
使
用
さ
れ
、

フ

と
な
り
、
翠
年
に
は
さ
ら
に
l
ガ
l
タ
イ
ム
〔
ハ

ン
パ
l

の
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
製
フ
ル
い
つ
も
大
変
混
ん
で
お
り
、
ラ
ン
ス
で
も
販
売
さ
れ
て
い

多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
参
加
し
ガ
l
〕
」
で
、
米
国
で
は
業
i
ツ
マ
シ
ン
〔
ス
ロ
ッ
ト
マ
に
ぎ
や
か
で
す
。
こ
れ
は
最
ま
す
。
今
回
の
プ
レ
ビ
ュ
ー

ま
し
た
。
今
日

「
ロ
ン
ド
ン
務
用
は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
1
社
に
、
シ
ン
〕
の
大
き
な
、
印
象
深
初
同
社
が
プ
レ
ビ
ュ
ー
の
速
で
も
こ
の
機
械
は
出
品
さ
れ

い
列
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
営
を
専
門
家
に
ま
か
せ
た
か
ま
し
た
。

エ
レ
ク
ト
ロ
コ
イ
ン
社
特
製
ら
で
す
。
英
国
で
は
ギ
ャ
ン
エ

l
ス
社
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル

の
お
も
し
ろ
い
キ
ャ
ビ
ネ
ツ
ブ
ル
マ
シ
ン
が
非
常
に
重
要
マ
シ
ン
の
、
高
名
で
重
姿
な

ト
仰
ゴ
リ
ア
テ
H

も
出
品
さ
だ
し
、
同
社
は
そ
れ
ら
の
最
英
国
の
メ
ー
カ
ー
で
す
。
同

れ
ま
し
た
、
が
、
こ
れ
は
特
に
よ
の
も
の
を
供
給
し
て
い
る
社
の
「
ブ
ラ
ッ
ク

・
ベ
ル
ペ

ア
ー
ケ
ー
ド
用
に
開
発
さ
れ
の
で
、
こ
れ
ら
の
出
品
が
中
ッ
卜」

は
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

た
も
の
で
、
却
な
い
し
お
イ
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
l
市
場
周
に
開
発
さ
れ
、
さ
ま

ン
チ
モ
ニ
タ
ー
が
入
り
、
オ
ク
レ
ス
卜
製
品
は
英
国
だ
け
ざ
ま
な
法
制
度
に
対
応
で
き

ベ
レ

i
タ
l
に
と
っ
て
は
ゲ
で
な
く
、
オ
ベ

レ
l
卜
が
法
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

l
ム
の
交
換
の
容
易
さ
が
注
め
ら
れ
て
い
る
除
州
各
国
で
エ
l
ス
の
「
ド
ロ
l
ポ
|
カ

目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
好
評
で
す
し
、
前
商
に
押
し

(
げ
め
ん
下
段
に
続
く
)
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「
ロ
ン
ド
ン
プ
レ
ビ
ュ
ー
」

ニ

-
は
い
つ
も
十
月
上
旬
聞
か
れ
、

ar
」
そ
れ
は
冬
か
ら
春
に
か
け
て

一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
聞
か
れ
る
百
貨

一
い
展
示
会
リ
ス
ト
の
皮
切
り

一と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

一今
や
重
要
と
恩
わ
れ
て
い
る

一
こ
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
〔
予
見
会
〕

一は
、
つ
つ
ま
し
い
け
れ
ど
非

一常
に
お
も
し
ろ
い
形
で
始
ま

号

一
っ
て
い
ま
す
。

i

，

E
一

二
十
年
ほ
ど
前
、
自
動
機

o一械
産
業
は
今
日
ほ
ど
十
分
に

昭
一
発
途
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

一
せ
ん
で
し
た
。
エ
レ
ク
ト
ロ

日一

ニ
ク
ス
は
新
し
く
神
秘
的
な

引
一
要
素
で
し
た
が
、
業
界
の
だ

2
-れ
ひ
と
り
と
し
て
、
そ
れ
に

引
一

つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
は
い

2
一ま
せ
ん
で
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

唱
一
パ
市
場
に
は
日
本
製
品
は
-

れ
一
台
も
な
く、

当
時
良
い
ゲ
ー

ム
機
は
す
べ
て
米
国
か
ら
来

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
英
国
で
は
、
ほ
と
ん
ど
図

エレヲトロコイン祉の販売担当、ナイ ジャル ・ブースが示す
ユニバーサルのギャン7J~マシン (英国ではこの種のものを

フルーツマシンとも言う)の立派主出品ぷり
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iIl 

• 

(日
間
め
ん
か
ら
の
続
き
)

-」

も
人
気
の
あ
る
い
い
機

械
で
、
今
闘
は
ア
ッ
プ
ラ
イ

ト
と
ペ
ン
チ
刑
ょ
が
出
品
さ
れ

念
ふ

I
ν
h
~

。

日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
と
忠
わ
れ
る
M

山
S
M
ジ

ュ
ー
ク
ボ

ッ
ク
ス
は
、
ハ

イ

ン
ツ

・
ホ
l
レ
ン
ス
タ
イ
ン

氏
が
設
立
し
所
有
し
て
い
る

ロ
1
エ
ン

・
オ
i
ト
マ
テ
ン

(P
S
)
社
が
英
国
へ

愉
入

し
て
お
り
、
同
社
か
ら
出
回
附

さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
ハ
イ
ア

l

・
グ
ル

ー
プ
は
、
ロ
ウ
A

M
I
ジ

ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
を

扱
っ
て
お
り
、
こ
の
シ

ョ
ー

で
も
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
は
大
企
業
で
あ

ロ
ウ
A
M
I
の
笠
か
け
イ
ヤ
ル
ぬ
」
も
現
在
ア
イ
ル
で
は
さ
ほ
ど
多
く
の
新
製
品

と
そ
れ
用
の
特
製
フ
レ
ー
ム
ラ
ン
ド
で
大
ヒ
ッ
ト
中
で
す
。
を
見
れ
る
と
期
待
し
た
人
は

を
と
り
あ
げ
、
魅
了
す
る
よ
シ
ョ
i
に
お
い
て
小
さ
な
い
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、

う
な
色
と
り
ど
り
の
ラ
イ
テ

新
製
品
が
人
を
蕊
き
つ
け
、

そ

れ
を
大
規
模
に
可
能
に
し

イ
ン
グ
効
果
を
強
調
し
て
い
し
か
も
大
き
な
ゲ
l
ム
機
よ
て
く
れ
る
東
京
シ

ョ
ー
と
シ

ま
し
た
。
こ
れ
は
通
常
の
ジ
り
も
注
目
さ
れ
た
り
す
る
の
カ
ゴ

A
M
O
A
シ
ョ

i
の
両

ユ
|
ク
よ
り
も
少
な
い
ス
ペ
が
よ
く
あ
る
の
は
不
思
議
で
方
に
、
日
程
が
近
づ
き
す
ぎ

l
ス
で
迩
語
で
き
る
た
め
、
す
ね
。
パ
l
テ
ツ
ク
社
の
「
〔
ラ
て
い
る
か
ら
で
す
a

個
人
的

大
き
な
関
心
を
集
め
ま
し
た
。
ィ
テ
ィ
ン
グ
〕
リ
ア
ク
タ
ー
」
に
は
、
こ
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
の

な
お
ゲ
l
ム
機
で
は
プ
y
ト
が
ち
ょ
う
ど
そ
れ
で
す
。
こ
最
も
興
味
深
い
点
は
、
そ
こ

リ
i
プ
社
と
ア
タ
リ
社
の
製
れ
は
会
場
の
バ
i
に
鐙
か
れ
を
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

口
聞
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。
て
い
ま
し
た
が
、
試
す
人
の
最
近
の
傾
向
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

サ
ミ
y
ト
コ
イ
ン
社
は
反
射
神
経
を
計
る
T
V
ゲ
l

の

動
向
を
犯
接
す
る
こ
と
が

ね
が
長
い
間
訪
れ
た
い
と
思
ム
機
で
、
硬
貨
綬
入
後
プ
レ
で
き
る
と
い
う
務
実
で
す
。

っ
て
き
た
会
社
で
す
。
同
社
イ
ヤ
ー
は
機
械
に
触
れ
て
い
言
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

は
こ
の
業
界
に
新
人
と
し
て
る
場
所
か
ら
自
分
の
指
を
で
い
傾
向
は
、
ゆ

っ
く
り
で
す

入
っ
て
き
た
ド
ン

・
ラ
ス
ト
氏
き
る
だ
け
す
早
く
上
げ
る
と
が
確
実
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
7
シ

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
と
く
い
う
も
の
で
す
。
私
も
試
そ
ン
が
T
V
ゲ
i
ム
機
化
さ
れ

に
米
国
む
け
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
う
と
し
た
の
で
す
が
、
人
で
つ
つ
あ
る
事
実
で
す
。
古
典

マ
シ
ン
を
開
発
、
製
造
す
る

一
杯
で
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
的
な
フ
ル
ー
ツ
マ
シ
ン
は
決

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
パ

l
テ
ッ
ク
社
は
ヨ
l
ロ
ッ
し
て
英
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

こ
れ
は
大
変
大
き
な
野
心
で
パ
で
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
ら
消
え
る
こ
と
は
な
い
で
し

あ
り
、
か
れ
は
そ
れ
を
成
就
タ
i
を
求
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
が
、
将
来
今
以
上
に

T

す
る
前
に
英
国
お
よ
び
ヨ
l
機
械
の
今
後
の
ラ
イ
セ
ン
ス
V
ゲ
l
ム
機
化
さ
れ
る
か
の

ロ
ッ
パ
む
け
の
機
械
を
開
発
、
も
用
意
し
て
い
る
と
の
こ
と
よ
う
に
思
え
ま
す
。
も
う
ひ

製
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
。

と
つ
仰
瞳
婆
な
傾
向
は
、
容

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
し
か
タ
イ
テ
ル
社
は
以
前
タ
イ
易
に
改
造
し
え
る
ゲ
i
ム
出
惜

し
今
で
は
、
か
れ
は
実
際
に
ト
l
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

米
闘
へ
機
械
を
売
っ
て
お
り
た
が
、
今
年
は
じ
め
売
ら
れ
事
実
で
す
。
こ
の
た
め
新
ゲ

す
で
に
数
千
台
が
米
国
で
稼
ま
し
た
。
し
か
し
今
も
英
国

i
ム
の
完
成
品
を
賀
い
求
め

勤
し
て
い
ま
す
。
か
れ
は
プ
で
の
タ
イ
ト
l
の
総
発
売
元
よ
う
と
せ
ず
、
改
造
の
た
め

レ
ビ
ュ
ー
で
今
ま
で
英
国
で
で
あ
り
、
他
校
の
製
品
も
取
の
必
要
な
キ
ッ
ト
が
求
め
ら

見
か
け
な
か

っ
た
新
製
品
な
綴
っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
テ
ル
れ
て
い
ま
す
。

ど
、
立
派
な
展
示
を
行
な
い
社
の
小
間
は
人
で
一
杯
で
、
英
国
そ
の
他
の

ヨ
l
ロ
ッ

ま

し

た

。

タ

イ

ト

|
「
ジ
ャ
ン
グ
ル

・

パ
治
悶
は
な
お
深
刻
な
不
況

プ
ッ
シ
ャ
ー
は
英
国
の
ア
キ
ン
グ
」
は
プ
レ
ビ
ュ
ー
で
の
中
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し

l
ケ
l
ド
ー
ー
と
く
に
海
伴
最
も
人
気
の
あ
る
機
械
の
ひ
今
凪
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
で
、
緑

地
帯
の
ー
ー
で
い
つ
も
人
気
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
新
悪
の
時
期
が
終
ろ
う
と
し
て

者
で
す
。
ク
ロ
ム
ト
ン
社
は
し
く
デ
ビ

ュ
ー
し
た
セ
ガ
社
い
る
か
の
よ
う
な
、
希
望
的

プ
y
シ
ャ
l
ゲ
l
ム
機
の
最
「
ペ
ン
ゴ
」
も
大
変
好
評
と
な
し
る
し
が
見
受
け
ら
れ
ま

も
十
μ
い
メ
ー
カ
ー
で
、
そ
の
な
り
ま
し
た
。
タ
イ
テ
ル
社
し
た
。
プ
レ
ビ

ュ
ー
で
購
買

忌
叫
刷
機
「
シ
ル
バ
ー

・
ス
カ
の

「
マ
ジ
ッ
ク

・
コ
ン
セ
プ
は
慎
重
で
す
が
、
予
約
注
文

イ
ズ
」
は
と
て
も
よ
く
、
硬
ト
」
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
オ
ペ
に
快
い
反
応
が
あ
っ
た
と
い

貨
が
ジ
グ
、
ザ
グ
に
落
ち
て
く
レ
l
タ
ー
が
ゲ
l
ム
内
容
を
う
会
社
が
い
く
つ
か
あ
っ
た

る
と
い
う
新
し
い
フ
ィ
i
チ
交
換
し
や
す
く
、
注
目
さ
れ
の
で
す
。
だ
れ
も
が
今
必
要

ャ
ー
を
備

え

て

い

ま

す

。

ま

し

た

。

と

し

て

い

る

の

は

、

い

く
つ

J
P
M
社
は
も
う
ひ
と
つ
ル
フ
7
1
&
デ
ィ
ス

・
プ
か
の
本
当
に
良
い
ア
ミ
ュ

ー

の
大
変
笠
裂
な
、
ギ
ャ
ン
プ
レ
ビ
ュ
ー
で
は
注
目
す
べ
き
ズ
メ
ン
ト
ゲ
l
ム
機
で
あ
り
、

ル
マ
シ
ン
メ
ー
カ
ー
で
す
。

メ
ー
カ
ー
の
製
品
が
多
か
っ
そ
れ
は
マ
l
ケ
y
ト
を
一
挙

同
社
T
V
ゲ
l
ム
機

「
カ
ジ
た
の
で
、
目
立
っ
た
主
な
も
に
活
気
づ
け
て
く
れ
る
も
の

ノ

・
ル
ー
レ
ッ
ト
」
は
飲
米
の
だ
け
に
絞
っ
て
舎
き
ま
し
な
の
で
す
。

の
カ
ジ
ノ
に
販
売
中
と
の
こ
た
。

と
で
す
。
ま
た
有
名
な
「
ロ
「
ロ
ン
ド
ン
プ
レ
ビ
ュ

ー
」

り

-ι・'‘
、
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「ミ
ズ
・
パ
ッ
ク
マ
ン
」
に
決
定

T
V
ゲ
l
ム
大
賞
は

の
「
エ
イ
ト
ボ
l
ル

・
デ
ラ

ッ
ク
ス
」
、
同
隊
に
そ
の
他

で
は
パ
レ
イ
社
の
プ
i
ル
テ

ー
ブ
ル
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
定

さ
れ
受
賞
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。な

お
A
M
O
A
シ
ョ

!
と

同
じ
十
月
十
八
円
か
ら
一

-H

問
、
カ
ン
ザ
ス
シ
チ
!
の
パ

ー
ト
ル
ホ

l
ル
で
、
遊
凶
兆

殺
の
国
際
総
合
展
「
第
六
十

四
日
I
A
A
P
A
シ
ョ
l」

が
閥
か
れ
る
。

A
M
O
A
エ
キ
ス
ポ
幻
は
で
あ
る
。

十

}
月
十
七
日
か
ら
問
日
間
今
川
は
会
場
を
コ
ン
ラ
ツ

(
日
出
示
会
は
十
八
日
か
ら
・
て
ド

・
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
か
ら

日
間
)
、
シ
カ
ゴ
市
内
の
ハ
ハ
イ
ア
ッ
ト

・
リ
l
ジ
A

ン

イ
7
y
ト

・
リ
i
ジ
エ
ン
シ
シ
i
に
移
し
た
た
め
、
従
来

i
ホ
テ
ル
で
聞
か
れ
る
が
、
と
ト
刀
法
を
変
え
た
も
の
が
あ

展
示
会
の
ほ
う
は
陸
料
各
国
る
が
、
こ
の
エ
キ
ス
ポ
で
厳

か
ら
の
山
山
展
を
合
め
百
六

1
大
の
俄
し
と
な
る
-
十
日
夜

丘
社
が
山
山
師
加
す
る
と
い
う
、

の
パ
ン
ケ
y
ト
で
は
、
例
年

空
前
の
大
規
mmな
も
の
に
な
の
A
M
O
A
ジ
ュ
l
ク
ボ
ツ

る

{出
以
社
リ
ス
ト
は
本
紙
デ
ス
大
賞
だ
け
で
な
く
A
M

第
加
持
で
錫
桜
ず
み
)
。

O
A
ゲ
i
ム
機
大
賞
の
綬
賞

入
場
に
要
す
る
登
録
制
刊
は
、
が
行
な
わ
れ
る
。
ゲ
ー
ム
機

会
員
の
均
九
日

一人
ま
で
飾
品料
部
門
で
は
T
V
ゲ
1
ム
、
フ

で
、
追
加

-
人
ご
と
に
事
前
リ
y
パ

i
、
そ
の
他
の
一ぺ
区

間β
餓
(
ト

一
一円
丘
日
ま
で
)

別
に
分
け
ら
れ
、

す
で
に
投

な
ら

1
ド
ル
、
そ
う
で
な
け
祭
も
終
え
、
集
計
結
来
も
出

れ
ば
一
-十
ド
ル
。
非
会
H
H
の
て
い
る
。

幼
A
口
は
-
律
一

人
六

4
ド
ル
そ
れ
に
よ
る
と
"
最
も
プ

と
か
な
り
高
級
に
な
っ
て
い
レ
イ
さ
れ
た
T
V
ゲ
i
ム
機
内

る
。
な
お
出
版
社
の
場
合
は
は
ミ
y
ド
ウ
ェ
l
祉
の
「
ミ

別
に
出
版
社
パ
y
ジ
が
交
付

ズ

・
パ
ッ
ク
マ
ン
」
、
同
級

さ
れ
る
の
は
、
従
来
と
同
じ
に
フ
リ
y
パ
ー
は
パ
リ
l
社

第三経由11匝物認可

か
れ
た
も
の
で
は
初
め
て
の

も
の
。
会
合
の
あ
い
聞
の
位

食
会
は
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
(
向

う
停
は
首
郎
ワ
シ
ン
ト
ン

D

C
)
に
浮
か
べ
た
船
上
で
行

な
わ
れ
る
な
ど
、
楽
し
い
も

の
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

一
方
A
G
M
A
で
は
こ
の

ほ
ど
述
邦
通
信
委
員
会

(F

C
C
)
が
、
十
二
月
一
日
以

降
製
造
さ
れ
る
大
部
分
の
ゲ

ー
ム
般
に
彩
終
を
及
ぼ
す
命

令
を
出
し
た
、
と
発
表
し
て

い
る
。
命
令
に
よ
る
と
こ
れ

ら
の
機
械
は
販
先
さ
れ
る
前

に
、
必
ら
ず
F
C
C
の
指
定

す
る
ク
ラ
ス
A

-
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

-
デ
バ
イ
ス
の
げ
品
川

を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の

F
C
C
規
制
は
、
円

本
の
活
気
用
品
取
締
法
に
よ

る
規
制
と
よ
く
似
て
い
る
が
、

主
と
し
て
電
波
陣
容
を
抑
制

す
る
も
の
で
、
関
係
者
筋
の

郊
で
は
か
な
り
厳
し
い
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
A
G

M
A
で
は
メ
ン
バ
ー
を
対
象

に
、
こ
の

F
C
C
規
制
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ブ
y
ク
を
作
成

の
う
え
配
布
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る。

そ
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
本
筋

が
問
わ
れ
て
お
り
、
真
剣
に

こ
れ
に
取
組
ま
ね
ば
な
ら
な

い
|
!
と
新
局
耐
に
対
す
る

業
者
の
心
構
え
を
説
い
て
い

厳
し
い
将
来
に
備
え
て
方
針
立
て
よ

る
(
長
文
の
講
泌
な
の
で
越

米
国
セ
ガ
社

(本
社
ロ
サ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
も
し
従
旨
の
み
に
と
ど
め
た
)。

ン
ゼ
ル
ス
、
デ
ビ
ッ
ド

・
ロ
釆
ど
お
り
の
考
え
ト
刀
な
ら
将
な
お
同
会
合
で
は
セ
ガ
/

l
ゼ
ン
会
長
)
は
、
七
ガ

/

来

か
れ
ら
は
重
大
な
結
果
を
グ
レ
ム
リ
ン
社
新
製
品
な
ど

グ
レ
ム
リ
ン
社
製
品
の
デ
ィ
附
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
今
こ
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ス
ト
リ
ビ
ュ

i
タ
l
会
合

i

A
G
M
A、
本
部
で
理
事
会
聞
き

九
月
・
一
十
三
日
か
ら
二
十
プ

「

-
F
t

円
ま
で
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
近
く

『

4
3
F
L
:

コ
ピ
l
b

肉
路
院

の
う
コ
ス
タ
ホ
テ
ル
で
聞
い

Y
E
T
I
-
4
1〈
問

題
で

ふ
U
U
A

コ一"

た
が
、
こ
の
中
で
ロ
i
ゼ
ン

2
月
以
後
の

F
C
C規
制
に
は
ガ
イ
ド

会
長
が

「
十
学
路
に
立
つ
当

1

菜
作
」
と
題
す
る
濃
縮
を
行

米
国
の
A
M
機
メ
ー
カ
ー

な
っ
て
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
の
問
体
、
A
G
M
A
(ア
ミ

そ
の
テ
l
マ
は
、
米
国
の
ュ
l
ズ
メ
ン
ト

・
ゲ
i
ム

・

A
M
業
界
が
今
ま
で
ど
お
り
マ
ニ
ユ
フ
7
7
チ
ユ
ア
ラ
ー

の
や
り
か
た
か
ら
綴
れ
、
そ
ズ

・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン、

し
て
杭
締
約
に
消
資
者
志
向
本
部
パ

ー
ジ
ニ
ア
州
ア
レ
ク

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
と
ら
サ
ン
ド
リ
ア
、
ジ
ョ

l

・
ロ

な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
デ
ィ
ス
ピ
ン
ズ
会
長
)
は
九
月
十
円
、

ト
リ
ビ

ュ
i
シ
ヨ
ン
シ
ス
テ
本
部
に
て
役
員
会
を
聞
き
、

ム
は
終
り
を
迎
え
る
だ
ろ
う

ピ
ザ

・
タ
イ
ム
・
シ
ア
タ
1

1
1
1
と
い
う
も
の
。
こ
れ
ま

(P
T
T
、
ノ
ー
ラ
ン
・
プ

で
プ
l
ム
に
乗
っ
て
適
当
に
ツ
シ
ユ
、
平
ル
会
ぷ
)
入
会
を

拡
川
慨
し
て
き
た
オ
ペ
レ
ー
タ
認
め
た
ほ
か
、
コ
ピ
l
対
策

ー
に
と
っ
て
、
設
備
校
資
と
で
述
邦
検
-h
小
舟

(F
B
i
)

ゲ
l
ム
の
新
旧
・
父
代
を
ど
う

と

協
議
す
る
な
ど
大
き
な
成

う
ま
く
こ
な
す
か
は
大
間
組
以
を
ぷ
げ
た
。

岐
路
に
立
つ
業
界

ゲームマシン

と
く
に
F
B
ー
か
ら
の
特

別
代
狸
人
の
-
一人
は
、
A
G

M

A
と
F
B
I
が
T
V
ゲ
ー

ム
の
持
作
償
保
設
に
関
し
て

共
同
作
業
を
進
め
て
い
る
点

に
つ
い
て
述
べ
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ー
カ
ー
も
コ
ピ
l
ヤ
ー

に
対
し
て
刑
事
事
件
と
し
て

訴
え
る
よ
う
述
べ
た
点
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
な
お
米
国

内
に
お
け
る

コ
ピ
l
ャ
ー
な

い
し
徳
利
侵
持
者
に
対
す
る

共
同
歩
湖
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
洋

側酬は
、
追
っ
て
公
表
さ
れ
る

チ
定
で
あ
る
。

こ
の
役
M
M会
は
本
部
で
附

第202号
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る
。
ネ
ズ
ミ
三
町
一ア
ウ
ト
で

ゲ
l
ム
終
了
だ
が
、

一
定
得

点
以
上
で

ご
供
追
加
さ
れ
る
。

基
板
販
売
の
み
で
定
例
九

万
八
千
円
。

カ
l
」
が
、
附
ロ
ー
ラ
ー
ト

ロ
ン
(
本
社
東
京
、
森
英
一

社
長
)
か
ら
イ
一向
上
旬
発
売

と
な
っ
て
い
る
。

ル
が
洛
下
し
て
く
る
の
で
、

こ
れ
を
避
け
る
。
危
険
な
場

合
は
ボ
タ
ン
を
抑
す
と
、
ウ

y
ド
ペ
ッ
ヵ
ー
を
は
ね
飛
ば

す
こ
と
、
が
で
き
、
ま
た
チ
ー

ズ
(
パ
ワ
i
エ
サ
)
を
食
べ

る
と

一
定
時
間
だ
け
逆
に
ウ

ッ
ド
ペ
ッ
カ
ー
を
や
っ
つ
け

る
こ
と
も
で
き
る
。

な
お
ウ

y
ド
ベ
ッ
カ
l
は
木
の
枝
を

途
中
で
削

っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
部
分
は
通
れ

な
く
な
る
の
で
注
意
。
こ
う

し
て
十
府
の
家
全
部
に
う
ま

く
た
ど
り
省
く
と
次
の
バ
タ

ー
ン
へ
と
進
み
、
校
や
階
段

が
複
雑
に
な
っ
て
さ
ら
に
餓

し
く
な
っ
て
い
く
。

な
む
画
商
左
上
に
タ
イ
マ

ー
(
千
点
か
ら
減
っ
て
い
く
)

が
あ
り
、
タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー

に
な
る
前
に
十
郎
引
の
家
を
再

建
し
な
い
と
卵
が
ふ
化
し
て

ネ
ズ
ミ
一
限
ア
ウ
ト
に
な
る
。

パ
タ
ー

ン
終
了
時
の
残
り
タ

イ
ム
数
は
得
点
に
加
算
さ
れ

、，

らキツツキ

. 

ュー

こ
れ
は
木
の
校
が
階
同
市
状

に
な
っ
た
画
面
で
、
-
本
の
校

の
左
右
両
端
に
討
寸
剥
の
嘆

さ
れ
た
家
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

H

ウ
ァ
ド
ペ
ツ

ドベッカー」

-唱

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
カ

i
W
型」

朝
日

L
1
3
2
」

は
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
流
れ
る
。
両
機
種
と
も
ボ

タ
ン
を
抑
す
と
汽
笛
が
鳴
る
。

従
来
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
カ
i

シ
リ
ー
ズ
の
レ
l
ル
に
も
使

悶
可
能
。

両
機
税
と
レ
l
ル
(
五

・

三
日
×
閉
じ
、
木
製
枕
木
使

用
)
、
信
号
機

(
踏
切
)
、

小
屋
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の

仕
掛
本
セ
ッ
ト
で
定
価
二
百
十

万
円
。
な
お
カ
ラ
フ
ル
な

P

R
P
製
枕
木
使
用
は
こ
れ
よ

り
五
万
円
高
く
な
る
。

つ

旬、、

にオープン Y

木枝を削ってしま

な
し
に
受
差

i上

“ 

れ
キ
ツ
ツ
キ

カ
|
向
、が
卵
を
生
み
つ
け
て

い
る
。
こ
の
卵
が
ふ
化
す
る

前
に
ネ
ズ
ミ
を
操
作
し
て
そ

の
家
に
た
ど
り
つ
く
と
、
家

は
建
て
直
さ
れ
る
。
途
中
で

ラ
ン
ダ
ム
に
ウ
ッ
ド
ペ
ツ
カ

ー
の
攻
撃
や
上
郎
か
ら
ボ

l

ロムからビスまでy
(樹脂製・木製・金属製

すべてoK) 

株式会社

喝

「ウッ

町6

メ
ロ
デ
ィ、

汽
笛
っ
き

白
煙
、

目慮

国

何でも揃う

白
煙
を
な
び
か
せ
な
、
が
ら

走
る
レ
l
ル
走
行
式
乗
物
機

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
カ

l
w型
」

が
、
朝
日
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン

グ
側
(
本
社
大
阪
府
泉
南
郡
、

佐
原
十
郎
社
長
)
か
ら
十
月

初
旬
発
売
さ
れ
た
。

こ
れ
は
同
社

H

コ
ン
ト
ロ

ー
ル
カ
l
H
シ
リ
ー
ズ

(ゲ

ー
ジ
幅
二
百
五
十
J
)
に
「S

EL--oo」
と

「
D
L
|

3

2
」
と
が
ニ
述
式
で
新
し

く
加
わ
っ
た
も
の
で
、
前
機

種
と
も
走
行
中
に
燐
を
出
す

こ
と
、
制
御
機
機
構
が
従
来

は
リ
レ
l
方
式
だ
っ
た
の
を

I
C
回
路
の
採
用
に
よ
り
、

ス
ピ
ー
ド
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ローラートロンから

し
途
中
停
止
な
し
に
ス
ム
ー

ズ
に
二
車
両
が
走
行
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
が

特
徴
。「S

L
1
1
0
0
」
は
走

行
中
に
擬
音
が
出
る
。
「
。

ゲームマシン

.5、イヒし、
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喫
さ
れ
た
家
を
建
て
直
し

て
い
く
と
い
う
コ
、、
?
カ
ル
な

T
V
ゲ
l
ム
「
ウ
ッ
ド
ペ
ツ

コン トロールカーW!rl:SL'10明白と DL・82

コ
ナ
ミ
「
フ
ロ
ッ
ガ
l
』
を
T
V
機
か
ら

ボ
ッ
ク
ス
内
を
の
ぞ
き
込

み
、
凶
方
向

(
前
後
左
右
)

レ
バ

ー
で
カ
エ
ル
を
操
作
し
、

上
部
の

H

フ
ロ
ッ
グ
ハ
ウ
ス
げ

に
入
れ
る
と
い
う
ゲ
|
ム
。

途
中
、
行
き
か
う
事
を
避
け

て
横
断
す
る
道
路
、
ヘ
ピ
に

食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
進
ん

で
い
く
土
手
、
流
水
や
カ
メ

に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
飛
ぴ
移

り
な
が
ら
渡
っ
て
い
く
川
が

あ
る
。
」
部
の

ハ
ウ
ス
は
ラ

ン
ダ
ム
に
四
万
附
現
わ
れ
、

一
ヵ
所
に
カ
エ
ル
を
う
ま
く

入
れ
る
と
ボ
ー
ナ
ス
得
点
。

凶
ヵ
所
全
部
に
入
れ
る
と

一

パ
タ
ー
ン
ク
リ
ア
と
な
る
。

事
や
へ
ピ
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、

川
に
落
ち
た
り
す
る
と
カ
エ

ル
-
匹
、
が
ア
ウ
ト
に
な
り
、

三
匹
ア
ウ
ト
に
な
る
と
ゲ
ー

ム
終
了
。

下
部
の
脚
付
き
で
定
価
九

万
八
千
円
。

蛍
ザ光
?表
_，. -圃

vh刀て

じ方

引き

第202号

コ
ナ
ミ
鮒

(本
社
東
京
、

上
月
景
正
社
長
)
か
ら
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機
「
フ
ロ
ッ

ガ
l
」
が
十
月
初
旬
よ
り
発

売
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
コ
ナ
ミ
工
業
開
発

の
T
V
ゲ
l
ム
機

「
7
ロ
ッ

ガ
i
」
を
け
い
光
表
示
管
に

よ
る
L
S
I
ゲ
l
ム
化
し
た

も
の
で
、
ゲ
ー
ム
場
周
と
し

て
い
る
。
ゲ
l
ム
内
容
は

T

1982年12月1日

フロッガー

(lJ 

• 

• 

• 

• • 

• 

司量

• 

曲
目
の

ボ
タ
ン
を
押
す
と
そ
か
じ
ゃ
」
な
ど
。
作
動
時
聞

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
。

九
十
秒
、
ロ
ー
リ
ン
グ
し
な

曲
目
は
「
ア
ニ

l
ロ
l
り
|
」
、
が
ら
シ
ー
ソ
ー
の
動
き
を
す

「
ロ
l
レ
ラ
イ
L

、

『
エ
リ
る
。
{
延
長
四
名
。

ー
ゼ
の
た
め
に
L

、

「

村

の

定

価

六
|
八
万
問
。

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
っ
て
ペ
ン
ギ
ン
と

デビューグ

-高さ 1，020-
幅 43肋偽

・アジャスター付ーさ

・レバー，~ネル・コインシュ ー ターは、

オプションです。

組み込み例

大阪府東大阪市高井田本通5・2

まま06 783 636 2(i~) 

愉
快
な
シ
ー
ソ
ー

430-

「
ア
イ
ス
ち
ゃ
ん
」

シャトル トレイン

奥行き

好
き
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

座
席
部
分
の
ボ
ッ
ク
ス
は

ピ
ア
ノ
の
け
ん
悠
の
絵
柄
で

縁
ど
ら
れ
て
お
り
、
ボ
ッ
ク

ス
の
両
サ
イ
ド
に
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
い
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
を
つ

け
た
か
わ
い

い
ペ
ン
ギ
ン
が

い
る
。
ボ
ッ
ク
ス
中
央
部
に

ピ
ア
ノ
タ
ッ
チ
の
ボ
タ
ン
が

八
つ
並
ん
で
お
り
、
好
き
な

ペ
ン
ギ
ン
と
シ
ー
ソ
ー
を

す
る
定
置
型
釆
物
機
「
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ペ
ン
ギ
ン

・
ア
イ

ス
ち
ゃ
ん
」
が
、
東
洋
娯
楽

機
側
(
本
社
東
京
、
山
悶
俊

夫
社
長
)
か
ら
J
l

月
中
旬
発

売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
を

聞
き
な
が
ら
シ
ー
ソ
ー
を
楽

し
む
も
の
で
、
ミ

ュ
ー
ジ
ッ

ク
は
全
部
で
八
曲
の
中
か
ら

aE47 4市鄭~物認可

ミュージックペンギン・ アイスち。ん

議修理・改造に際しては電気用品取締法を遵守し ましsう

ゅ
あ
り
が
と
う
ご
広
い
ま
す
。

の
戸
が
山
山
る
。
標
準
十
力

μ

レ
|
ル
と
の
セ
ッ

ト
で
定
価

育
凶
十
万
円
。

バ
ッ
テ
リ
ー
カ

|

「チ
ピ

ッ
コ
ロ
ポ
」
は
コ
ン
パ
ク
ト

な
一
人
乗
り
で
、
コ
ミ
カ
ル

な
ロ
ボ
ッ
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
も
の
。
作
動
時
間
は
九
十

秒
で
、
作
動
中
に
ハ
ン
ド
ル

の
前
に
あ
る
パ
ト
ラ
イ
ト
が

点
滅
し
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流

れ
る
。
定
側
三
十
八
万
阿
。

定
町
血
型
「
シ
ャ
ト
ル
ト
レ

イ
ン
」

は
、
カ
ラ
フ
ル
な

S

L
が
ロ
ー
リ
ン
グ
を
し
な
が

ら
直
線
走
行
と

U
タ
|
ン
を

繰
り
返
す
も
の
で
、
そ
の
ス

ト
ロ
ー
ク
は
九
十
句
。
作
動

時
聞
は
九
十
秒
。
作
動
中
に

ホ
|
ン
が
鳴
り
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
流
れ
る
。
子
ど
も
二
人
乗

。
附け，定

価
八
十
八
万
円
。

r~商会|

側
ホ
|
プ
(
本
初
東
京
、
そ
の
う
ち
レ
|
ル
走
行
式
釆

小
野
定
良
社
長
)
で
は
第
別

物

機

(
Y
テ
ィ
パ
ス
」
と
パ

悶

A
M
シ
ョ
l
に
て
九
機
級
ッ
テ
リ

|
カ
l
「
チ
ビ
ッ
コ

の
新
乗
物
機
を
発
表
し
た
が
、
ロ
ポ
」
が
十
月
中
旬
か
ら
発

売
さ
れ
、
定
置
型
乗
物
機
「
シ

ャ
ト
ル
ト
レ
イ
ン
」
が
十
一

月
中
旬
発
先
と
な
る
。

レ
ー
ル
走
行
式
「
シ
テ
ィ

パ
ス
」
は
カ
ラ
フ
ル
な
パ
ス

切
替
可
能
。
非
常
停
止
ボ
タ

ン
や
パ
ン
パ

l
ス
イ
ッ
チ
付

き
で
安
全
。

な
お
オ
プ
シ
ョ

ン
の
音
声
ユ
ニ
ッ
ト
「
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
」
を
備
、
え
る

と
、
仰
い
ら
っ

し
ゃ

い
ま
せ
'

が
、
交
流
電
源
に
よ
り
レ
ー

ル
に
沿
っ
て
タ
イ
ヤ
走
行
を

す
る
も
の
。
パ
ス
は
大
人
ニ

人、

子
ど
も
二
人
の
計
四
人

が
ゆ

っ
た
り
と
鼻
持
率
で
き
る

大
型
で
、
作
動
巾
・
メ
ロ
デ
ィ

ー
が
流
れ
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

を
点
灯
さ
せ
て
走
る
。
一
回

レ
l
ル
一
周
ま
た
は
二
周
に

ミニフコップ

ゲームマシン

要6
5部 i
五を H
ル kI=ーこ
77己
主成

硬
貨
と
メ
ダ
ル
の
2
ウ
ェ

イ
で
投
入
枚
数
は

一
度
に
五

枚
ま
で
。
早
〈
完
成
さ
せ
る

ほ
ど
払
出
し
メ
ダ
ル
の
枚
数

が
多
く
な
る
(
二
枚
か
ら
三

十
枚
ま
で
)
。
ス
ト
ッ
プ
ポ

タ
ン
を
押
せ
る
印
数
は

一
枚

投
入
で
十
四
(
布
下
に
表
示

さ
れ
る
)。

定
価
こ
十
二
万
円
。

カ
ワ
ク
ス
か
ら

タイヤで走る

カず

も

ロ
ボ

A 4版 全195ベージ(1978年版と比較すると約2.7俸のポ リウムです)

捻せんできる米 ・カの遊園地(設議機械の明細など詳細に記述されてい ます}

総合評価によるトップ50のランキング

その他「珍 しい象物機』 などのリストもあります。

二のガイドブックはすべて英語で記述されております。 日本経版などの予定

はありません。

トルトレイン」

「ノ〈ス」

アミューズメント通信社720(?ETtm山九日16

戸メリ力の全遊園地位5ヵ所とカナダの遊園地

8カ所一一 それぞれの遊園地の内容を紹介しだ

最新版ガイドブックを、特別頒布します。頒布

価格(送料込み)はT冊3.000円。部数に限りが

ありますので、お早めにお申し込み下さい。

チピッコロボ

側
カ
ワ
ク
ス

(本
社
大
阪
、

川
楠
俊
太
郎
社
長
)
か
ら
メ

ダ
ル
ゲ
|
ム
機

「
コ
ス
モ
フ

ア
イ
タ
1
・
6
ガ
ロ
ン
」
が

十
月
中
旬
発
売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
電
光
点
滅
式
に
よ

り
ロ
ボ
ッ
ト
。

6
ガ
ロ
ン
。

を
完
成
さ
せ
て
い
く
ゲ
|
ム
。

ス
タ
ー
ト
ポ
タ
ン
を
捌
押
す

と
盤
聞
に
大
き
く
山
拙
か
れ
た

6
ガ
ロ
ン
の
周
聞
に
ラ
ン
プ

が
走
る
。
そ
の
ラ
ン
プ
の
中

に
少
し
大
き
目
の
ラ
ン
プ
が

六
側

{一如
、
腕
、
関
手
、
両

足
)
あ
り
、
ス
ト
ッ
プ
ボ
タ

ン
を
抑
し
て
六
ヵ
所
の
い
ず

れ
か
に
止
ま
れ
ば
、
そ
の
部

分
全
体
が
輝
く
。
こ
う
し
て

六
ヵ
所
会
絡
が
完
成
す
れ
ば

メ
ダ
ル
が
払
出
き
れ
る
。

レール式で

「シャホープヵ、ら

交流電源・

コスモファイター ・6ガロン

第202号

多

• 

• 

シティパス

1982年12月1日

*体重量

*内容

*注意
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(20) 第三鍋郷便物認可ゲームマシン第202号1982年12月1日第三低要事使物認可ゲームマシン第202号1982年12月1日(21 ) 

日本電動式遊技機

工業協同組合

業界側も自粛へ

主催:

• • 

" 
ーバ一規制に合わせ

ロザパチス
フィ

同
納
式
の
風
営
遊
投
機
メ

ー
カ
ー
を
中
心
と
す
る
臼
本

電
動
式
逃
投
機
工
業
側

(本

部
H
東
京
都
千
代
田
区
外
神

田
四
の
十
二
の
七
、
双
栄
ピ

ル
、
宮
二
五
七

1
0
0七
-
、

吉
武
辰
雄
理
事
長
、
組
合
員

数
十
七
社
)
で
は
、
東
京
会

場

(東
京
タ
ワ
i
ボ
ウ
リ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
)
は
十
月
二
十

八
日
と
二
十
九
日
、
九
州
会

場

(九
電
記
念
体
育
館
)
は

十
一

月

一
日
と
二
日
そ
れ
ぞ

れ
二
日
間
、

「
舵
オ
リ
ン
ピ

ア
マ
シ

ン
シ
ョ
l
第
二
回
」

を
開
催
し
た
。

こ
の
シ

ョ
ー
は
同
組
合
の

メ
l
ン
行
事
と
し
て
昨
年
か

ら
一
年
に

一
回
聞
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で、

回
胸

式
お
よ
び
副
転
式
の
風
営
機

(
オ
リ
ン
ピ
7
7
シ
ン
)
の

叫刷
機
踊
慨
を

一
堂
に
集
め
披
噌摘

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
健
全

性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

閲
憾
の
越
旨
。
今
回
は
テ
ー

マ
を
「健
全
娯
楽
へ

一
直
線
」

と
し
て
、
前
回
と
ほ
ぼ
同
数

の
出
展
社
が
小
間
展
開
を
し

た
が
、
会
場
ス
ペ

ー
ス
を
前

回
よ
り
も
大
一稲
に
拡
大
し
、

商
談
や
懇
談
が
ゆ
っ
く
り
と

ュ
l
ヨ
l
カ
l
」。

脚
瑞
秘

製
作
所
H

「
パ
チ
ス

ロ
ア
ド

バ
ン
ス
」

「
ア
ド
バ

ン
ス
パ

ー
ト

I
」
、
明暗
子
空
気
清
浄

総
「
ス
ー
パ
ー
ク
リ
ー
ン
」

、

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
(
非
会
員
)
・

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
販
売
1
「ア

メ
リ
カ
l
ナ

・
ボ
ー
ナ
ス
ウ

イ
ン
」

(
参
考
出
品
)、
「
ア

メ
リ
カ
l
ナ
」。

こ
の
ほ
か
関
連
機
銭
関
係

で
脚
ア
イ
キ
ョ
ウ
H
機
微
集

中
管
忽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ

ス
テ
ム
、
叫脚
大
山
別
製
作
所
H

紙
幣
計
数
機
、
出
帆
貨
計
算
機、

メ
ダ
ル刊問
機、

山川ト
l
ケ
ン

H
各
綬
メ
ダ
ル
や
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
な
ど
の
販
促
用
品
、
仰

マ
ル
信
産
業
H
各
位
メ
ダ
ル
、

附
U
S
S方
式
自
動
補
給
工

事
H
H
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム

が
そ
れ
子
れ
出
品
さ
れ
た。

メ
ダ
ル
の
価
格

m円

に
全
国
統
一
の
気
運

現
夜
、
回
胸
式
お
よ
び
回

転
式
の
風
営
臨
時
(
オ
リ
ン
ピ

ア
マ
シ

ン
)
は
、
昨
年
に
比

べ
約

一
万
五
千
台
噌
加
し
全

国
で
瓦
万
二
千
五
百
台
が
稼

『咽..... 

で
き
る
よ
う
配
市
略
さ
れ
た
。

悶
シ

ョ
ー
に
は
商
会
場
合
わ

せ
て
延
べ
約
千
二
百
人
が
訪

れ
た
。

メ
ー
カ
ー
叩
社
含
め

叩
社
が
ず
ら
り
展
示

展
示
会
場
で
は
風
益
出
械
の

メ
ー
カ
ー
十
社
、
そ
の
発
売

元
五
社

(
メ
ー
カ
ー
と
発
売

元
は
同

一
小
聞
で
出
展
)
、

関
迷
機
穏
メ
ー
カ
ー
五
社
の

計
二
十
社
が
会
場
の
鐙
に
沿

っ
で
ズ
ラ
リ
益
ん
だ
形
で
出

展
。
出
品
さ
れ
た
風
営
機
は

三
十
三
機
栂
で
、
そ
の
う
ち

二
十
一
機
種
が
嵐
山
国
機
緩
認

定
済
、
十
二
機
輔
闘
が
認
可
申

請
中
の
た
め
参
考
出
品
と
な

っ
た
。
今
日
の
展
示
会
で
特

徴
的
な
の
は
、
パ
チ
ン

コム口

の
大
き
さ
の
小
刷
出
、
い
わ
ゆ

る
パ
チ
ス
ロ
タ
イ
プ
の
出
口聞

が
全
機
縁
中
八
割
以
上
を
占

め
、
前
回
で
約
半
数
だ

っ
た

の
に
比
べ
る
と
大
幅
に
繕
え

た
こ
と
だ
。
し
か
も
新
製
品

の
す
べ
て
が
パ
チ
ス
ロ
で
、

各
メ
ー
カ
ー
と
も
現
在
は
従

来
の
よ
う
な
大
型
の
も
の
を

• • 

開
発
す
る
怠
図
の
な
い
こ
と

を
ほ
の
め
か
し
て
お
り
、
こ

の
こ
と
は
こ
w

二

年
の
聞
に

同
業
界
の
市
場
は
、
パ
チ
ス

ロ
が
完
全
に
主
流
と
な
り
定

着
し
た
こ
と
を
裏
づ
け
て
い

A
V

。ま
た
山山
国問
機
秘
中
二
機
種

の
み
が
回
転
式
で
、
あ
と
は

す
べ
て
3
リ
l
ル
五
ラ
イ
ン 高砂官E器産撲と間社製品総発売元のバイオ=ア(写真左)、尚球祉{右)の小間

方
式
の
岡
胸
式
風
営
機
。
各

社
の
主
な
展
示
内
容
は
次
の

と
お
り
。

倒
オ
リ
ン
ピ
ア
物
産

1
「プ

レ
イ
ガ
l
ル」

「カ
ー
ニ
バ

ル
」

「ス
ー
パ
ー
ォ
リ
ン
ピ

ア」

「オ
リ
ン
ピ
ア
セ
ブ
ン
L

。

側
共
和
科
学
機
材
H

「
ク
イ

ン
ト
ス
タ
l
」
「
ニ
ュ
ー
ト

ラ
イ
ス
タ
l
」

(
い
ず
れ
も

参
考
出
口
問
)
、

「
ロ
イ
ヤ
ル

ス
タ
l
」。

サ
ミ
l
工
業
側

H

「
エ
ン
パ

イ
ア」

、
メ
ダ

ル
貸
機
。
山
側
尚
球
社
H

「パ

チ
ス
ロ
ナ
イ
ト
」

「パ

チ
ス

ロ
ナ
イ
ト
日
型」

。
官
向
砂
篭

総
館
一業
側

・
州
側
パ
イ
オ

ニ
ア

H

「セ
ブ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」

「ス

ー
パ
ー
セ
ブ
ン
」

「
ス

ー
パ
ー
ス
タ
l
」。

東
京
マ
パ

プ
コ
側
・オ
ス
カ
l
物
産
側
・

千
里
遊
機
州側

(非
会
員

)
H

「バ
イ
キ
ン
グ
」

「ダ
ニ
l

ポ
l
イ
ス
ペ

シ
ャ
ル
」

「ダ

ニ
|
ボ
ー
イ
」

「ポ
プ
キ
ヤ

y
ト
」。
日
活
興
業
側
H
「パ

ル
サ

|
」
。
側
マ

ッ
ク
ス
製

作
所

・
州
側
マ
ッ
ク
ス
商
事

l

「ポ
ナ
ン
ザ
」

(参
考
出
回聞
)、

「
オ
リ
ン
ピ
ア
シ
カ
ゴ
」
「シ

リ
ア
ス
」

「
オ
リ
ン
ピ
ア
ニ

帥糊
し
て
お
り
(
七
月
現
在
の

轡
察
庁
調
べ
)
、
そ
の
う
ち

パ
チ
ス
ロ
型
が
約
七

O
%を

占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
小
型
軽
誌
で
低
価
絡
、

し
か
も
従
来
機
と
比
べ
放
隊

が
少
な
い
パ
チ
ス
ロ
の
登
場

で
、
オ
リ
ン
ピ
ア
マ
シ
ン
の

市
場
は
パ
チ
ン
コ
と
の
併
設

と
い
う
形
を
中
心
に
大
き
く

• 

同展示会でただ 1社回転式を出品Lた共和科学磁材{左)、 自活興察{右)の小限

サミ ー工換は7月のプライベートショーで発表Lたrヱンパイ7jを展示。

同績はドラム停止時のプレがないなど高性能畿として注目を集めている機種

育

っ
て
き
た
が
、
そ
の
反
面
、

認
定
機
種
を
よ
り
射
撃
性
の

強
い
も
の
に
改
造
す
る
な
ど

の
恋
貨
な
業
者
も
出
現
し
た

た
め
、
笹
山祭・
打
は
規
制
に
乗

り
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
同

組
合
で
は
現
復
、
組
合
内
で

東京会場小間配置

I~イ

オニア
E褐穂尚球社

心

日i舌
興業

正lA

科
学

共
和

a 

ユニバーサル販売の小聞では、メーカーのユニバーサルとともに出展。従来の
「アメリカーナ」の改良版 rアメリカーナ・ボーナスウィン』を参考出品した

ペ
イ
ア
ウ
ト
率
や
、ボ
ー
ナ
ス

ゲ
l
ム
の
凶
数
寺
ど
統

一
し

た
も
の
を
設
定
す
べ
く
検
討

し
て
お
り
、
自
主
的
に
進
法

に
徹
す
る
と
い
う
組
合
設
立

の
趣
旨
を
再
度
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
不
健
全
般
楽
と
あ

く
ま
で
一
線
を
画
し
て
い
く

姿
勢
を
強
調
。
そ
の
た
め
今

凶
の
テ
!
?
を
「
健
全
娯
楽

へ
一
直
線
」
と
定
め
た
も
の。

も
う
ひ
と
つ
の
同
業
界
の

線
組
は
メ
ダ
ル
料
金
が
全
国

不
統
一
な
こ
と
で
、
メ
ダ
ル

一
枚

f
円
の
県
、
二
十
円
の

県
と
府
県
別
に
ま
ち
ま
ち
な

状
態
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

パ
チ
ス
ロ
業
界
で
は
、
会
図

す
べ

て
メ
ダ
ル

一
枚
二
十
円

に
統

一
し
よ
う
と
い
う
動
き

が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

同
組
合
で
も
こ
の
問
題
を
重

要
視
し
、
こ
れ
ま
で
当
局
と

の
話
合
い
を
積
極
的
に
進
め

で
き
て
お
り
、
徐
々
に
統

一

の
方
向
に
向
か
い
つ
つ
あ
る

の
が
現
状
。
一

枚
二
十
円
地

区
は
現
在
、

一
郎

一
道
二
十

三
県
と
な
っ
て
い
る
。

サ
ル

ユ
ニパ
|

。

オリンピ
ア物産

サミー
工繁

。

関連

会社' 受付

+-
入口

。
パ
ブ
コ

東
京

-価値あるこユーマシンをディストリビュートするグ11ト基板登場/驚異のクレジツ

アイスちゃんポールポジションフィッシングDP-13 セガ・両替機
• • 

自由にメロディを選んで

ペンギンとシーソー遊び

スタートからゴールまで

レース展開そのまま/

魚釣りのスリルと醍醐味

今までにないTVゲーム

*3C機能(クリア・チェ ック・キャンセル)によ

リ"硬貨づまり"“糸釣・針金"“電子ライター"

等のトラブル、イタズラをシャッ トアウトします。

*ブザー断続奮は自動復帰で、発生時間[;1:鈎益可能、

設定時間内で自動的に停止します。

*ディップスイッチを切換えるだけで1-3紋の硬貨

投入枝数に応じて 1クレジットの明換ができます。

:スナイパー.

-
台
で
両
替
と
メ
ダ
ル
貸
出

し
が
で
き
る
多
目
的
型
/

"・".".マ・・...• ..• • • • • • .. •. •. • • • .• .. .， .. ... . .・0・・ . •. • • • • • .• .• . • • • • • • • • ..・・0・0 ・e 

:卜ーエイ】
-画面反転はコヰヲ

ターのワンタッチ

差換え/

・水平・垂直の位置・

娠幅・同期調整、

すべてOK/セン

タ一位置決めが簡

単です。

:パルサーmI
弘r・1硬貨1-6ク

レジッ トがカ

ウントでき、

しかも硬貨連

続投入可能y

i涜送速を笈受芝五日~J

(香パーツは最高級品令使用)

ギャラガタイプ操作パネル

ICE-CHAN 
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総l
SEGA NEW DISPENSER 

RI3霊童置⑤ • • 
M，I.Pはこのような仕事をしています。

寄種ゲーム留品販売・書温錨造作察

書置本体、加エ、修理・番電電子機

僧位置+、創造、圏直亮など、ゲーム畿

に関するあらゆる楓践に応じます。

14.18.20'型

.泊先大型金庫粋はアメリカでは常識
三和銀行橿原支盾

当座3067 3 7 

振込先

株式会社M.I.P....古市tiJII青ゴ三liIUト111
811 181179・有限会社芝エンジニアリング
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本
の
お
、
昭
和
九
年
生
れ

一

三
人
の
虫
、
紘
一
後
は
円
阿
部

H

VF

一山
山
般
の
『
舎
物
交
遊
録
』
で

a
f
d

一
あ
る
。

一

と
舎
い
た
と
こ
ろ
ま
で
で

一
三
週
間
縫
っ
ち
ま
っ
た
ぜ
。

一

全
然
書
く
こ
と
が
出
来
な

一
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
さ
。

-

だ
ら
し
ね
え
品
だ
よ
な
。

一

晩
秋
の
あ
る
い
は
初
冬
の

一
冷
た
く
鋭
い
防
射
し
が
務
紫

号

一
L
A
r
-
mの
ご
く
小
さ
な
先
制

2
一
の
ま
る
で
毛
細
胤
符
の
よ
う

川
一
な
や
つ
が
胤
に
従
え
で
絡
み

第

一
あ
っ
て
い
る
彩
を
く
っ
き
り

一
と
地
面
に
映
し
て
い
る
の
と

同

一
同
じ
よ
う
に
長
部
に
つ
い
て

月
一
は
書
け
そ
う
生
気
が
し
て
い

2
一
た
か
ら
最
後
に
ま
わ
し
た
の

年

一
だ
が
何
処
か
ら
手
を
つ
け
て

2
ゆ
こ
・7
か
迷
路
に
は
ま
り
こ

鈎

ん
じ
ま
っ
た
よ
う
で
分
ら
な

1
く
な
っ
ち
ま
っ
た
。

ま
、
い
ち
ば
ん
川崎
い
の
は

身
辺
の
後
四
一が
つ
か
な
い
こ

と
で
は
あ
る
の
だ
が
ね
。

ゲームマシン第202号(23) 

本

の

言言

⑤ 

机
と
い
っ
て
も
芯
気
仮
継

を
阿
季
を
逃
じ
て
使
っ
て
い

る
の
だ
が
、
こ
の
上
に
版
刷

川
紙
を
載
せ
る
均
所
が
な
く

な
っ
ち
ま
っ
た
勿
治
、
片

づ
け
れ
ぽ
す
む
こ
と
だ
が
、

片
づ
け
る
踊
場
所
も
か
ら
っ
き

し
見
当
ら
ね
え
ん
だ
よ
。

格
好
を
つ
け
て
一
応
机
と

一
百
わ
し
て
貧
う
け
ど
、
机
の

周
辺
に
は
ひ
と
一
人
座
れ
る

だ
け
の
空
間
以
外
は
全
部
が

ら
く
た
が
天
井
ち
か
く
ま
で

う
ま
っ
ち
ま
っ
て
い
る
ざ
ま

だ
し
、
似
随
時
阪
の
上
は
ど
う

か
と
い
う
と
、
い
っ
と
う
縦

に
ラ
ジ
オ
カ
セ

y
ト
、
そ
の

械
に
こ
け
し
と
え
む
こ
が
で
.

つ
四
つ
並
べ
で
あ
る
は
ず
な

の
だ
が
座
る
こ
と
が
出
来
る

場
所
か
ら
は
も
う
殆
ん
ど
見

え
ね
え
や
。

ラ
ジ
カ
セ
の
手
前
に
門
松

の
よ
う
に
平
綴
み
の
本
の
賂

が
ふ
た
つ
お
っ
立
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
暇
に
ま
か
せ
て

数
え
て
み
た
ら
両
方
と
も
・

F

-

t数
鵬
川
も
あ
っ
た
ぜ
、
門
般

の
点
中
の
空
間
か
ら
手
を
の

ば
し
て
ラ
ジ
カ
セ
の
ス
イ
ッ

。

。

p 
。。

。ι
、、、

チ
と
か
ダ
イ
ヤ
ル
を
操
作
出

来
る
と
い
う
わ
け
だ
が
、
こ

の
川
ハ山叩
の
空
間
に
も
今
や
ラ

ジ
カ
七
の
刈
さ
ぐ
ら
い
に
は

税
川刊
さ
れ
て
い
な
い
ス
ク
ラ

ッ
プ
と
メ
モ
が
つ
ま
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

門
松
の
械
に
は
ア
ラ
ー
ム

つ
き
の
ク
オ
l
ツ
の
時
計
、

エ寸
前
に
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
か

マ
ジ
ッ
ク
と
か
ナ
イ
フ
と
か

鉄
、
ラ
イ
タ
ー
が
門
松
の
方

へ
州
し
や
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
無
数
に
あ
り
、
そ
の
上
に

モ
ン
プ
ラ
ン
の
例
の
太
い
万

年
前
が
五
本
の
つ
か
っ
て
い

る。

。

こ
の
万
午
前
を
教
え
て
く

れ
た
人
は
編
集
を
業
と
す
る

人
で
あ
り
、
こ
の
人
に
は
教

え
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
お
く
こ
と
だ
け
で
は

な
く
て
生
き
る
こ
と
す
な
は

ち
食
べ
る
こ
と
か
ら
こ
の
人

は
教
え
て
く
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
l
プ
の

パ
ン
か
ら
ト
ア

・
ロ
ー
ド
の

デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
か
ら
本
で

だ
け
し
か
知
ら
な
か
っ
た
も

の
を
、
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
l
プ

引
H出)

 

γ
'
n
υ
 

H

V

M

刊

の
υ

β

u

。
Oeフ

。

ま
っ
て
る
と
こ
ろ
へ
、
後
の

そ
分
の
一
が
ど
う
か
と
ゅ
う

と
、
左
側
へ
は
小
さ
な
徐
に

川
必
須
と
湯
件
、
お
側
へ
は
以

皿
.. つ
、
ひ
と
つ
は
級
殺
を

入
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
と

つ
は
水
を
入
れ
て
あ
り
級
般

の
火
を
消
す
間
に
あ
て
て
い

る
も
の
だ
。
こ
れ
で
俺
は
結

構
要
心
深
い
と
こ
ろ
も
あ
る

の
だ
ぜ
。

と
な
る
と
、
盆
と
灰
皿
ふ

た
つ
の
聞
に
し
か
あ
い
て
い

る
場
は
な
い
の
だ
が
'』
れ
は

.
体
何
十
手
方
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
あ
る
の
だ
ろ
・
J
。
と
に

か
く
原
縮
刷
紙
の
ト
.
下
分
が

辛
う
じ
て
の
つ
か
る
だ
け
し

か
な
い
の
さ
。

で、

Z
H物
交
遊
録
』
だ

が
、
M

門
を
浮
く
か
に
つ
い
て

は
い
さ
さ
か
の
迷
い
も
な
い

の
だ
が
、
知
何
に
4
A
U

く
か
に

つ
い
て
千
千
思
い
乱
れ
て
い

る
と
い
う
わ
け
さ
。

平
野
ぷ
が
必
見
順
に
つ
い

て
H
H
い
た
よ
う
な
、
ね
ち
ね

ち
と
ま
さ
に
同
じ
よ
う
い
同

じ
時
代
を
生
き
た
人
が
同
じ

よ
う
に
同
じ
時
代
を
生
き
た

人
に
つ
い
て
そ
の
気
分
の
般

に
つ
い
て
微
分
積
分
し
て
ゆ

く
や
り
方
に
も
大
い
に
誘
感

を
感
じ
も
す
る
の
だ
が
、
俺

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
体
質

の
ほ
う
か
ら
言
っ
て
ど
う
も

平
野
ほ
よ
り
は
伊
必
幣
の
ほ

う
に
税
近
感
を
も
っ
団
ゅ
う
で

ど
う
も
あ
そ
こ
ま
で
粘
っ
こ

く
せ
ま
れ
ね
え
じ
ゃ
ね
え
の

か
と
い
う
気
も
す
る
。

こ
の
問
、

T
・
V
で
『
託

つ
の
銅
貨
』
を
ま
た
や
っ
て

た
の
だ
が
、
あ
の
な
か
で
、

ダ
ニ

l

・
ケ
イ
が
や
っ
て
い

た
、
レ
ッ
ド

・
ニ
コ
ル
ス
が

ま
だ
無
名
の
頃
、
ク
ラ
プ
に

入
っ
て
行
く
、
中
で
演
炎
し

て
い
る
サ

y
チ
モ
の
ベ
ッ
ト

を
聞
き
に
行
く
の
だ
が
、
ニ

コ
ル
ス
は
サ

y
チ
モ
の
ベ
ッ

ト
を
聴
い
て
い
る
問
に
状
州
問

中
山
米
な
く
な
り
、

コ
ル
ネ
ツ

.1軍事圃は本社また

は、営機所宛に

力?ロデ~ごE書

家下さい. 

. ο 。
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時代

直重量E電子セレクター810-E

あらゆる角度から研究しつくしましだ。

イタズラ・不良疑貨から解直覧されます.

コインセレクター!こ顕を痛める穆r~無くféj:りましだ。

-電気的接続仕様

-特長

従来のセレクターとの互魚住も確保してあります。

メ力機構では限界のあった選別微調障を思いきって電

子化。

従来のイタヅラ(1¥リガネ、糸ツリ)を完全シャット

ヨコウト。

〈外部講手〉

司.4状態および入出力信号条件

II!I出眠時し、fl:1.!回、個入程調しE冒に珂して1<1、
.J.:!Z出掛!こ棉る尭明害事ガ出掛公告され疋織に滋

1:唖3に崎薗壷奄踊京し‘a:"涯に彊ヲミき使用を

量レ止抑e.nることにも1<1りa:'1ので万万るコピ
・儲0>園入悟周を1<Jeらぬよう軍吉盟しま'1.

包窃7草7月

実

• 、ミ
矢
飛
園
方

に
つ
い
て
は
吉
岡
健

一
が
、

デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
に
つ

い
て

は
生
品
約
郎
が
『
追
い

つ
め

る
』
の
な
か
で
ふ
れ
て
い
て

ど
ん
な
山
な
の
か
し
ら
と
気

に
は
し
て
い
た
の
だ
が
、
本

当
に
そ
の
怖
に
辿
れ
て
い
っ

て
く
れ
た
の
は
そ
の
編
集
の

人
で
あ
っ
た
。

と
り
あ
え
ず
太
い
モ

ン
プ

ラ
ン
を
一
本
も
と
め
て
こ
れ

で
も
汚
い
で
み
る
と
指
が
楽
で

あ
っ
た
。
金
色
と
銀
色
、

て

色
の
ペ
ノ
先
の
デ
ザ
イ
ン
に

も
少
が
あ
っ
た
ぜ
。
後
の
四

本
は
と
い
う
と
間
山
総
川
の

地
ド
衡
を
通
り
か
か
っ
た
時

に
輸
入
品
を
安
く
光
っ
て
い

る
成
が
応
じ
ま
い
を
す
る
と

こ
ろ
で
、
州
本
ま
と
め
で
は

え
ば
も
っ
と
安
く
す
る
と
い

う
の
で
、
偶
偶
そ
れ
を
買
え

る
だ
け
の
待
ち
あ
わ
せ
が
あ

り
衝
動
買
い
を
し
た
ま
で
の

こ
と
で
あ
る
。

ラ
ジ
カ
セ
、
こ
け
し
、
時

計
、
本
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
消

し
ご
む
、
鉛
市
、
鉄
、
ナ
イ

フ
、
万
年
拙
い
な
ど
で
ゅ
う
に

帆
の
J

一
分
の
ご
を
市
め
て
し

• • 
(電源用績予}

入力ov 
2 {電源周鳴子}

3 (111811信O号UT周鳴子) 出力

1E貨が通過した喝合、内部トランジス?が場通状惣と

主る.(100m.全50ms問、1.5V以下}ぜれ以外は、カッ

争現rフ状線である.

a (織~IJj害G号ND周精子) 内部にてov(喝源問鵠干)に接続されている.

ー
信頼と技術のふれあい

a 代置殿"噴安

謹告
白蝿皿111易局守瞳[費値E島町り鼠Cありがとうござ

い:J.".電予官レヲヲ-81かE隊、主陣由d-U西

国防Il!・cコさ‘特許、薬局職輩、.I!i'ーを開腕泊
して串申、その-all<I、 fiに車線車d-U公輔さn、

工lI\晶司曜にぶつて保温enて語りさ~'1.
市円と同じ倒置のコピー畠モ正当E曜引も匂し巳

メカ+

コインの種類 外径(mm) 厚さ (mm)

￥500 26.5φ 1.8 

￥100 22.6O 1.7 
」

企上記の磯績の硬貨を遊択して下車い.

〈セレ7?-肉節〉

-錦子説明
耳石一名 線

l+SV 

1 . 

2. 

3. 

1野!性!の!キiビiシiサkこ!チル!レ!ンiジ/.~
卜
を
と
り
出
し
て
ひ
と
吹
き

a
m
い州

の
4
rを
い
れ
る
。
サ
ッ
チ

モ
は
川
刷
初
は
ち
ょ
っ
と
悦
冴

そ
う
な
而
仰
で
ニ
コ
ル
ス
の

ほ
う
を
そ
の
悦
紛
で
傑
す
よ

う
いい
迫
う
。
ニ
コ
ル
ス
が
そ

れ
に
応
え
る
よ
う
に
二
回
、

で
一向
と
コ
ル
ネ
γ
ト
で
合
開

を
お
く
る
。

今
度
は
サ
ッ
チ
モ
も
確
り

と
そ
れ
を
受
け
と
め
な
が
ら

イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ

l
シ
ョ
ン

を
は
さ
み
な
が
ら
幽
の
縞
炎

を
逃
め
る
。
そ
う
し
て
ニ
コ

ル
ス
へ
郷
台
に
あ
が
れ
と
身

似
り
で
-
ぶ
す
。

ニ
コ
ル
ス
は
A
ぷ
日
曜
の
よ
・
ヲ

に
途
切
れ
途
切
れ
に
コ
ル
ネ

ッ
ト
を
吹
く
の
で
は
な
く
滑

ら
か
に
勿
論
リ
ズ
ム
に
の
り
、

コ
ル
ネ
ッ
ト
の
音
を
持
続
さ

せ
な
が
ら
舞
台
に
の
る
。

そ
こ
で
サ

ッ
チ
モ
と
ダ
ニ

1
・
ケ
イ
は
百
年
も
の
州
知

の
間
柄
で
あ
っ
た
か
の
よ
う

に
ぴ
っ
た
り
と
息
が
あ
っ
た

悩
炎
を
続
け
で
ゆ
く
、
サ
γ

チ
モ
の
ひ
と
吹
き
の
後
の
ニ

コ
ル
ス
の
ひ
と
吹
き
は
サ
y

チ
モ
へ
の
M
M
酬
明
と
暖
か
い
批

評
が
こ
め
ら
れ
て
い
て
、
ニ

コ
ル
ス

の
後
の
サ
ッ
チ
モ
の

ペ
ッ
ト
の
音
に
は
、
お
い
若

い
の
な
か
な
か
よ
く
や
る
の

じ
ゃ
ね
え
か
、
だ
が
、
あ
そ

こ
は
こ
う
や
っ
た
ほ
・
?
が
よ

く
は
な
か
っ
た
の
じ
ゃ
ね
え

か
よ
。
と
い
う
窓
が
汲
み
と

ら
れ
る
。
そ
の
慨
に
、
両
方

と
も
、
そ
う
そ
う
そ
の
骨
、

そ
の
刊
、
そ
う
だ
、
そ
の
リ

ズ
ム
だ
。
俺
が
保
し
で
た
の

は
そ
の
脅
だ
っ
た
の
さ
、
ま

っ
た
く
、
俺
た
ち
と
き
で
は
、

ぴ
っ
た
し
だ
ね
。
こ
ん
な
演

奏
は
廃
れ
て
こ
の
か
た
始
め

て
だ
よ
。
に
な
る
の
だ
が
、

俺
と
し
て
は
必
評
と
い
う
の

も
こ
う
い
う
共
合
に
ゆ
か
ね

え
も
の
か
な
と
汚
え
こ
ん
で

し
ま
っ
た
ね
。

-モグリのテクニックと光るパワーヱサによるスー

I~ーマン変身が敵を反撃するチャンスf

・フルーツをうまく取れば得点、UP!

-ひたすら、i永〈γこれがスイマーのスヒ勺ット。

・~木や俊いかかる怪物たちをかわしながら、

宝島をめt5すのだ。

2
W
A
Y
-
電
光
点
滅
式
で

シ
ッ
ク
ス
ガ
ロ
ン
を
完
成
/

6ガロン

• • 

一
三
二
倒
の
ラ
ン
プ
だ
け
を

使
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
l
ム

パルコム

ク
レ
ジ
ッ
ト
式
の
T
V
ビ
ン
ゴ

占
有
カ

i
ド
3
枚
ま
で
級
官
川
却
傍

ロイヤルライン

2
 

1
 
1
 
1
 
1
 

j
h
I

一一1
1

ウィーンの馬

いらっしゃいませと戸を

かけるイタリア製の乗物

• • 
ぷ鈴

、

• 

SIX GALLON BALCOM 

マ95-1836

ROYAL L1NE 

ヲヲスJJ 検武舎富士

V1ENNA 

@ 

CAVALLO 

• • ー

テーカン・オリジナルTVゲーム

「スイマー」に、この夏、注目/.'8115T 株式S寸 -tJ;;;J
飯売本部/〒101東京信千代国区神田京総下町41書 鎗

TEL (03)256・0371 TELEX: ..J27174 TEHKAN 
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一富市川一
一発一

一新一
VIDEO BINGO 

Squares™ 
新しいゲーム感覚を

ビデオに盛り込んだ

新しいゲーム庁

マ ジ

1 Credit 5 Credits 10 Credits 

今、ヨーロッパ中で

新しいアミューズメントゲームとして

静かなブーム進行中。

so CredilS 

2曲 C問dits

MODEL: 
MS・500/BT 5帥 Credits650，“ 

W 90σ%， 
o 560，面、
Wt. 60kgs 可;'95-1878

メダルゲーム犠の惣糧運営につきましては rメ

ずルゲm ム渇iI営基準」を守ってご使用下さい。

販売后 ミクマ産業側

傭1ステフアノ商会

骨量サンレオ高会

宮城島商会

(06)354-0223 
(045)324・1511
(045)622-5954 
(05597)8・6739

御問合せは、営難語大江・谷口まで

Tel. (045) 623・5711

..&糊tリZAENTE~P~ISE$. LTO~ 
横浜市中区新山下 3丁 目3番43号 新ポナンザピル

西ドイツ生まれ。 ライセンス許諾て¥

ボナンザより 製造販売。

次期ボナンザ新製品までの限定販売品グ

ロイヤルマージャン

TV麻雀の最高傑作

クレジッ卜方式プラス

ダフルアップゲーム

マ95-2194大森電気

Jlf 

GOLDEN 9 
コールデン

カフ+ジョーカー

ニュータイプのゲーム

'ii'95・2194 大森電気

ミクマ産 株式会社
〒534 大阪市都島区東野田町4・4・3TEL 06・354・0223

メダルゲーム機内数百E運営につきましては rノダルゲーム場運営器準」を苛 勺てご使用下さい.

-・・・・紙 幣識別機・・・・・

アーダック

BILL ACCEPγOR 

MODEL:CAT 
JN-ll000 

ボナンザ製

• 

• 

• 

• 

@ 

• 

• 

• 
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関西起商 干534 大阪市都島区都島中通3・5・17

TEL 06-925-0566 

名古屋ジューク掛〒468名古屋市天白区実自町島国幽尺手3166

TEL 052-804-0755 

欄アトム 〒543 大阪市天王寺区上汐町6・2・13

TEL 06-779-0664-5 

午や篤や羊に

命をかけるカウボーイ。

ウJレフが鑓う、フロック11
'1sJlIlをする、役げ縄で鱒えろ/

右をぶつけろ!!腕一本の勝負に勇

の野性がよみがえる.気分はすっかり

エキサイト もっともハイブローで、
もっともシンプルなウエスタン
ゲームの決定版.

-圃.
-ー があι.~- 'j: 

• 
で〈/:ご・ 4

i._' ・
， 

械 武
on 

干532 大阪市港川区東三国6T自 1番 45号
TEL.(06)396-1621 (代)TELEX. 5236785 SNKCO J 
東京宝庫 官(03)866-6175
福岡営業所宮(092)4ヴ1-8612-3
青森 営業所 n(O1 752) 2 -7 7 8 0 
東大阪営業所宮(0ワ29)65-0533

大宝産業
干550 大阪市西区商事自江1・11・18第三サクラピル

TEL 06-533-1372 

、司四回'"

テーブル

(ボディ) 18インチ

14インチ箪体も

好野発売中/1

楽しくゲームをプレイするには、やっぱりボディが肝心。オベレー

ターとプレイヤーの声をいかしてつくられた機能重視の隻体です。

0完全実装、配線済でお手持ちのさ基本及がすぐに使えます。

0モニターは14インチ、 18インチで交換可能。たて、ょこ兼用です。

0コン トロールパネルは、 一般標準型。

O レバーは、 2・4・8方向兼用。

0ダブルコインセレクターは取付可能(1ケは メクラ板)。

。中間コ ネクターは60ピン をイ吏用。

。大型基板も収納可能。

0電源容量もアッ プ(6A)

仕機 :横/860棚、奥行/560..'"、高き/610-76か鴨、重量/55*'1

容量刈OOV: 100-200W、取付可能基板/350帥 x440.wx9かm

同 町 淘 飯 野 圏 内 町 制 白.... 回 Mac抽輔

アイレム株式会社
CORPORATIO闘

.*栓/大阪府松原市西大塚1丁目3番29号 TEL0723(32) 4751 (販売部)
3-29.Nishiotsuka I-Chome. Matsubara. Osaka. 580 
Phone 0723(33)5451 Telex63074 IREM 

.東京販売/東京都台東区池之端2丁目 4ー 16 TEL 03 (824) 2601 (代表)

・松原工場/犬阪府松原市西大塚1丁目 5-16 TEL 0723(36) 1174 (サービス部)
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leading manufacturer responsible 
the overall video game business 
Japan. Taito intends to further pursue 
other piraters and take countermea. 
sures against them. Taito is additional. 
ly proceeding with a few other suits 
against copiers， incJuding ones wh.ich 
are based only on the Copyright Law 
Examination of these suits has tin. 
ished， and await only decisions. In the 
near future， judgements based on the 
Copyright Law will be passed. 

Since Taito's “Space Invaders" 
also copied by companies other 
Uko Enterprises， it was an. 

nounced that， as demonstrated by the 
current judgement， these companies 
will have to greatly reflect Ilpon their 
act of unauthorized copying 

英文版業界ニュース
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Japan's 

Pirating 

Column 

Wins 

Game 

Readers 

Corp. 

Vide。

Overseas 

Tait。

.・.・.・.'.、.・ー・.♂........;.;.; .• ・・・・.一、.、一よ-....，.... . 一、.、r一よ-，'.....' .. ，'~. ~. ..一.一ー'_Oー九・・
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• • 

女フロントライン作戦

. 

To 

were 
than 

Sigma's "Ponpoko" Licenced 

“Space Invaders" were judged to be an 
“act that falls under Unfair Competi. 
tion" -an act which may confuse the 
originality of the said two products. 
This judgement suggests that the court 
intends to authorize video game copy. 
rights. 

Taito hopes that the current judge. 
ment will demonstrate that unautho. 
rized copying of video games is an 
illegal act subject to the same laws that 
govern， and other businesses. And as a 

-畝歩兵ガ重なって攻めて来定時、軍嘗(フ

レイヤー)I革ピストル1発で獄人倒すこと

が出来ます.だだし早めlこ射定主主いと南置は

左右lこ敏らばってしまうので、タイミング

にきをく1まれグ

-自窓の築物(戦車・ 装甲車〉ガ苦言われたら、

定だちに集り込むこと。

-飽mを踏まないよう!こ注意しなガら、自置が

飽mの近くに紋人集まってきだ崎、ピスト

ルで飽雷を狙い創ち、爆発させて、その爆

風園の献を一度に撃狼するダイゴミガ昧わ

えます。

Sigma Enterprises， Inc. of Tokyo 
has recently announced that it decided 
to place its own video game 
“Ponpoko" on the domestic market 
in mid.November， and also granted ex. 
clusive sales rights in the North Ameri. 
can market to Venture Line Inc. of 
Phoenix， Arizona. 

Sigma “Ponpoko" is a kind of 
dodge.the.obstacle game in wh.ich the 
ponpoko (racoon dog) walks around 
eating fruit while dodging various ob. 
stacles. The player moves the ponpoko 
by working the four.directional lever 
and a jump button. The new game was 
unve尚dat the問centAM Show (Sept 
30 -Oct. 2)， and it was then that 
Sほmadecided to put it on the market. 

T. Hagiwara， exe屯utive vice pre. 
sident of Sigma Enterprises， Inc.， an・
nounced that Sigma granted exclusive 
“Ponpoko" production and distribu. 
tion rights to Venture Line for the 
U.S.A. and Canada. Venture Line will 
exhibit “Ponpoko" at the AMOA 
Show (Nov. 18 -20) to be held in 

N.America 

Chicago， and will immediately set 
about sales. In the U.S.A.， Sigma has 
reportedly applied for registration of 
copyright and trade mark rights. 

For Line Venture 
• • 

Demanding 

Damages Yen 

Falcon 

Payment Of 190 Million 

Sues Nintendo 

プレイヤーは軍曹を工手に1集作して谷間獄、草原畿や砂漠戦に

おち勝ちながら、ジープや戦車に乗り移り、敵陣を占領するま

でのコミカルな銃豊富戦が楽しめる迫力ある戦争ゲームです。

video 
Line 

Sigma's OPonpoko" 

“Ponpoko" marks the second 
game Sigma licenced to Venture 
-“Spiders" was the tirst. 
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Since July 9， J981， when Nintendo 
unveiled “Donkey Kongぺj(has pro. 
ceeded with exclusive sales， while 
granting its manufacturing rights to 
Sega， Taito， Tehkan and Nihon Game 
on the basis of PC board sales. Apart 
from these agreements， in September 
Jast year， Nintendo granted similar 
rights to Kyoei Co. of Tokyo， under 
stl'ict Iimit.s on the number of units 
manufactured plus a total ban on ex. 
ports. Then， Kyoei transferred its 
manufacturing rights to Falcon. At 
that time Falcon had been operating in 
Tokyo under then president Haruo 
Inoue. Thus， Falcon assumed the 
manufacturing rights and commenced 
the mamlfacture， etc. of “Crazy 
Kong". According to Nintendo's alle. 
gation， however， Falcon proceeded to 
manufacture and sell several times as 
many as the authori:.:ed quantity， 
while exporting a large number of 
units without permission. The number 
of these unauthorized copies is said to 
have exceeded 9，000 units. Hence the 
current suit against Falcon asking for 
payment of damages and a ban on 
unfair competition. 

Previously， Nintendo won a pre・
liminary injllnction against Falcon to 
prohibit such acts， and is resolved to 
assume a strict attitude lowards the 
infringer 

On October 13th Nintendo Co.， 
Ltd. of Kyoto and its subsidiary 
Nintendo Leisure System Co.， Ltd. of 
Tokyo brought suit against Falcon 
Co.， Ltd. and its former president 
Haruo Inoue in the Kyoto District 
Court to suspend the manufacture， 
saJe， and export of unauthorized 
copies of Nintendo's video game 
“Donkey Kong"， Furthermore the suit 
called for the payment of damages 
amounting to about J 90 million yen. 

On July 5， Nintendo won injunctive 
relief against Falcon as a result of its 
application with the Kyoto District 
Court for prohibiting the manufacture， 
sale， lease and export of Falcon's 
“Crazy Kong" which is an unautho. 
rized copy of Nintendo's“Donkey 
Kong" and infringes upon the manu. 
facturing licencing agreel11ent between 
the two companies. (See Game Ma. 
chine No. 194 for reference)， The 
current case is. a full.scale civil suit in 
the wake of the successful injunctive 
relief. 

-軍習(プレイヤー)Iま白から黍り物を鎗てよ

f敵lま鍬秒間、その質物の方を:&量産してく

るので、その聞に敵lこ鎮近し、手総弾でや

つつけると高得点につ忽ガります。
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ωtegory of films， and unauthorized 
coping infringes upon the Copyright 
Law， while the defendants' action con. 
stitutes an unfair deed infringing upon 
the Unfair Competition Prevention 
Law. 1t took three years or more for 
the said judgement in favor ofTaito to 
be passed on September 27， 1982， at 
the 29th Civil Procedure Section of 
the Tokyo D凶trictCourt (under chief 
judge Tosh抽kiMakino). According to 
the judgement， the plaintiff、sallega. 
tion demanding the two defendants 
pay damages and costs was accepted. 
In the judgement， only the Unfair 
Competition Prevention Law was 
referred to -the court did not refer to 
the Copyright Law. This does not 
mean that the court denied the copy. 
righting of_ video . games -. the court 
ordered the defendants pay damages 
without referring 10 them 

Based on. the Unfair Competition 
Prevention Law Taito alleged;‘As far 
as video games are concerned， product 
similarity can be judged from images 
and modes of their changes on the 
CRT of the garne rnachine.' Taito's 
allegation was vindicated almost en・
tirely by the current judgement， and 
the manufacture and saJe of “Space 
Missile" wh.ich is similar to Taito's 

Since 1978， Taito Corporation of 
Tokyo has brought numerous civil 
suits against copiers who manufac~ 
tured and/or sold unauthorized copies 
of Taito's video games. On September 
27， Japanese cOllrts handed down the 
first judgement on video game copy. 
ing， and Taito won the case! 

The defendants were Uko Enter. 
prises， Ltd. of Tokyo and its p同sident，
Mitsuo Kamioka. Uko Enterprises al. 
legedly took over the operations of 
Uko Corporation of Tokyo (wh.ich 
went bankrupt in March 1979)， and 
had manufactured and sold the video 
games“Fighting Missile" and “Space 
Missile" for several months from Jan. 
uary 1979. With the demise of Uko 
Corporation， severaJ thousand units of 
“Space Missile" was then af least 
manufactured and sold for two 
months from May '79 by Uko Enter. 
prises. These games were in fact un. 
authorized copies of Taito's“Space 
Invaders". In August 1979， Taito 
brought a main suit against Uko Enter. 
prises before the Tokyo District Court， 
claiming damages in accordance with 
the Unfair Competition Prevention 
Law and the Copyright Law 

Ac，cording to Taito's allegation， its 
video game“Space Invaders" is in the 

C，. -kp) 
ゴツトリーブ往製のTVモニター付きフリツnーゲーム

で、あるフイチゃ一位怠ると4方向I~動く操作レnーに

よりTVゲームガ獲しめる憲新型のフリツI~ーゲームで

事。

P3 
j ミ

・敵織を磁療するには、敏の蛾lli主主どをm療

しだ後、軍嘗(プレイヤー〉は豪り物より降

りて、手館弾を厳陣に役げ入れて爆破せよ
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